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ごあいさつ 

 

鎌倉市の図書館は、明治 44 年(1911 年)7 月 20 日に鎌倉小学校(現 第一小

学校)の敷地内に鎌倉町立図書館として開設し、この度、めでたく 110 周年を迎え

ることができました。 

鎌倉市の図書館を築き上げてくださった町民、市民の皆様と先人・先輩のご努

力にあらためて感謝を申し上げます。 

明治・大正・昭和・平成・令和と 5 つの時代にわたり、多くの困難を乗り越え

て現在に至りましたことを誇りに思います。 

鎌倉市の図書館では、平成 23 年（2011 年）の 100 周年の節目の年に、それ

までの歩みを振り返り、『鎌倉図書館百年史』を発行いたしました。今回は、この

「百年史」以後の、最近 10 年の取り組みをまとめ、鎌倉市図書館ビジョンの基本

方針「つながる ひろがる 100 年図書館」を目指す土台にしていきたいと思いま

す。 

引き続き、鎌倉市の図書館のご利用とご支援のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 

                           令和 3 年(2021 年)7 月 

                      鎌倉市中央図書館長 朴澤徹範 
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本編 

鎌倉市図書館 100周年から110周年へ 

2011-2021 
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 図書館 10 年のあゆみ（2011.3～2021.７） 

    主な出来事 

2011（平成 23）年３月 ・ 東日本大震災発生により協働事業２件中止、夜間開館一時中止 

                ７月 ・ 鎌倉市図書館開館 100 周年記念式典開催 

・ 大船駅東口駅ポストを歩道橋下へ移設 

                ９月 ・ ツイッター開始 

               10 月 ・ 図書館振興基金条例公布、基金の募金活動開始 

2012（平成 24）年３月 ・ 百年史資料、所蔵貴重資料整理事業 

                ４月 

  

・ 政党新聞（寄贈）の閲覧開始 

・ 近代史資料室に係長を配置し、近代史資料担当に。市史編纂業

務を補助執行 

・ 図書館協議会委員の選考基準変更 

９月 ・ 鎌倉駅ポストを改札外に移設 

               10 月 ・ ｢ぬいぐるみのおとまり会」初開催 

               12 月 ・ 広告募集開始 

2013（平成 25）年１月 ・ 図書館福袋の貸出始まる 

                ２月 ・ 「第 2 次鎌倉市子ども読書活動推進計画」策定 

３月 ・ 「近代史資料室だより」第一号発行 

                ５月 ・ 暮らしのお役立ち講座＠としょかん初開催 

                ６月 ・ 本の修理講座開始（中央図書館） 

               10 月 ・ 大船図書館、耐震工事実施による部分開館（～２月まで） 

2014（平成 26）年３月 ・ 国際ソロプチミスト鎌倉から読書活動推進のための軽自動車の

寄付を受ける 

                ４月 ・ 「第２次鎌倉市図書館サービス計画」策定 

                ７月 ・ 国立国会図書館のデジタル化資料送信サービスを提供開始 

               12 月 ・ 鎌倉国宝館との連携講座開始 

2015（平成 27）年３月 ・ 図書館システムパッケージ変更（ＷＥＢリクエスト、デジタル

化資料の公開、セルフ貸出機の導入等） 
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・ マンガの予約受付開始 

・ 鎌倉市川喜多映画記念館との連携講座初開催 

・ サイエンスカフェ初開催 

・ 団体貸出を廃止し、深沢図書館に学校貸出の拠点を設置 

・ 国立国会図書館「レファレンス協同データベース」への多くの

データ登録に対し、国立国会図書館長より礼状授与 

10 月 ・  図書館振興基金で購入した「国際観光都鎌倉市 観光鳥瞰図」

（画／中村慈郎）お披露目 

               12 月 ・ 手話付きおはなしかい初開催 

2016（平成 28）年３月 ・ 利用者懇談会を開催 

                ７月 ・ 図書館独自ネットワーク開設 

8 月 ・ 図書館 Twitter10 万超リツイート 

               12 月 ・ 中央・腰越・玉縄図書館に入館者カウンター設置 

2017（平成 29）年３月 ・ 横浜市との相互利用開始 

                ４月 ・ 深沢・大船図書館に入館者カウンター設置 

・ 専門業務嘱託員制度開始 

6 月 ・ 開館時間の変更検討のため試行を実施 

（～８月 31 日 大船・玉縄図書館） 

2018（平成 30）年２月 ・ 「第３次鎌倉市子ども読書活動推進計画」策定 

                ９月 ・ 

 

・ 

開館時間及び休館日の変更検討のため試行を実施 

（～11 月 30 日 中央・腰越図書館） 

「認知症にやさしい本棚」を設置 

2019(平成 31/令和元)年 

３月 

・ 「鎌倉市図書館ビジョン」「第３次鎌倉市図書館サービス計

画」策定 

４月 ・ 図書館ＤＥキック・オフ(協力：株式会社湘南ベルマーレ)開催 

７月 ・ 近代史資料室書庫を中央図書館に設置 

・ 株式会社花王よりオチビサンベンチが中央図書館に寄贈される 

11 月 ・ 仙覚文庫設置 

2020（令和 2）年 2 月 ・ 図書館システム・機器更新のため休館。併せて特別整理実施 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、年度内全ての行事

を中止 
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３月 ・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、不特定多数の利用

がある市の施設について休館が決定、図書館全館で臨時窓口で

の対応となる（～4 月 8 日） 

・ 「鎌倉市図書館資料管理方針」「鎌倉市図書館資料管理基準」

を改定 

４月 

 

・ 開館時間、休館日を変更 

・ 会計年度任用職員制度開始 

・ 緊急事態宣言発出を受け、全館完全休館（～5 月 14 日） 

5 月 ・ 臨時窓口を開設（～6 月 8 日） 

6 月 ・ 短時間利用に限って開館（30 分以内目安）一部サービス制限 

7 月 ・ 滞在型のサービスを再開 
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鎌倉市図書館 この 10 年 

 

鎌倉市図書館が 100 周年を迎えた平成 23 年度（2011 年度）は、東日本大震災の衝撃が冷

めやらぬまま明けました。幸い地震による人的被害はなく、本の落下こそあったものの、建物

も無事で、7 月 20 日の 100 周年記念式典を無事開催することが出来ました。市民委員の方々

及び協力団体の皆さんの尽力もあり、イベントも盛況で終えることが出来ました。 

こうして始まったこの 10 年の中で特筆すべきこととしては、次々に鎌倉市図書館サービス

の指針となる計画が策定されたことです。 

令和元年（2019 年）に策定された「鎌倉市図書館ビジョン」は最も長期的視野に立ったも

のです。平成 28 年（2016 年）の「鎌倉市図書館が目指すべき将来像の確立についての陳情」

に応えたもので、基本方針として「つながる・ひろがる・100 年図書館」を掲げました。それ

ぞれの項目について鎌倉市図書館が今後どうあるべきかを平易な言葉で示し、鎌倉市図書館の

4 つの使命を記しています。 

短期的な計画としては平成 26 年（2014 年）4 月に「第 2 次鎌倉市図書館サービス計画」、

平成 31 年（2019 年）3 月には「第 3 次鎌倉市図書館サービス計画」を策定しました。現状

と課題を踏まえ、「図書館ビジョン」の基本方針「つながる ひろがる 100 年図書館」に基

づき、図書館サービスの一層の充実を目指したものです。 

子どもの読書環境の整備のために、平成 25 年（2013 年）2 月に「第 2 次鎌倉市子ども読

書活動推進計画」を、平成 30 年(2018 年)2 月に「第 3 次鎌倉市子ども読書活動推進計画」

を策定しました。課題の解決に向け継続的に取り組みをすすめています。 

図書館を取り巻く社会情勢の変化や多様化・高度化する市民の要望に応えるため、令和 5 年

度（2023 年度）にはどちらも第 4 次の計画を策定する予定です。 

館長の諮問機関である図書館協議会は５名の委員で成り立っていますが、図書館法の改正

に伴い、平成 24 年（2012 年）4 月に選考基準が変更となりました。新たに「家庭教育の向上

に資する活動を行うもの」が追加され、平成 24 年(2012 年)12 月の協議会から学識経験者、

社会教育関係者、学校教育関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、および市民公募の

各選出区分より一名ずつとなりました。その後、平成 27 年（2015 年）9 月に、サービス向上

と業務の効率化の観点から「鎌倉市図書館の運営について」協議会に諮問を行い、5 回の審議

の後、平成 28 年（2016 年）11 月、「正規職員と非常勤職員との直営体制での効率的な運営

を図ること」や「開館時間の延長などによるサービスの向上」について答申を受けました。 

この答申と、会計年度任用職員制度が始まることを受けて、平成 29 年度（2017 年度）及

び平成 30 年度（2018 年度）に開館時間や休館日の変更の試行を順次行いました。より地域
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の利用実態に合った、利用しやすい図書館像と、持続可能な図書館経営の両立を考えるためで

した。その結果を受け、令和 2 年（2020 年）4 月 1 日より開館時間、休館日を変更しました。 

コンピュータシステムの面では、平成 27 年度（2015 年度）に図書館システムパッケージ

を新しくしたことで、資料検索のスピードアップ、近代史資料のデジタル公開開始、レファレ

ンス事例公開、メールレファレンス受付開始、未所蔵資料のリクエスト受付開始などが可能に

なりました。 

また、平成 29 年度（2017 年度）には横浜市図書館との相互利用が実現し、これまでの三

浦半島地区および藤沢市との相互利用と合わせ、隣接する市町村すべての図書館を鎌倉市民が

利用できるようになりました。 

施設の老朽化対策については、耐震化診断を実施し、平成 29 年度(2017 年度)に中央図書

館児童トイレの改修を行いました。令和 2 年度（2020 年度）に予定されていた中央図書館の

耐震化工事は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、予定より 1 年遅い着工となりま

した。今後の老朽化の改善や、スペースの増強につながる大規模改修や建て替え等については、

「鎌倉市公共施設再編計画」の中に位置づけて検討していくことになります。 

予算面では、図書館費、資料費が長期的に減少傾向にあります。その中で令和 2 年（2020

年）3 月には「鎌倉市図書館資料管理方針」「鎌倉市図書館資料管理基準」を改定し、限られ

た予算の中でより効率的な資料収集が行えるよう努めています。 

鎌倉市図書館は「鎌倉市図書館ビジョン」で掲げた使命を果たすべく、これからの 10 年も

努力を重ねていきます。 
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中央図書館 この 10 年 

 

【ブックカーニバル㏌カマクラに参加】平成 24 年度（2012 年度）～令和元年度（2019 年度） 

「ブックカーニバルｉｎカマクラ」は市内書店、出版社等、地域の本に関する団体による

実行委員会主催の地域連携による催しです。この催しに平成 25 年度（2013 年度）から８年

連続して参加しました。図書館刊行の『絵葉書で見る鎌倉百景』や復刻鎌倉絵葉書「鎌倉玉

手箱」の販売、展示写真や関連図書の提供を主に、平成 28 年度（2016 年度）にはブックカ

ーニバル in 鎌倉の第 3 会場として「鎌倉文士ダイアリー」展示と NPO 団体「珈琲野郎」に

よる喫茶提供を行いました。翌平成 29 年度（2017 年度）には第 4 会場として企画展示だけ

でなく本づくりワークショップ、スタンプラリーの会場となりました。また、イベント終了

後に実行委員会制作の資料をお借りして、巡回展示を行いました。 

 

【国立国会図書館デジタル化資料送信サービス提供開始】平成 26 年(2014 年)7 月～ 

国立国会図書館のデジタル化資料送信サービスの提供を始めました。このサービスは国立

国会図書館のデジタル化資料のうち、絶版等の理由で入手が困難な資料を、国会図書館の承

認を受けた全国の公共図書館、大学図書館等の館内で利用できるサービスです。当時は神奈

川県内でも神奈川県立図書館、横浜市立図書館、藤沢市図書館しか行っておらず、鎌倉市図

書館が 4 館目となりました。7 年間で年間利用人数は 35 名から 95 名へ、複写利用枚数は

580 枚から 2,468 枚と約 4 倍に伸びています。 

 

【図書館とその周辺の環境の改善】平成 27 年度（2015 年度）～ 

中央図書館周辺のバリアフリー化を進めました。具体的には平成 28 年（2016 年）に中央

図書館前公道から敷地内への段差を解消し、安全に車いすが通行できるようにしました。ま

た、平成 30 年（2018 年）には公道から中央図書館への点字ブロックを設置しました。平成

29 年（2017 年）には故障が相次いでいた児童トイレを改修し、明るい雰囲気に変えまし

た。平成 30 年（2018 年）には通用口横にあった喫煙場所を撤去し、敷地内全面禁煙を実現

しました。 
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【オチビサンベンチ寄贈】令和元年（2019 年）７月 

リサイクルが難しい「使用済つめかえパック」の再生樹

脂ブロック「おかえりブロック」でできた「オチビサンベ

ンチ」を「鎌倉リサイクリエーション」プロジェクトから

寄贈いただきました。令和元年度（平成 31 年度）は御成

小学校６年生の「使用済つめかえパック」回収活動にも図

書館が回収場所として協力しました。 

 

【仙覚文庫設置】令和元年度（2019年）11月～  

市制８０周年及び青山学院大学、二松学舎大学との包括連携協定締結を記念して、鎌倉仙

覚文庫を設置し、記念展示を行いました。文庫と言っても、全てを一か所に集約しているわ

けではなく、鎌倉文学館と鎌倉市中央図書館でそれぞれの所蔵資料がゆるやかにつながる形

態です。新元号「令和」の出典として話題となった「万葉集」の中には鎌倉を詠んだ歌が３

首あります。また、市内大町の妙本寺には、鎌倉時代万葉集研究に大きな功績を残した学問

僧仙覚（せんがく）の顕彰碑があります。仙覚の研究を継承した歌人、佐佐木信綱（ささき

のぶつな）は、同じ大町に「溯川草堂（そせんそうどう）」を設けて門下生を育てました。

二人の功績は、現在最も信頼される写本『西本願寺本万葉集』につながっています。 

当館の所蔵資料にも万葉集をはじめ、古典研究に役立つ資料が数多くあることから、個人

貸出可能な研究書、館内で閲覧できる郷土資料、貴重書を含む古典籍、と分けて排架し、

様々な場所での様々な資料との出会いから、歴史を発信し、未来の研究を支える「鎌倉仙覚

文庫」というコンセプトキーワードとしています。鎌倉市が青山学院大学及び二松学舎大学

との包括連携協定を結んだことを機会に、鎌倉の古典研究についてもご協力いただく予定で

す。 

 その後、現存する萬葉集のうち、全巻を

完備する最古の写本である『西本願寺本萬

葉集』全20冊の覆製を寄贈いただきまし

た。これは「鎌倉仙覚文庫」の重要な資料

となっています。 
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腰越図書館 この 10 年 

 

腰越図書館はこの 10 年で地元地域との協働を進めました。 

 

【中学生、高校生との協働事業】平成 23 年度(2011 年度)～平成 29 年度(2017 年度) 

深沢高校、鎌倉高校、手広中学校の生徒さんに呼び掛け、中学生、高校生によるおはなし

かいを行いました。いつもと違って年齢の近い中学・高校生のお話に子ども達も興味津々。

生徒たちは初挑戦の読み聞かせに悪戦苦闘しながらも、終わった後には、「楽しかった」「い

い経験になった」との感想を寄せてくれました。 

高校生の皆さんを講師に迎えたイベントもありました。「鎌倉高校に聞く！」シリーズで

す。県立鎌倉高校の科学研究会は鎌倉のたたら製鉄についての研究を行っていて、平成 25 年

（2013 年）には第 57 回日本学生科学賞（神奈川県作品展）で県知事賞を受賞しています。

その研究成果を平成 28 年（2016 年）、平成 29 年(2017 年)と 2 年連続で発表していただき

ました。七里ガ浜の砂鉄から刀を作り上げるまでの、まさに地元密着のテーマで大変好評で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 <「鎌倉高校に聞く! たたら製鉄の謎を追う!」の様子> 

 

【地域団体との協働事業】平成 25 年(2013 年)、平成 29 年度（2017 年度） 

腰越漁業協同組合に協力をお願いした「腰越漁師物語」も満員御礼のイベントとなりまし

た。腰越は海のまち、漁港のまち。しかし郷土の資料は歴史に偏りがちで、なかなか海や漁

業の資料がありません。そこで平成 25 年（2013 年）に「ライブラリーカフェ」として、お

茶を飲みながら漁師の皆さんに直接お話を伺いました。腰越に長年住んでいながら腰越の漁

業について知らなかったから、マリンスポーツに興味があったから等々、さまざまな理由で

多くの人が集まり、漁業の今昔、漁師生活、海の環境の変化など、私たちも毎日見ている海

の知らない面をたくさん学ぶことができました。 
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平成 29 年度（2017 年度）にはＮＰＯ団体「図書館とともだち・鎌倉」提案の市民協働事

業「身近な図書館づくり」モデルとして玉縄図書館とともに選ばれました。腰越図書館では

「鎌倉広町の森市民の会」の皆さんと連携し、図書館を飛び出して、広町の森を舞台に四季

折々の自然体験と図書館体験を組み合わせた企画を行いました。田や畑と親しんだり、自然

の中で図書館の使い方を学んだりと、今までとは一味違う図書館のイベントとなりました。 

 

【おはなし会の新しい試み】平成 27 年（2015 年）～ 

「おはなし会」でも新しい試みを行いました。 

多文化おはなし会として、日本語以外の言語を楽

しむおはなし会の会場となったのです。英語、韓国語、

スペイン語、フランス語、タガログ語でのおはなし会

を、ネイティブの方等の協力を得て開催しました。 

また、腰越行政センターの裏は、ウッドデッキの

ある空間が親水公園になっており、腰越支所の協力を

得て、外でのおはなし会も行いました。「紙芝居大会」

や「夏のこわいおはなし会」など屋外ならではの趣向

を凝らし、いつもと違った開放感のあるおはなし会は子どもたちに大好評です。通りすがり

の大人の方も足を止めてくださるなど、人気のイベントになりつつあります。 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、館内でおはなし会ができなくなった時期には、

この外でのおはなし会が貴重な子どもたちとの楽しみの場となりました。 

たくさんの方に支えられ、腰越地域の魅力を改めて知ることのできた 10 年でした。 

  

<お外でたのしむおはなし会の様子> 
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深沢図書館 この 10 年 

 

【児童サービスの拠点】平成 23 年度(2011 年度～) 

深沢図書館は団体貸出の拠点として団体貸出用資料の集積基地、発着所の機能を果たして

きましたが、平成 23 年度（2011 年度）から学校貸出を開始、平成 26 年度(2014 年度)から

条例改正も行い、本格的に団体貸出から学校貸出の拠点として転換しました。 

平成 20 年(2008 年)年 2 月に策定された「鎌倉市子ども読書活動推進計画」により、子ど

もと子どものまわりの大人への読書環境の整備のため、上記学校貸出の他、学校・家庭・地域・

行政との連携を担当しています。連携の中で、学校図書館職員への研修、学校図書館部会・学

校図書館協議会への参加や、市民健康課とのブックスタート事業の窓口業務等を継続して行っ

ています。 

資料管理委員会の定めた分担保存の方針により、児童図書の保存、郷土資料の複本の保存を

担っています。 

 

【地域との連携事業】令和元年度（2019 年度） 

鎌倉市がホストタウンとなった湘南ベルマーレとのイベント

「図書館 DE キックオフ」をスポーツ課と連携して行いました。ル

ヴァンカップのお披露目やキャラクター「キングベル」とのふれあ

いタイム、関連本の展示貸出を行いました。スポーツのイメージが

あまりない図書館での開催とあって、いつもは来館しない方も興

味をもって参加されました。また、シーズンオフにベルマーレの選

手に好きな本のアンケートを行い、図書館だよりで発信しました。 

鎌倉ゆかりの作家三島由紀夫の特別展を文学館がおこなったこ

とを契機として三島作品をテーマとした読書会を開催しました。 

地元の緑地、山崎の谷戸を利用して、 「鳴く虫プロジェクト」と

題し、山崎中央公園で小学生とフィールドワークを行い、その後、

みつけた虫を図鑑で調べました。また、調べたことを発信する形で、Wikipedia の「虫の音」

の項目を高校生が執筆、発信しました。この時、図書館で集めた「鳴く虫」を調べるための資

料リストは「昆虫と自然 55(1), 33-36, 2020-01 ニューサイエンス社」に掲載されました。 

<キングベルと記念

撮影する小学生＞ 
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＜左：虫をみつけてよろこぶこどもたち＞  ＜右：文献にあたり Wikipedia を執筆する高校生＞ 

 

【今昔写真展の開催】平成 30 年（2018 年）10 月～11 月 

鎌倉市図書館のデジタル資料としても提供されている「鈴木写真」より、深沢地域の昭和 30

～40 年代の写真と現在の写真を比較して展示しました。翌令和元年度のファンタスティック

☆ライブラリーで、地域の今昔写真を展示と同時に近代史資料室による今昔写真発表会を開催

したところ、深沢地区の歴史を知りたい多くの方が集まり、子どもから高齢者まで身近な地域

の歴史を楽しむ姿が見られました。  

 

【フランス関連イベント】令和 2 年度(2020 年度)～ 

東京オリンピック・パラリンピック担当と文化人権課で フランス月間、展示&おはなし会

を企画し、2 月のフランス月間において、展示を行いました。 

同時企画として市内全図書館でフランス語のおはなし会を予定しており、各館多数の参加

申し込みがありましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。しかし、

夏の鎌リンピック、フランス語のわらべ歌の動画など、オリンピック・パラリンピック担当と

協働のツイッター発信を行いました。  

 

【新たなコーナー設置】平成 30 年（2018 年）～ 

「深沢学」の棚を郷土資料コーナーに設置しました。また、国立がん研究センターが図書館

に最新のがん情報を寄贈で届ける「「がん情報ギフト」プロジェクト」の寄贈リーフレット・冊

子より、健康情報のコーナーをつくりました。  
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     大船図書館 この 10 年 

 

【耐震化工事】平成 25 年（2013 年）10 月～平成 26 年（2014 年）2 月 

大船図書館を抱える大船行政センターは、旧大船郵便局であった建物を改修し利用してい

ることから、実は建物自体は中央図書館よりも古く、「鎌倉市耐震改修促進計画」に基づき、

平成 25 年（2013 年）に耐震工事を行いました。 

耐震化工事の期間中は、予約資料および一部の資料の貸し出し、返却のみの部分開館を行

い、利用者への図書館サービスを継続しました。また、耐震鉄骨を入れたことにより若干狭

くなりましたが、館内レイアウトや書架の配置を変えることで、席数を減らすことなく改修

できました。通路を確保することで、利用しやすくなりました。 

 

【横浜市との広域連携】平成 29 年（2017 年）3 月～ 

横浜市との相互利用が開始されたことは鎌倉市図書館にとっても大きな出来事ですが、な

かでも横浜市との市境にある大船図書館はその影響を大きく受けることとなり、通勤通学を

のぞく横浜市民の利用は利用者登録及び貸出冊数ともに、鎌倉市図書館で突出しています。   

 

【試行による開館時間の変更】平成 29 年（2017 年）6 月～8 月 

地域状況に沿った利用しやすい開館日、開館時間の検討を行うことから、地域別時間帯別

の入館者数を調査するため、入館者カウンターを設置して検討を行いました。また、利用状

況を考慮して、月の最後の金曜日の開館時間を午後 8 時までの開館について試行しましたが、

結果、開館時間の変更はなく、現状のままとなりました。 

 

【エレベーター工事】平成 30 年（2018 年）9 月 

大船行政センターの老朽化したエレベーターの一部工事が行われました。工事期間中は車

いすやベビーカー利用の方にご不便をかけ、また荷物の搬出入は人力で行うなど業務に影響

がありましたが、安全・安心に利用できるようになりました。工事に伴い、新聞架のスペー

ス変更を行い、正面入り口に展示スペースを設けることができました。また、新聞・チラシ

の配架を工夫し、閲覧席のレイアウトを一部変更しました。 

 

【おなかの赤ちゃんと楽しむおはなしかい】平成 30 年（2018 年）11 月 

「第 3 次時鎌倉市子ども読書活動推進計画」に基づき、妊婦向けのおはなし会「おなかの

赤ちゃんと楽しむおはなしかい」を試行開催しました。妊婦の方は絨毯よりもいす席のほう
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が参加しやすいなど、試行によって分かったこともあり、今後もより良い方法で開催を検討

していきたいと考えています。 

 

【写真展 『写真で見るあの日あのころ』】令和元年(2019 年)7 月 

大船地域づくり会議との共催で、写真展『写真で見るあの日あのころ』を開催しました。

写真はもとより、商店のチラシなども展示しました。当時を知る人には懐かしく、知らない

人にはレトロ感が新鮮に見えたことでしょう。こうした記録を伝えていくことも、図書館の

大きな役割の一つだと思います。 

<写真展『写真で見るあの日あのころ』の様子> 
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     玉縄図書館 この 10 年  

 

【職員体制・開館時間変更の試行】平成 29 年度（2017 年度） 

全館で唯一、嘱託員中心の図書館運営と夜間開館の中止の２点について試行を行いました。

利用者への影響が大きい内容だったため、「玉縄図書館は縮小されてしまうの？」という心配

の声が多く寄せられた一方、地域の図書館への関心が高まりました。 

試行の結果については、「開館日開館時間の変更に関わる経緯」をご覧ください。 

夜間開館の中止に際し、玉縄図書館に隣接した学習センターの集会室を臨時読書室として開

放する試行も併せて行いました。図書館の閉館後の 2 時間のみであったため利用はわずかでし

たが、安全面の確保など課題も明らかになり、ひとつの試みとして有意義でした。 

 

【身近な図書館プロジェクト】平成 29 年度（2017 年度） 

鎌倉市の市民協働事業に、NPO 団体「図書館とともだち・鎌倉」の提案が採用され、腰越

図書館とともにモデル館となりました。 

玉縄図書館では、地域で長く歴史を研究している「玉

縄歴史の会」と地域のコミュニティスポット「憩い
い こ い

宿
じゅく

」

の協力を得、玉縄の歴史に関する展示・連続講座・散策

や、出張おはなし会・出前図書館などを開催し、地域で

活動する皆さんと繋がることができました。この時に

作成していただいたパネルは、図書館内に展示したり

地元の学校に貸し出すなど活用しています。 

この事業と並行し、郷土資料コーナー内に「玉縄に関する資料」のコーナーを作りました。

地域の資料を広く紹介するために今後も資料の充実を目指します。 

 

【フラワーセンター大船植物園からの資料受贈】平成 29 年度（2017 年度） 

神奈川県立フラワーセンター大船植物園が、改修工事

のために一時休館し、運営形態も変わることが明らかに

なったことを受け、資料の寄贈を依頼したところ、開館

当時のパンフレットや業務報告など貴重な資料群をい

ただくことができました。玉縄ならではの資料として、

大切に保存・活用していきます。                        

 

<歴史散策の様子> 

＜開館当時のパンフレットなど＞ 
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<玉縄まつりへ出店の様子> 

【玉縄まつりへの出展】平成 30 年度（2018 年度）、令和元年度（2019 年度） 

地域最大のイベントである玉縄まつりに出展し、寄贈本

の譲渡・地域の昔の写真展示・紙芝居実演などを行いまし

た。残念ながら令和 2 年度は開催がありませんでしたが、

図書館を利用していない方にも図書館を PR できる貴重な

機会であり、今後も継続出展を目指します。 

 

 

 

【展示・海を渡った鎌倉のユリ】令和 2 年度（2020 年度） 

 地域のグループ「鎌倉玉縄ユリ・プロジェクト」が中心となって玉縄図書館で開催した展示

です。きっかけは玉縄図書館へのレファレンスでした。「かつて玉縄で輸出用のユリが栽培さ

れていた」という、知られざる地域史を調べる中で、さまざまな資料がみつかり展示につなが

りました。フラワーセンターからいただいた資料も大いに役立ちました。 

 「鎌倉玉縄ユリ・プロジェクト」制作の、紙芝居『ユリと玉縄小学校のお話』は、玉縄図書

館に寄贈していただき、活用しています。 

 

                        

 

 

 

 

<玉縄行政センターで咲いたユリ>      ＜紙芝居『ユリと玉縄小学校のお話』＞ 
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     近代史資料室 この 10 年  

 

【鎌倉アカデミアを伝える会】～平成 28 年度(2016 年度)まで 

平成 18 年（2006 年）に開かれた「鎌倉アカデミア 60 周年記念祭」をきっかけに、毎年 5

月に光明寺を会場として開催されることとなった「鎌倉アカデミアを伝える会」。近代史資料

室では、当初から資料提供・協力を続け、記録集の発行を行ってきました。 

平成 28 年度(2016 年度)に「鎌倉アカデミア創立 70 周年記念祭」が行われ、例年以上の盛

り上がりを見せました。これを一区切りとしてしばらく「鎌倉アカデミアを伝える会」は休会

となりました。 

 

【歴史的公文書選別作業】平成 24 年度（2012 年度）～ 

 平成 24 年度（2012 年度）に、それまで市役所総務部総務課が所管していた市史編纂業務

を図書館が補助執行することになり、併せて歴史的公文書の選別等の業務をすることになりま

した。組織的には担当係長を兼務で配置した地域館と同格の「近代史資料担当」になり、業務

は従来からの近代鎌倉の資料の収集、整理、調査、提供との２本立てとなりました。２年度を

費やして総務課等と協議しながら「鎌倉市歴史的公文書等選別のための細目基準」と「同ガイ

ドライン」を作成しました。 

平成 26 年度（2014 年度）、作成した細目基準・ガイドラインを使って全庁的に歴史的公文

書の選別の試行を開始しました。しかし、5 課 8 箱の保存にとどまった初年度の実績を鑑み、

試行 2 年目には担当課の選別だけでなく図書館がマーキングした候補も提出してもらうこと

にした結果、39 課 101 箱の文書を保存しました。その後、平成 29 年度（2017 年度）からは

本庁地下書庫に保存されていた永年保存文書についても選別作業を行いました。 

業務が増えたため、平成 28 年度(2016 年度)と平成 30 年度（2018 年度）に 1 名ずつ、歴

史的公文書選別等嘱託員を採用しました。 

 

年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

写真提供実績（件) 56 33 61 46 75 80 71 84 61  47 

歴史的公文書保存 

(箱数) 
      8 101 99 97 235※ 165 107 

※(＋ 一部保存 34） 
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【「近代史資料室だより」の発行】平成 24 年度(2012 年度)～ 

これまで収集してきた近代史資料をもっと広く知ってもらうために、平成 24 年度(2012 年

度)から「近代史資料室だより」の発行を始めました。第 1 号は鎌倉海浜ホテルを取り上げ、

その後、別荘地時代の鎌倉や幻のユー・イー・ビーチなど、普段の研究成果をわかりやすく紹

介しています。令和 2 年度(2020 年度)までに 6 号まで発行しました。バックナンバーは図書

館ホームページでご覧になれます。 

 

【資料展示】 

毎年図書館や地下道ギャラリーを使って、郷土資料展示を行っています。この 10 年は、「今

昔写真展「鎌倉を見つめた写真家たち－鈴木正一郎 28 年間の記録を中心に－安田三郎・皆吉

邦雄の３人展」」、「幻のユーイービーチ－震災復興・坂ノ下埋立地の歴史－」「鎌倉駅伝と金栗

賞朝日マラソン」「東京オリンピック 1964」などを行いました。特に平成 25 年度（2013 年

度）の 

「90 年前の関東大震災と鎌倉－震災写真からみえるもの－」は、反響が大きく、中央図書館

だけでなく、市役所ロビーや地域館でも展示を行いました。翌平成 26 年度（2014 年度）に

は 

「91 年前９月１日関東大震災空撮写真展」を開催、平成 29 年度（2017 年度）には「関東大

震災－空からの記録を読む 鎌倉・湘南・三浦」展示をジオ神奈川の協力を得て開催しました

。東北の震災の記憶がまだ新しい中で、人々の関心を強く引きつけた展示でした。 

 

 

 

 

 

 

 

<関東大震災関連の展示の様子> 

 

【環境整備】令和元年度（2019 年度） 

近代史資料室の狭隘化が進み、資料の保存環境や事務環境としても問題があったため、多目

的室を収蔵庫として設備を整え、事務スペースは事務室内に移しました。 
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     この 10 年 主なトピックス  

 

◆鎌倉市図書館100周年記念事業 

鎌倉市図書館は平成23年（2011年）7月20日で100周年を迎えました。神奈川県内の公共図

書館としては最も古い図書館になります。これを記念して、各種記念事業を行いました。 

1. 記念式典、記念講演（参加者 午前141名、午後230名） 

日時：平成23年（2011年）7月20日(水)／場所：生涯学習センターきらら鎌倉ホール 

 教育長挨拶、祝辞（市長､市議会議長、長尾真国立国会図書館長、塩見昇日本図書館

協会理事長、林秀明神奈川県図書館協会会長）の後、鎌倉市図書館創設の功労者、東

郷慎十郎氏のご子孫、並びに２代目図書館（御成小学校内）建設の功労者、間島弟彦

氏のご子孫、11の図書館協力団体（鎌倉アカデミアを伝える会、鎌倉視聴覚協会、鎌

倉市点訳・赤十字奉仕団、鎌倉朗読・録音奉仕会、郷土史料を読む会、〈ＣＰＣの会〉

湘南・鎌倉生涯現役の会部会、玉縄の古文書を読む会、図書館とともだち・鎌倉、蟲

の会、安田三郎写真を保存する会、りんどう）に感謝状を贈呈しました。 

 同日午後、市内在住の芥川賞作家、藤沢周氏の講演「本のある街角から～本・出版・

3.11」、文化庁長官近藤誠一氏（当時）の講演「文化による日本の再建～都市の役割」

を開催しました。 

2. 記念展示（来場者 延べ888名） 

日時：平成 23 年（2011 年）7 月 20 日(水)～24 日(日) 

場所：生涯学習センターきらら鎌倉地下ホール  

 「鎌倉市図書館100年のあゆみ」「鎌倉市図書館の貴重資料」「市民とつくる図書館

（11のボランティア団体の活動報告）」「子どもとつくる未来の図書館（市内在住絵本

作家等原画展）」の各テーマで展示を行いました。 

3. 記念講座 

・ 「としょかんこどもえいがまつり」(児童対象) 参加者延べ 79 人 

日時：平成 23 年（2011 年）10 月 29 日(土) 10：00～16：00 

・ 「映写技師になってみよう！」(児童対象) 全 2 回 参加者延べ 19 人 

日時：平成 23 年（2011 年）11 月 13 日(日)14：00～16：00 ／ 

平成 23 年（2011 年）11 月 26 日(土)10：00～12：00  

講師：鎌倉視聴覚協会・りんどう  
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・ 「鎌倉の別荘文化」(一般対象)全 3 回 参加者 延べ 120 人 

日時：平成 23 年（2011 年）10 月 1 日(土)／11 月 5 日(土)／12 月 3 日(土)  

 いずれも 14：00～16：00 

講師：島本千也氏  

4. 開館100周年記念映画会（延べ1185名参加） 

期間：平成21年（2009年）6月～平成24年（2012年）3月まで 全33回 

図書館協力団体「鎌倉視聴覚協会」「りんどう」のご協力で開催しました 

5. 出版事業 

・ 『鎌倉図書館百年史』300部（非売品） 

市民による実行委員会と図書館職員で執筆しまとめました。 

・ 『鎌倉市図書館100年のあゆみ』30,000部(非売品､一般配布) 

図書館の歴史を写真を多用して簡潔にまとめたものです。 

・ 『絵葉書で見る鎌倉百景』1,000部 1,200円 

約百年前の鎌倉の絵葉書186枚を分類し解説を加えたものです。 

・ 『復刻絵葉書「鎌倉玉手箱」第１集～第５集』各500セット 各300円 

『絵葉書で見る鎌倉百景』で使用した絵葉書のうち、30枚を復刻しテーマごとに

分け、セットにしたものです。 

6. 百年史関連所蔵貴重資料整理とデジタル化事業 

・ 図書館関連文書の整理とデジタル化 

百年史作成のもとになった日誌や事務文書等をリスト化及びデジタル化し、現物は

保存箱に収納しました。 

・ 明治期の貴重書等の整理 

著名な著者の署名や献呈署名がある貴重資料をリスト化し、保存環境をととのえま

した。 

7. 図書館振興基金の創設 

鎌倉市に関する貴重な資料の収集やそれらを保存・保管するために、「鎌倉市図書館

振興基金条例」を新設しました。 

 

  

<百周年記念式典の様子> 
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◆図書館振興基金・入金状況と活用実績 

図書館振興基金は、開館 100 周年を迎えたことを記念して、平成 23 年（2011 年）10 月

20 日に条例施行されました。鎌倉の図書館の創設・発展には、その節目において市民の大き

な支えがあったことが、百周年を振り返る中で改めて確認でき、今後も貴重な郷土資料を後世

に引き継いでいくためにさらなる支援を頂いて推し進めようと基金を創設したものです。 

<基金への入金状況> 

年度 2011 2012 2013 2014 2015 

金額(円) 120,391  678,190  1,175,391  341,005  1,087,308  

      

年度 2016 2017 2018 2019 2020 

金額(円) 2,192,434  1,839,692  3,777,408  3,077,420  2,293,479  

基金創設から 10 年間で総額 16,532,738 円が支援されました。（平成 27 年度（2015 年度）

からふるさと寄付金制度適用） 

 一方、基金の活用状況については、現在まで９件の実績となっています。 

  名称 用途 備考 

第１号 国際観光都鎌倉市観光鳥瞰図 購入・修復・額装 中村慈郎作・絹本彩色原画 

第 2 号 『倭国一覧路の記』 購入 
著者不明、写本、６冊帙入

り 

第 3 号 
『神奈川県人物・人材情報リ
スト 2019 ４冊』 

購入 
日外アソシエーツ編 
2018 年９月 

第 4 号 
相模国鎌倉郡社寺境内筆彩色

図 

購入・修復・デジタル化・保存

箱作成 
明治期 27 図 

第 5 号 『江之嶌鎌倉紀行』 購入 
著者不明 明和 6 年(1769

年）写本１冊帙入り 

第 6 号 『晩翠吟社詩稿』 デジタル化 写本 11 冊､デジタル化 

第 7 号 「鎌倉郡二階堂村切図」 
購入・修復・デジタル化･保存

箱作成 
全 11 図 明治 42 年 

第 8 号 「柏尾川関係資料」 補修・デジタル化･保存箱作成 
「片瀬村旧名主山本家文

書」 

第 9 号 「田辺松坡関係資料」 修復・デジタル化・保存箱作成 

呉昌碩、小野湖山、松方

正義から松坡に贈られた

書額 3 点 

第 1 号は、平成 27 年度（2015 年度）「国際観光都鎌倉市観光鳥瞰図」を購入、修復額装し

ました。中村慈郎は大正広重と言われた吉田初三郎の弟子で、338×1,508 ㎜の原画です。 

第 2 号は、平成 30 年度（2018 年度）に『倭国一覧路の記』を購入しました。6 冊の内最
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初の３冊が江戸から戸塚、残りの 3 冊が藤沢から鎌倉となっています。全部で 242 丁、図は

23 図あります。『国書総目録』『古典籍総合目録』にも出ていない貴重な資料です。 

同年度に第 3 号『神奈川県人物・人材情報リスト 2019』（４分冊）を購入しました。神奈川

県ゆかりの政治家・文化人・芸能人・スポーツ選手等 9254 人の職業・肩書・生年月日・本名・

筆名・国籍・専門分野・出生地・出身地・学歴・学位・興味テーマ・資格・経歴・代表作・勲

章・連絡先住所・座右の銘等を収録した書籍です。 

第 4 号は、令和元年度（2019 年度）に「相模国鎌倉郡社寺境内筆彩色図」を購入、デジタ

ル化、修復､保存箱を作成しました。市内の神社、佐介神社・巽神社（扇ガ谷）・御霊神社（梶

原）・三嶋神社（笛田）・熊野神社（手広）・八雲神社（常盤）等の９図、仏閣では覚園寺（二階

堂）・英勝寺・寿福寺（扇ガ谷）・安養院・上行寺・長勝寺・本興寺（大町）等の 18 図、計 27

図です。 

第 5 号は、令和２年度（2020 年度）に『江之嶌鎌倉紀行（著者不明 写本１冊帙入り』を

購入しました。この資料も『国書総目録』『古典籍総合目録』にも出ていない貴重な資料です。 

第 6 号は、令和２年度（2020 年度）に所蔵資料『晩翠吟社詩稿』のデジタル化を行いまし

た。漢詩人、田辺松坡が所属していた晩翠吟社の月例会での会員の詩作と、大家大沼枕山の批

が入った写本です。日本近代漢詩界を研究するにあたって貴重な資料となると思われます。 

第 7 号は、令和３年度（2021 年度）に「鎌倉郡二階堂村切図」の購入、修復、デジタル化､

保存箱作成を行いました。二階堂村戸長小牧源之助が明治 42 年 8 月に写した、或は写させた

もので、二階堂一番から九百四十五番まで一筆一筆書きこまれています。市史編さん時に収集

した資料には入っていない貴重な資料です。 

第 8 号は、令和３年度（2021 年度）に所蔵資料「柏尾川関係資料」の補修・デジタル化･保

存箱作成です。この資料は「片瀬村旧名主山本家文書」として当館が所蔵していた資料で、阿

久和川（横浜市）と柏尾川の合流地点から境川（藤沢市）と合流、河口部までの流域を示した

彩色手書き絵図で、鎌倉の村々も記載された絵図です。幕末から明治頃のものと思われます。 

第九号は、令和３年度（2021 年度）に図書館所蔵の「田辺松坡関係資料」の補修・デジタ

ル化・保存箱作成で、田辺松坡のために書かれた呉昌碩、小野湖山、松方正義の書額３面を補

修･デジタル化､保存箱の作成を行うものです。田辺松坡研究にあたって貴重な資料です。 

今後も後世に残していくべき貴重な鎌倉資料を収集し、修復し、デジタル化して保存に努め

ていきたいと考えています。 
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「国際観光都鎌倉市観光鳥瞰図」（中村慈郎作・絹本彩色原画） 
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◆学習パック、子ども読書パック  

鎌倉市図書館から図書資料を教育機関・施設他へ貸出する学校等への貸出事業は、「鎌倉市

子ども読書活動推進計画（平成 20 年（2008 年）年 2 月策定）」による新規事業として計画さ

れ、図書館と子どものいる施設への「相互利用」、「読み聞かせ、朝読書、学級文庫の選定の参

考」「調べ学習等授業に役立つ本の選定の参考」を目的として、平成 23 年度（2011 年度）に

開始されました。 

この事業で提供する資料を準備するため、平成 22 年度（2010 年度）に学校貸出用資料費

100 万円を図書館経常予算から充当し、資料の選定・購入を行い、深沢図書館地下書庫に設置

して、翌年度より貸出を開始しました。収集範囲は子ども対象資料（０歳~１８歳）。サービス

対象は市内の小・中・高等学校、特別支援学級を中心として、保育園・幼稚園・学童施設の他、

子どもの居場所となる施設・団体等です。 

 

資料予算（単位：千円） 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

350 350 300 300 350 350 350 400 450 450 

団体貸出 団体貸出 団体貸出 学校貸出 学校貸出 学校貸出 学校貸出 学校貸出 学校貸出 学校貸出 

 

図書館条例では、アウトリーチサービスとして団体貸出（昭和 37 年度（1962 年度）開始）

について 19 条から 23 条を定めており、事業の開始時には団体貸出の中に学校貸出を位置づ

けていましたが、団体貸出が減少する状況であったため、平成 24 年（2012 年）５月に開催

した団体貸出利用者懇談会を経て、平成 26 年度（2014 年度）には「団体貸出」から「図書

資料の学校貸出等」（19 条から 24 条）へと改正しました。 

本事業は令和 2 年度（2020 年度）で開始から９年が経過し、利用数は約９倍に増加しまし

た。  
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学校貸出経年変化

学習パック 学校貸出 子ども読書 よみものパック
※ 2020 年は新型コロナウイルス感染症拡大による休校を受け、全体の回数は減ったものの、

1 回あたりの搬送箱数は増加した。 



28 

 

学習パックのメニューには、学習パック、よみものパック、学校貸出セット、子ども読書セ

ットがあります。詳細は下記表を参照ください。 

当初、搬送は職員が公用車を利用して搬送を行っていましたが、学校貸出の希望が急増し、

搬送業者予算を計上して行うことにしました。それでも例年まかないきれない搬送希望がある

ため、図書館職員による搬送も一部継続しています。この事業によって学校図書館等各施設で

は準備できない資料を提供し、連携が強化されました。 

事業の取組み経過・成果については、平成 24 年（2012 年）11 月 20 日、「図書館総合展」

で、子ども読書活動推進計画担当の松石圭子深沢図書館長（当時）により「子どもの読書環境

を考える」を発表しました。 

これからは、学習パック等を選書の参考として学校図書館の充実に寄与すること、市図書館

と各施設がそれぞれの役割のどの部分に重点を置いて協力していくかということが課題です。 

年度 学習パック 学校貸出 子ども読書 よみものパック 計 

2011 34 2 7   43 

2012 40 38 23   101 

2013 38 64 40   142 

2014 44 78 84   206 

2015 47 90 110   247 

2016 53 88 169   310 

2017 53 78 142   273 

2018 59 99 124 26 308 

2019 74 144 126 38 382 

2020 67 81 99 34 281 

 授業支援 読書支援 

あらかじめテーマ

で選んだパック 

20 冊 or40 冊 

① 学習パック（2011年～） 

テーマごとの授業支援 

例：日光／福祉／鎌倉・世界の国々

／消防／うみのかくれんぼ等 

② よみものパック（2018年～） 

小学生学年別の読書支援 

例：朝読（１年生 A・B・C）／絵本／

１年生教科書等 

テ ー マ 依 頼 に よ

り、図書館員が選

ぶ。 

③  学校貸出セット（2011年～） 

依頼に応じて集める授業支援セット 

対象：未就学児～高校生まで 

④ 子ども読書セット（2011年～） 

依頼に応じて集める読みもの支援セット 

対象：未就学児～高校生まで 
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◆Twitter 

平成 23 年（2011 年）9 月から Twitter を開始しました。図書館に親しみを感じてもらえる

よう、イベントのお知らせ、館内の様子、利用のお願いなどの内容だけでなく、歴史の裏話や

鎌倉の観光情報など、図書館に直接関係ない内容も含め、幅広く、こまめに発信を心掛けてい

ます。即時性を重視して自由度の高い運用を行い、鎌倉市役所のアカウント内でも 1・2 を争

う活発な活動を続けてきました。 

平成 27 年（2015 年）8 月 26 日、以下のツイートが 10 万を超えるリツイートを記録しま

した。 

「もうすぐ 2 学期。学校が始まるのが死ぬほどつらい子は、学校を休んで図書館へいらっし

ゃい。マンガもライトノベルもあるよ。一日いても誰も何も言わないよ。明日から学校へ行く

くらいなら死んじゃおうと思ったら、逃げ場所に図書館も思い出してね」 

毎年 9 月 1 日に子どもたちの自殺が多いということを知った一人の職員の手によるもので

したが、予想以上の反響を呼び、当日中に電話での取材が入りました。同じ頃に教育委員会で

も対応について議論を重ね、最終的に、ツイートはそのまま残し、さらにツイートを追加して

言葉足らずの部分を補うこととしました。 

翌日から図書館にはマスコミの取材が殺到し、大変な騒ぎとなりました。電話やメールでも、

賛成、反対、同意、批判等、多くの意見が寄せられました。通常業務に支障が出たことで、2

日目からは取材窓口を図書館長に一本化しました。 

ツイートの内容自体は、図書館として特別なものではありません。ツイート自体より、それ

を見た人が自分の思いをコメントとして載せてリツイートしたことにより、ツイートの意味す

るところが広がり、より多くの人の心に響くものになったのだと思われます。全ての取材に、

「鎌倉の図書館が特別なのではありません。公共図書館は皆、同じスタンスです。あなたのま

ちの図書館も同じです。もしこのツイートを気にとめてもらえるなら、ぜひあなたのまちの図

書館を見直して、足を運んでもらえればうれしいです」との話をしましたが、報道ではすべて

カットされたことが何より残念でした。 

図書館では、以後、メッセージ性のあるツイートを行うときには必ず図書館長の許可を得る

こととしました。フォロワー数は一時 1 万を超え、アクセス数も約 1.5 倍となりました。 

図書館のツイートは、その後も地域館企画発信の「今日は何の日」シリーズや、「おうちにい

る子どもたちへ」シリーズなど、日々、新しい工夫や企画を考え、多くの人に楽しんでもらえ

るよう心がけています。 
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◆図書館協議会 

図書館協議会は、図書館の管理運営に関し、図書館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行

うサービスについて館長に意見を述べる機関です。 

図書館法の改正にともない、平成 24 年（2012 年）4 月に協議会委員の選考基準が変更と

なりました。これまで、社会教育関係者・教育関係者・学識経験者に市民公募委員 1 名を加え

た 5 名でしたが、新たに「家庭教育の向上に資する活動を行うもの」が追加され、平成 24 年

(2012 年)12 月の協議会からそれぞれの各選出区分より 1 名ずつ、5 名となりました。 

鎌倉市では、行財政改革の一環として、「第４次職員数適正化計画」を策定することとなり、

図書館でも効率化という観点から図書館の運営について考える必要が出てきました。そこで、

平成 27 年度（2015 年度）に、サービス向上と業務の効率化の観点から「鎌倉市図書館の運

営について」図書館協議会に諮問を行いました。 

当時の図書館長が提示した案は以下の通りです。 

・ 中央館については、機能を集約し、拠点館として業務内容の充実を図る。 

・ 地域館は職員を縮減し、非常勤嘱託員を中心とした体制へ移行。職員の退職にあわせて

平成 30 年度（2018 年度）に地域館１館、平成 31 年度（2019 年度）に地域館をも

う１館、非常勤嘱託員を中心とした体制に２館を移行。  

この案について、地域ごとに図書館サービスの格差が生じてしまうことや保安上の問題など

を、平成 27 年度（2015 年度）から平成 28 年度（2016 年度）の 2 年度にわたり、合計 6 回

の協議会を開いて審議を尽くしていただきました。途中でおひとりの委員が急逝され、委員交

代が行われたことなどの混乱がありましたが、最終的に、平成 28 年（2016 年）11 月、「正

規職員と非常勤職員との直営体制での効率的な運営を図ること」や「開館時間の延長などによ

るサービスの向上」について答申を受けました（付帯意見あり）。詳細は図書館ホームページ

で議事録と共に公開されています。 

この答申と、会計年度任用職員制度が始まることを受けて、平成 29 年度（2017 年度）及

び平成 30 年度（2018 年度）に開館時間や休館日の変更の試行を順次行いました。 
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<図書館で働くぬいぐるみたち> 

＜子どもと再会したぬいぐるみ＞ 

 

◆ぬいぐるみのおとまり会 

平成 24 年（2012 年）に PR 委員会を中心にぬいぐるみのおとまり会を開始し、以来、毎

年夏に１回ずつ開催してきました。現在は PR 委員会と児童奉仕委員会合同で担当していま

す。 

事業の目的は、ぬいぐるみと親しい関係を築いている子どもたちにぬいぐるみと一緒に図書

館に来館してもらい、ぬいぐるみをお泊りさせることで、離れて眠るぬいぐるみの探検に思い

を馳せたり、図書館の様子を想像したりすることで、図書館に親しみをもってもらうことです。 

ぬいぐるみと一緒にお話を聞いたり、ぬいぐるみがすすめる本を受け取ることで、本への興

味も持ってもらえたらと考えています。 

＜ぬいぐるみといっしょにおはなし会に参加＞ 

 

鎌倉市図書館の「ぬいぐるみのおとまり会」では、子どもとぬいぐるみが一緒におはなし会

に参加した後、ぬいぐるみたちは図書館にお泊りします。そしてぬいぐるみたちは夜の図書館

で本を読んだり、地下書庫を探検したり、他のぬいぐるみに読み聞かせしたり、図書館の仕事

（本の片付けなど）を手伝ったりしながら、子どもたちへのおすすめの本を探します。 

図書館ではその様子を写真アルバムにして、ぬいぐるみたちが選んだ本（貸出用）を添えて、

子どもたちに渡します。ぬいぐるみのお迎え時には、ぬいぐるみをかかえて「重くなった！き

っとぬいぐるみたちはみんなで焼き肉食べにいったんだ。」など、お泊りしている間のことを

想像して話してくれる子ども達の姿がありました。 

毎回、先着 10 名の募集は募集受付開始当日に締め切りになる

人気行事です。ぬいぐるみたちのお泊り中の様子を写した写真は

開催後展示・Twitter 発信・図書館ホームページや「かまくら図書

館だより」に掲載しており、こちらも好評です。 

令和 2 年度（2020 年度）、令和 3 年度（2021 年度）は 

新型コロナ感染症拡大防止対策のため、休止しています。 
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◆ブックン出発進行！ 

平成 26 年(2014 年)２月 24 日付で、国際ソロプチミスト鎌倉から、軽自動車寄贈の意向が

あり、これを受納することとなりました。車種はスズキエブリィです。子ども読書活動の推進

のため役立ててほしいという趣旨でした。 

 子どもたちに親しまれる車になってほしいという願いの

もとに、鎌倉市在住の絵本作家、長野ヒデ子さんに自動車

のデザイン画をお願いしたところ、快く無償で提供してく

ださいました。 

平成 26 年（2014 年）4 月 25 日（金）、15 時 30 分か

ら中央図書館入り口で、長野さんのかわいらしい絵が両側面と後ろに入った軽自動車のお披露

目会を行うことにしました。長野さんが紙芝居を読んでくださることとなり、時間になるとと

もに子どもや保護者、興味のある大人の方々が集まりはじめ、最終的に 125 名もの集客とな

りました。急きょ、マイクを用意しましたが、道行く人々も集まってきて昔懐かしい紙芝居の

風情が甦ったかのような光景でした。お披露目会の最後にはスタッフがシャボン玉を飛ばして

盛り上げ、みなが笑顔で会をしめくくることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日から 5 月 31 日(土)までの期間に、市内在住の 18 歳までの皆さんに車の愛称を募集

したところ、メールと図書館の応募用紙で 285 通もの応募がありました。デザイン画提供の

長野ヒデ子さんと安良岡教育長(当時)の審査の結果、当

時 10 歳と 13 歳の子が考えてくれた「ブックン」に決

定しました。 

ブックンは学校貸出の時などにたくさんの本を運ん

で元気に活躍中です。 

 



33 

◆コンピュータシステム更新 

 鎌倉市図書館では平成 7 年（1995 年）に初めてコンピュータシステムを導入しました。そ

の後、概ね５年ごとにシステム更新を行い、利用者の皆さまからのご要望を取り入れながら新

しい機能を追加し、利便性を高めています。令和３年（2021 年）現在は、第 6 期システムが

稼働しています。 

平成 23 年（2011 年）9 月からツイッターの配信を開始し、現在、公共図書館では 1,2 を

争う約 1 万人のフォロワーの皆さまに支えられています。平成 26 年（2014 年）7 月には、

国立国会図書館のデジタル化資料送信サービスの提供を中央図書館で開始しました。国内の貴

重な資料 100 万冊以上がデジタル化されており、中央図書館の専用端末で閲覧・複写ができ

ます。 

鎌倉市図書館では、平成 7 年（1995 年）のシステム導入から、平成 27 年（2015 年）２月

末までの第 4 期まで、三菱電機インフォメーションシステムズ（株）製の図書館システムパッ

ケージ Melil CS を使用していました。平成 22 年（2010 年）9 月に同ベンダーによる個人情

報流出事件等が起きたことなどから、第 5 期システムを選定するにあたり、初めてプロポーザ

ル入札を行いました。機能要件として、デジタル資料が公開できること、利用者自身がバーコ

ードスキャンで貸出ができるようにすること、検索機能を強化すること等をあげ、審査の結果、

京セラ丸善システムインテグレーション（株）（当時）製の ELCIELO を選定しました。 

図書館ホームページも全面的にリニューアルし、以前から要望の大変多かった所蔵のない本

へのリクエスト受付が実現しました。ホームページから「レファレンス」を申し込めるように

なり、過去のレファレンス事例を検索することもでき

ます。要望がとても多かったマンガへの予約受付も始

めました。平成 28 年（2016 年）6 月には、図書館ネ

ットワークを市役所本庁舎と切り離して独自回線とし、

セキュリティを強化しました。 

令和２年（2020 年）には第６期システムが稼働しま

した。館内の検索機をすべて利用者の方が自分で貸出

できる「セルフ貸出機」と併用にしました。カウンター

が混んでいるときでも気軽にお借りいただくことがで

き、プライバシーも守られます。「ピッ」とスキャンが

自分でできるのが楽しい！と子どもたちにも大人気。

中央図書館では４割以上の方がセルフ貸出機を利用し

ています。 
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「利用者のページ」の機能が充実し、ジャンルやキーワードで興味のあるものを選んで受け

取れる「新着資料お知らせメール」、返却期限が近づくとお知らせする「返却期限日お知らせ

メール」も導入しました。旅行や入院などでしばらく予約資料が受け取れないという方のため

に、「予約繰り下げ期間」の設定もできます。 

ホームページは今や「６つ目の鎌倉市図書館」です。これからも、皆さまからの要望をでき

る限り実現できるよう、努めます。 

 

◆デジタルアーカイブ公開 

 当館におけるデジタルアーカイブの公開は、特別にアーカイブを創りこんだ上での開始では

なく、平成 27 年（2015 年）２月～３月に実施した図書館システムの更新後から、システム

を活用して開始しました。 

そのため初年度は、デジタル公開のために準備していた資料をそのまま区分とし「安田写真」

「震災資料」「貴重資料」の３つの区分で合計 322 点を公開しました。貴重資料は、平成 20

度（2008 年度）に参加した総務省の電子図書館実証実験の際、デジタル化されたデータを使

用しました。 

 翌平成 27 年度（2015 年度）に区分「鈴木写真」を追加して４区分に、平成 28 年度（2016

年度）には区分「その他」を追加して５区分としました。区分「その他」には図書館が発行し

た『鎌倉の今昔』、『鎌倉のことば』、『鎌倉の俳人』をアップしました。 

 平成 29 年度（2017 年度）に区分の見直しをしました。従来から「安田写真」「鈴木写真」

という同じ「写真」という媒体でありながら個別の区分としていたものを、他の写真家の作品

も多数所蔵していることから「写真資料」と媒体名で統一したものです。また、当館が所蔵す

る資料でデジタル化に向く資料の媒体も新たに区分とし、結果「写真資料」「絵葉書」「錦絵」

「絵図地図」「古典籍」「震災資料」「図書館刊行物」の 7 区分としました。この区分は現在も

変わっていません。 

 平成 30 年度（2018 年度）は図書館振興基金で購入した『倭国一覧路の記』6 冊を「古典

籍」に追加しました。 

令和元年度（2019 年度）は、近代史資料室書庫を新設・事務スペースを事務室内に移動等

のため新たな公開はできませんでした。 

コロナ禍の令和２年度（2020 年度）には、図書館振興基金で購入した『相模国鎌倉郡神社

仏閣彩色境内図』、また従来から所蔵していた『晩翠吟社詩稿』11 冊を、図書館振興基金を活

用してデジタル化し「古典籍」に追加公開しました。『晩翠吟社詩稿』のデジタル公開は、日本
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近代漢詩界について研究する上で大きな貢献が期待されます。 

 今後も当館が所蔵する貴重な資料を「いつでも」「どこでも」「だれでも」見ることができる

ようデジタル化を進め公開し、国立国会図書館が主導するジャパン・サーチにも参加していき

たいと考えています。 

 

デジタルアーカイブ年度別公開点数 

年度 安田写真 鈴木写真 震災資料 貴重資料 その他       合計 

2014 232  76 14     322 

2015 0 87 0 0     87 

2016 0 268 0 0 6    274 

2017 0 5 0 7 0    12 

累計 232 360 76 21 6    695 

※ 上記は 2018 年 1 月までの登録状況。2018 年 1 月に資料区分の見直しを行い、下記の区分に再分類した。 

併せて、『鎌倉震災誌』を貴重資料から震災資料へ、古絵図古地図を貴重資料から絵図地図へ区分を変更した。 

年度 写真資料 震災資料 絵葉書 錦絵 
絵図 

地図 
古典籍 

図書館 

刊行物 
合計 

2017 39 0 0 44 12 8 6 83 

2018 0 0 0 0 0 6 0 6 

2019 0 0 0 0 0 0 0 0 

2020 0 2 261 0 27 11 2 303 

累計 631 79 261 44 39 25 8 1,087 

 

  

<懐かしい鎌倉の風景をとらえた写真> 
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◆「認知症にやさしい本棚」開設 

超高齢化社会をむかえ、平成 30 年（2018 年）９月 21 日の世界アルツハイマーデーより、

鎌倉市内５図書館で「認知症にやさしい本棚」を開設しました。認知症になっても住み慣れた

地域でいきいきと暮らし続けられるように、認知症について知る＜About＞、認知症当事者が

語る＜By＞、認知症の人も利用しやすい＜For＞、の３つの視点から、認知症の人やその家族

や地域に役立つ資料を集めました。 

コーナー設置に先がけ、平成 30 年（2018 年）７月１日から 31 日には各図書館で特集展示

をしました。「認知症 知る 語る つながる」キーワードや関連サイト、家族の会等の相談窓口

や交流場所も掲載したパスファインダー（調べ方案内）・おすすめブックリストの作成で「認

知症を理解する」、「認知症当事者から学ぶ」、「認知症の人も利用しやすい資料」を紹介しまし

た。このご縁でつながった一般社団法人「かまくら認知症ネットワーク」から関連書の寄附や

活動紹介などご協力をいただいています。 

その後も、毎年９月の世界アルツハイマー月間には、市内書店での特集展示や大船観音のラ

イトアップ等、町をあげての認知症啓発支援に図書館も加わっています。職員は市の認知症サ

ポーター養成講座を積極的に受講しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<玉縄図書館の特集展示（左）と、腰越図書館の「認知症にやさしい本だな」（右）の様子> 
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◆休館日と開館時間の変更  

鎌倉市図書館では、平成 13 年（2001 年）4 月 1 日から、月曜日も開館し、定期休館日

を月 1 回としてきました。しかし、定期休館日を減らしたことで、建物のメンテナンスや

館内整理が滞り、職員の研修の時間を取れなくなってしまったこと、また、令和 2 年（2020

年）4 月 1 日より会計年度任用職員制度が開始され、職員の総数が減ることが予想された

ため、限られた条件下でのよりよい開館時間、休館日について考えることとなりました。

平成 29 年（2017 年）、平成 30 年（2018 年）と試行を行い(詳細は後述)、利用者の皆さ

んにもアンケートでご意見をお寄せいただき、検討を重ねました。その結果、以下のよう

な結論に至りました。 

・ 週一回月曜日を休館することで、建物メンテナンス、館内整理、職員の研修のための

時間を捻出する 

・ 限られた人数の中で、開館している日は少しでも開館時間を延ばすようにする 

 

これらを踏まえ、令和 2 年（2020 年）4 月 1 日より以下のように休館日、開館時間を

変更しました。 

 

【休館日】 

 定期休館日：毎週、平日の月曜日（祝日の月曜は開館し、次の平日を休館） 

 年末年始 ：12 月 29 日から 1 月 3 日 

【開館時間】 

 ●中央図書館 

  火・水・土・日・祝日：午前９時 30 分～午後６時  

  平日木・金曜日のみ：午前９時 30 分～午後７時 

●腰越・深沢・大船・玉縄図書館 

  火・水・土・日・祝日：午前８時 45 分～午後５時 15 分 

  平日木・金曜日のみ：午前８時 45 分～午後７時 

 

今後も社会情勢の変化をふまえながら、よりよい開館時間・休館日を模索していきます。 
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全日9－17時

アンケート結果(玉縄）
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現行どおり

検討案がよい

2018年の施行とアンケート結果

0 100 200 300 400

未記入

木金19時まで

最終金のみ20時まで

20時までを増

アンケート結果(大船)

参考1 平成29年度（2017年度）の試行とアンケート結果 

◆実施期間 平成 29 年（2017 年）6 月 1 日～8 月 31 日 

◆試行内容 玉縄図書館：非常勤嘱託員中心の運営・夜間開館休止 

   大船図書館：月 1 回、最終金曜日を 20 時まで 

  

 

 

 

 

参考2 平成30年度（2018年度）の試行とアンケート結果 

◆実施期間：平成 30 年（2018 年）９月１日～11 月 30 日（金） 

◆試行内容 

 

現行どおり：９時～17 時(平日木･金～19 時)    最終月曜日休館 

試行案  ：９時 30 分～18 時(平日木･金～19 時) 毎週月曜日休館 

 

 

 

  

 

 

 

 

※試行とアンケート結果詳細については、「鎌倉図書館だより」123号、129号、132号を参照 

 中央図書館 腰越図書館 

平日の木曜・金曜 9：00～19：00 9：30～19：00 

それ以外の日 9：00～18：00 9：30～18：00 

休館日 祝日以外の毎週月曜日 祝日以外の毎週月曜日 
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◆市民協働の記録 

【ファンタスティック☆ライブラリ―】 

平成 20 年（2008 年）に市民活動団体提案事業として始まったファンタスティック☆ライ

ブラリ―（以下「Ｆ☆Ｌという」）は、3 年間の実施期間を終了したのちも継続し、平成 23 年

（2011 年）からは図書館開館 100 周年にちなみ、名称の後に「100」をつけ、以降、101、

102 と回数を刻んでいくこととなりました。 

平成 25 年（2013 年）からは実行委員会形式とし、平成 29 年（2017 年）からは参加団体

が一体感を持てるようにとメインテーマを掲げるようになり、「つながる ひろがる 身近な

図書館」（Ｆ☆Ｌ106）、「地域発見！図書館の底力！」（Ｆ☆Ｌ107）「つながる図書館 色とり

どり」（Ｆ☆Ｌ108）とつづいてきました。残念ながらＦ☆Ｌ109 は、新型コロナ感染症とい

う未曽有の災害によりテーマを掲げる事業とはなりませんでしたが、これまでのＦ☆Ｌの振り

返りとともに、参加団体の発表は巡回展示とすることで各館で見られるようにし、また、図書

館ホームページに掲載することで、来館しなくても展示が見られるようにしました。さらには

参加団体の紹介を動画で行うなどし、新たなことにもチャレンジし、可能性を見出すことが出

来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【身近な図書館づくりプロジェクト】 

平成 29 年（2017 年）に、「鎌倉市市民活動団体と市による相互提案共同事業の実施に関す

る要綱」に基づき、鎌倉市図書館が行っている図書館サービス事業と、市民活動団体がそれぞ

れの特性を生かし、イベントを連携して実施することにより、新たな図書館ニーズを掘り起こ

すことを目的とした「身近な図書館づくりプロジェクト」事業が市民活動団体提案共同事業に

選定されました。 

内容としては、地理的あるいはその他の理由により市内各図書館を利用しにくい市民（子

供、障害者、高齢者など）を対象にした事業を全市的に実施するもので、実施期間が 1 年間で
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あったため、対象地域を腰越図書館と腰越地域、および玉縄図書館と玉縄地域に限定して実施

しました。 

腰越地域では、「田んぼ体験ｉｎ広町」、「ホタルの環境整備ｉｎ広町」、「イモ掘り体験ｉｎ

広町」、「著者に聞く、自然に触れて本を創る」を開催しました。 

玉縄地域では、「パネル展示 玉縄の歴史と文化は深い！！」、「夏のおはなし会ｉｎ憩い宿」、

「連続講座 玉縄の歴史（全 2 回）」、「歴史散策 玉縄の歴史を巡る会（全 2 回）」を開催しま

した。 

いずれも、その地域の特性を生かした事業であり、地域と地域図書館とのつながりを確かめ

ることが出来ました。      

 

 

 

 

 

 

 

 

<広町緑地でのイベントの様子> 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連続講座 玉縄の歴史＞              ＜歴史散策 玉縄城址＞                        
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◆図書館の運営体制(含職員体制)についての議論 

鎌倉市は、恒久施設の老朽化や今後の財政状況等を踏まえて、公共施設の再編に取り組んで

います。図書館の運営体制（職員体制を含む）についても、この 10 年に様々な出来事があり

ました。以下にそれをまとめます。 

 

１ 鎌倉市の公共施設再編の取組 

「公共施設白書」 

平成 24 年（2012 年）３月 「公共施設白書」の作成  

市が保有し管理している公共施設について、その機能や配置状況、利用状況や稼働状況、ま

た施設運営に要する経費や施設の老朽化等について実態を把握するために作成しています。 

 

「鎌倉市公共施設再編計画基本方針」 

平成 25 年（2013 年）３月 「鎌倉市公共施設再編計画基本方針」の策定 

 本市では昭和 30 年代から 40 年代にかけて大規模な宅地開発が行われ、集中的な人口増加

とともに公共施設の建設が行われてきました。本市の公共施設は老朽度が高く、大規模改修や

建替えが急務ですが、現下の厳しい財政状況の中では、すべての施設を維持・更新することが

困難な状況です。 

 施設の適切な規模とあり方を検討し、公共施設のマネジメントを推進することにより、公共

サービスの低下を招くことなく、次世代に過大な負担を残さない、効率的・効果的な市政運営

の実現に取組むため、今後策定する公共施設再編計画の理念を策定することを目的としてい

ます。 

 

「鎌倉市公共施設再編計画」 

平成 27 年（2015 年）３月 「鎌倉市公共施設再編計画」の策定 

図書館の再編方針 

⚫ 拠点図書館としての機能充実を図るために、中央図書館の大規模修繕または建て替えの

際に、必要な機能を見直し、蔵書数を拡充する。 

⚫ 拠点図書館の充実に合わせ、各地域の図書館の在り方を検討し、各地域の図書館機能は多

世代が交流できる機能と複合化する。 

図書館の再編内容 

短期（平成26年～平成31年 対応分） 

⚫ 中央図書館は、大規模修繕または建替えなどにより、拠点図書館としての機能の充実を図

る。 
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⚫ 各地域の図書館は、地域拠点校選定の検討に合わせ、学校図書館との連携も含めた、多世

代が交流できる機能の具体的なあり方を検討する。 

中期（平成32年～平成37年 対応分） 

⚫ 各地域の図書館の機能を地域拠点校へ統合するまでの間、既存の各行政センターの老朽化

の状況に応じ、適切に修繕することで建物の安全性を確保する。 

 

長期（平成38年～平成65年 対応分） 

⚫ 地域拠点校の建替えに合わせ、各地域の図書館のあり方を検討し、各地域の図書館機能は

多世代が交流できる機能と複合化する。（建替え等による複合化整備までの間、既存施設

は存続する。） 

 

2.図書館の運営体制 

 （１）図書館協議会への諮問・答申 

平成 27 年（2015 年）３月に「公共施設再編計画」が策定され、図書館の運営体制（職員

体制を含む）について、図書館としての検討を進めてきました。 

平成 27 年（2015 年）７月、図書館協議会に、図書館業務の効率化とサービス向上の観点

から「鎌倉市図書館の運営について」を諮問しました。諮問にあたっては、「第４次職員数適正

化計画」を視野に入れ、効率化の観点から、直営、委託、指定管理の協議と、直営で運営する

場合の非常勤嘱託員を中心とした地域館の運営についての協議をお願いしています。 

平成 27 年度（2015 年度）の４回の協議のあと、平成 28 年（2016 年）７月の第１回協議

会で答申を出していただきましたが、委員１名が欠員のままでの取りまとめとなったことにつ

いて、9 月市議会定例会で指摘があり、10 月に再度、協議会を開いて答申が確定しました。こ

の答申には付帯意見が付いています。 

図書館協議会の答申の要点は次の通りです。 

・ 正規職員と非常勤職員との直営体制での効率的な運営を図ること 

・ 非常勤嘱託員のさらなる活用、専門的な非常勤職員の創設と待遇の向上を検討すること 

・ 技術職員の採用を考慮する。 

・ 中央図書館と地域館の役割の見直しを検討する。 

・ 地域館に正規職員は少なくとも 1 名は必要、大船・深沢図書館は現状の体制で運営された

い。 

・ 土曜、日曜及び祝日の行政センターの管理体制について検討されたい。 

・ 開館時間延長、図書の充実、サービスポイントの拡充、蔵書スペースの拡充のサービス向

上を求める。 
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付帯意見の要点は次のとおりです。 

・ 望ましい地域館のあり方を協議し、地域館運営の指針となるものを確立すること。 

・ 非常勤嘱託員中心の運営に移行することにより当該地域のサービス低下と地域間格差の

恐れがあるため、これをカバーする支援体制を確立すること。 

・ 地域館で正規職員不在時の危機管理面において万全の体制を構築すること。 

・ 非常勤職員に対して勤務時間内に研修を行い、外部研修の機会も考慮すること。 

・ 答申のサービス向上として記されている内容の実現のため、予算増と人員体制の整備の努

力をすること。 

・ 新たなサービスポイントの実施にあたっては、公共施設の活用を優先すべきである。 

・ 答申の内容を実施する際には、地域住民への説明と合意形成を図ること。 

・ 正規職員が縮減される２館について、実施スケジュールを示すべきである。 

・ 答申の内容を本実施する際は、検証を行うため第三者委員会を設置すべきである。 

 

この答申を受け、同年 10 月、図書館内で、新たな専門的非常勤職として「専門業務嘱託員」

をつくるための準備、及び、開館時間延長に向けて検討することを目的としたプロジェクトチ

ームを作りました。 

 

（２）鎌倉市図書館ビジョン  

平成 28 年（2016 年）９月市議会の教育こどもみらい常任委員会で継続審査となった「鎌

倉市図書館が目指すべき将来像の確立についての陳情」が、同年 12 月の教育こどもみらい常

任委員会での審議のあと、平成 28 年（2016 年）12 月 27 日の議会本会議において採決が行

われ、多数により採択されました。 

陳情の要旨は、「本市図書館の地域館２館の正規職員を３名から１名に縮減し、非常勤嘱託

員中心の運営体制に移行する旨の答申が図書館協議会から出されたが、答申には目指すべき地

域館像の提示がなく、本市図書館の将来に不安を覚える内容となっていることから、今後の図

書館運営のよりどころとなるような本市図書館の目指すべき将来像の確立を求める」というも

のです。 

鎌倉市図書館の目指すべき姿を明確にするため、令和元年度（2019 年度）から４年間の「第

３次鎌倉市図書館サービス計画」の策定に先立ち、令和元年（2019 年）３月に鎌倉市図書館

ビジョンを策定しました。（詳細は資料編をご覧ください） 

～基本方針～ 

「つながる ひろがる 100 年図書館」 
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（３）専門的業務嘱託員制度 

平成 29 年(2017 年)1 月に、専門的業務嘱託員の募集を行いました。専門的業務嘱託員の概

要は次のとおりです。 

1. 設置年月日 平成 29 年（2017 年）4 月 1 日 

2. 募集人数 2 名 

3. 配置先 玉縄図書館 

(1) 平成 29 年度（2017 年度）正規職員 3 名、専門業務嘱託員 2 名、図書館業務嘱託員

3 名 

(2) 平成 30 年度（2018 年度）正規職員 1 名 専門業務嘱託員 2 名 図書館業務嘱託員

6 名 

正規職員が休みの場合は中央図書館から職員を派遣 

4. 勤務形態 

月 16 日勤務 午前 9 時から午後 5 時 15 分まで 

(別に指定する日については、午前 11 時から午後 7 時 15 分まで) 

5. 報酬 日額 11，310 円 

6. 業務内容 一般の図書館業務嘱託員の業務に加え、レファレンス、資料管理、相互貸借

業務、委員会業務、展示・行事等及び事務処理等 

 

（４）第４次職員数適性化計画 

平成 29 年（2017 年）2 月に「第 4 次鎌倉市職員数適正化計画」が策定されました。職員

の減員手法として、図書館は、地域館司書業務の見直しを行い、地域館で技術職員（司書）に

退職があった場合、新規採用による職員の補充は行わず、業務の担い手を非常勤嘱託員に変更

するとしています。 

 

（５）開館日と開館時間変更の試行 

平成 29 年（2017 年）6 月から 8 月までの 3 か月間、玉縄図書館と大船図書館で、職員体

制・開館時間変更を視野に試行を行いました。試行内容は以下のとおりです。 

玉縄図書館：非常勤嘱託員中心の運営体制と夜間開館の休止 

大船図書館：月 1 回の最終金曜日に 20 時まで開館延長 

アンケートおよびシール投票を実施して、市民の要望、意見をもとに平成 30 年度（2018 年

度）からの本実施に向けた検討を行いました。 
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６月のアンケート用紙では「サービスが限定されても従来(木金のみ 19 時まで)のままが良

い」とした表現を、7 月以降は下線部を削除して「従来(木金のみ 19 時まで)のままが良い」

に改めたことから、６月の集計と７・８月の集計はこの修正を加味して分析しています。 

・ 玉縄図書館の開館時間については、6 月分は全日 9－17 時 7・8 月分は従来通り木金 19

時の選択が多い 

・ 大船図書館の開館時間については、いずれも従来通り木金 19 時の選択が多い 

・ 6 月配布アンケートに比べ、7・8 月アンケートの方が時間延長の支持が多くなっている。

「サービスが限定され」ることを考慮していたことが伺える。 

・ 自由記述にはサービス内容(資料や対応の充実)に言及するものが多い。 

この試行では、平成 29 年（2017 年）4 月に採用した専門的業務嘱託員が、玉縄図書館の運

営を中心となって担ってもらうための試行を実施しましたが、正規職員なしで地域館を運営す

ることは困難であるとの結論に至りました。 

令和２年度（2020 年度）からの会計年度任用職員制度への移行にあわせて、専門的業務嘱

託員制度を廃止しています。 

 

平成 30 年（2018 年）9 月から 11 月には、中央図書館と腰越図書館で、次の試行を行いま

した。 

中央図書館：平日の木・金 9 時～19 時 火・水・土・日 9 時～18 時／月曜休館 

腰越図書館 平日の木・金 9 時 30 分～19 時 火・水・土・日 9 時 30 分～18 時／月曜

休館  

 試行期間中の利用動向や統計結果、アンケート結果による分析は以下の通りです。 

・ 開館時間の延長が求められている 

・ 週一回の休館の代わりに開館時間を延長することについては、賛成、反対が同じくらい

である。 

・ 地域館では、朝早い時間帯にニーズがある。また、一律の開館時間が求められている。 

 

（６）開館日・開館時間の変更と会計年度任用職員制度 

令和元年度（2019 年度）、2 名の技術職員（司書）の退職により、玉縄図書館の館長が大船

図書館の館長を兼務し、週に一日は大船図書館で勤務する体制を取りました。 

また、令和２年度（2020 年度）に会計年度任用職員制度がはじまることから、図書館協議

会からいただいていた正規職員と非常勤職員による直営体制でのぞむべきという答申を前提

に、現行の職員体制をできるだけ崩さずにやっていく方針で検討を行いました。1 年分の職員
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配置をシュミレーションしたところ、現行の開館日数を維持することは困難なことがわかりま

した。 

このため、スライド勤務をできるだけ少なくし、効率よくサービス水準を維持するため、休

館日を増やし、開館時間を延長することを検討しました。 

・ 毎週月曜日を定期休館日とする 

・ 中央図書館は９時 30 分～18 時まで、平日の木金は 9 時 30 分～19 時までとする 

・ 地域館は８時 45 分から 17 時 15 分まで、平日の木金は８時 45 分から 19 時までとす

る 

・ 祝日は開館するが、月曜日が祝日にあたった場合は当日を開館し、次に来る最初の平日に

振替休館とする 

毎週月曜日を定期休館日としても、職員数から十分な体制を組むことが厳しく、月曜日の定

期休館に加えて、さらに月 2 日、館内整理日として休館することも一時検討しましたが、これ

以上の図書館サービスの低下を避けるため、定期休館日は毎週月曜日のみとすることにしまし

た。 

令和２年（2020 年）が明けると、新型コロナウイルス感染症の襲来という予想外の事態が

待ち受けていました。鎌倉市図書館も、2 月末のシステム変更及び蔵書点検休館以降、臨時窓

口での対応のみという状況での開館日と開館時間の変更となりました。幸い、懸念された混乱

はありませんでした。 

 

この 10 年の図書館運営は、多くの課題を職員が一丸となって対応してきた日々でした。こ

の先の 10 年で技術職（司書）の採用がなければ、鎌倉市図書館から専門職としての司書がい

なくなります。新型コロナウイルス感染症の影響もあり、財政状況の厳しさは続くことが予想

されます。それでも、サービス向上と効率性を両立し、持続可能な、真に市民のための図書館

運営とはいかにあるべきか、今後も模索が続きます。 

 

  



47 

◆新型コロナウイルス感染症と鎌倉市図書館 

新型コロナウイルス感染症が拡大し始めた令和 2 年（2020 年）2 月末、鎌倉市図書館はシ

ステム更新のため休館中でした。その間に休館期間の延長が決まりました。しかし、少しでも

サービスを継続していきたいと考え、3 月 4 日(水)から臨時窓口で図書等の貸出返却のみを開

始しました。4 月 7 日(火)、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が首都圏ほかに発出され、

やむを得ず 4 月 9 日(木)から 5 月 15 日(金)まで、一か月以上に及び完全休館となりました。 

そのような状況下で、職員同士連絡を取り合い、試行錯誤を重ねました。子どもたち向けに

毎日ツイッターで情報を発信し始めたこと、近代史資料室刊行の資料をデジタル公開したこと、

郵送で登録・図書館カードの発行ができるようしたことなど、来館しなくてもできるサービス

を実行に移しました。保存雑誌の蔵書点検や書庫の整理も行い、再開に備えました。一方で利

用者の方からは、図書館が閉館していることに対する反対意見も複数寄せられました。 

緊急事態宣言の範囲が縮小されたことに伴い、5 月 15 日(金)からは臨時窓口をひらき、予

約資料の受け渡しから再開しました。貸出冊数制限を解除し、貸出期間を 1 か月に伸ばすな

ど、来館機会を減らすようにしながら、必要な情報は提供できるようにしました。 

6 月 9 日(火)から短時間利用に限ってようやく館内利用が可能になりました。利用者のプラ

イバシーを守るため来館者名簿は作らないことにし、利用者の方に安心して利用していただけ

るよう、館内掲示、図書館ホームページ、ツイッターで公表しました。また、消毒用アルコー

ルの設置、換気の励行、マスク着用、椅子の撤去、窓口にビニールカーテンを設置するなどの

対応を行いました。 

7 月 1 日(水)からは座席数こそ減らしたものの、ほぼ通常通りのサービスに戻しました。感

染防止対応を並行しながら、話し合いを重ね、できる範囲から各種イベントも再開し始めてい

ます。 

いまだ新型コロナウイルス感染症が収束しない現在、図書館が「居場所」としての役割を果

たすことは難しくなっています。非来館型サービスとして電子書籍の導入も各地の図書館で進

みました。インターネットを介せば時間や場所の制約が少なく、これまで以上に多くの方にサ

ービスを提供できる一方、情報弱者のセーフティネットでもある図書館は、ネット環境のない

方への図書館サービスも欠かすわけにはいきません。新型コロナウイルス感染症は、図書館の

在り方自体が問われる契機ともなったようにも思います。 
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1．図書館費と資料購入費の推移  

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

図書館費 

(当初予算) 
150,558 136,611 134,631 126,393 123,245 136,359 135,222 143,935 146,042 138,177 

資料購入費 

(当初予算) 
35,179 31,797 27,230 27,455 24,979 26,887 26,326 26,990 26,040 26,171  

 

 

２．資料数の推移 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

資料数

の推移 
611,649 609,050 608,901 613,596 621,478 622,327 624,098 623,720 624,912 634,895 
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３．貸出点数・一日平均貸出点数・貸出利用者数の推移 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

貸出

点数 
1560420 1519789 1427520 1382363 1411599 1349752 1332565 1325723 1202662 

10747

89 

一日

平均

貸出

点数 

4589 4476 3717 4153 4219 3976 3926 3954 3583 4357 

貸出

利用

者数 

459341 445599 419195 409379 473581 457214 451726 450383 415100 
3311

68 

 

※2020 年度は新型コロナ感染症蔓延のため、貸出冊数を無制限とした。 

 

４．予約受付件数の推移 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

予

約

受

付

件

数 

409438 413103 394096 380692 379352 368323 386322 401130 394622 395826 
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５．開館日数 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

開館

日数 1704 1699 1701 1664 1705 1698 1698 1677 1531 1233 

 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う休館等 

令和 2 年(2020 年)4 月 1 日～8 日、5 月 15 日～6 月 8 日 予約受取、返却のみの臨時窓口対応、6 月

9 日～5 月 14 日は完全休館 

＊令和 2 年(2020 年)4 月 1 日より、開館時間、休館日の変更を実施。平日月曜休館（祝日は開館し、

翌平日を休館）、中央 9:30-18:00、地域館 8:45-17:15 を基本に、平日木金 19:00 までとしました。 

 

 

 

６．駅ポスト利用状況・図書宅配便利用状況・複写サービス件数の推移 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

駅ポ

スト

利用

状況 

115929 124266 130810 125615 123377 118429 119992 117447 114420 82627 

図書

宅配

便

（貸

出件

数） 

62 67 57 33 15 24 22 8 0 20 

複写

サー

ビス 

101433 97229 90632 76850 74561 73399 65811 66127 55493 34314 
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７．県内相互貸借・鎌倉女子大との相互貸借状況 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

県内公共

図書館か

らの借用 

7325 7275 7839 7555 12932 13110 12434 12496 11835 11213 

県内公共

図書館へ

の貸出 

7522 8725 7064 6481 2462 4693 5264 5828 5467 3852 

鎌倉女子

大へ貸出 
58 66 52 27 25 20 34 60 13  26 

鎌倉女子

大より借

用 

40 55 34 54 38 42 35 52 64  98 
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８．レファレンス件数の推移 

  

 
2011  2012  2013  2014  2015  2016  2017  2018  2019  2020  

レファレ

ンス件数 
37217 46414 42879 73387 105114 104515 103920 98937 91252 75199 

 

 
 

９．インターネットコーナー利用人数の推移 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

インターネ

ットコーナ

ー利用人数 

14666 16516 17342 15926 16986 16996 16639 14563 12640 4976 

 

 

  

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

100000

110000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

レファレンス件数(件）

3000

5000

7000

9000

11000

13000

15000

17000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

インターネットコーナー利用人数（人）

（単位：件） 

（単位：人） 



55 

１０．障がい者サービス利用件数(郵送貸出・録音テープ貸出・デイジー貸出)の推移 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

郵送貸出 

（障がい者サービス） 
107 112 160 89 73 60 67 90 90 88 

録音テープ貸出 

（障がい者サービス） 
887 1317 505 835 710 528 528 0 0 0 

デイジー貸出 137 105 106 49 27 93 143 63 212 289 
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１１．藤沢市との相互利用状況の推移 

A．鎌倉市民の藤沢市図書館利用状況 

 

 
 

B．藤沢市民の鎌倉市図書館利用状況 

 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

登録者 2916 3135 3305 3462 2427 2658 2840 3044 3179 3289 

貸出点数 36786 38657 35337 33571 36940 37826 38429 41209 39177 39181 
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 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

登録者 3960 3859 3106 3050 2906 2766 2630 2491 3386 3556 

貸出点数 70479 67132 63168 66306 62191 56825 53079 51361 50508 48408 
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12．職員数の推移 

  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

正規職員数 

（再任用除く） 
23 23 22 23 23 23 23 22 23 24 

うち専門職司書 14 13 11 11 11 11 9 9 7 7 

非常勤職員 37 41 43 45 46 43 42 46 47 34 

 

  

5

10

15

20

25

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

職員数の変遷

正規職員数… うち専門職司書

（単位：人） 



58 

13．100周年記念事業一覧 

◆鎌倉市図書館開館 100 周年記念映画会 
2009 年 6 月～2012 年 3 月 全 33 回  

延べ 1185 名参加 

100 周年記念出版    

≪平成 22 年度事業≫   

『鎌倉図書館百年史』（300 部） 
県内図書館や都道府県立図書館及び資料提供

者へ 290 冊寄贈 

『鎌倉市図書館 100 年の歩み』（30,000 部） 無料配布 

≪平成 23 年度事業≫   

『絵ハガキで見る鎌倉百景』（1,000 部） 寄贈：256 冊 販売：507 冊（2011 年度） 

『復刻絵葉書 鎌倉玉手箱 第 1～5 集』（各 500 組） 寄贈：385 組 販売：872 組（2011 年度） 

◆100 周年記念式典   
2011 年 7 月 20 日 

生涯学習センターきらら鎌倉 ホール  

式典 来場者：141 名 

記念講演 

来場者：230 名  

作家 藤沢周氏 

「本のある街角から～本・出版・３．１１～」 

文化庁長官 近藤誠一氏 

「文化による日本の再建―都市の役割―」 

◆100 周年記念展示  

2011 年 7 月 20 日～25 日 

生涯学習センターきらら鎌倉 地下ホール  

来場者： 888 名 

◆100 周年記念講座   

≪児童対象≫   

デジカメ写真絵本作り体験「鎌倉の身近な”いのち”を写

真絵本にしよう！」（講師：小寺卓矢） 

※児童図書館研究会神奈川支部と共催 

2011 年 4 月 24 日 参加者：小学生 28 名  

としょかんこどもえいがまつり  2011 年 10 月 29 日   参加者：延べ 79 名 

映写技師になってみよう！ 

（講師：鎌倉視聴覚協会） 
2011 年 11 月 13 日 参加者：10 名 

映写技師になってみよう！（講師：りんどう）  2011 年 11 月 26 日 参加者：9 名 

≪一般対象≫   

「鎌倉の別荘文化」（講師：島村千也氏） 
2011 年 10 月 1 日／11 月 4 日／12 月 2 日  

参加者：延べ 120 名 
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◆貴重書整理事業   

鎌倉市図書館百年史資料整理事業 （株）プロス 

鎌倉市図書館所蔵貴重資料整理事業 （株）ナカバヤシ 
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１４．ファンタスティック☆ライブラリ―年表 （2011～2020） 

 開催行事 特記事項 

ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー100 

2011 年 

 ありがとう！100 周年記念展示リターンズ！ 

 ファンタスティック☆カフェ＆サポート団体交流会 

 【読書会】『月と６ペンス』ほか 

 としょかん子ども映画まつり 

 【講演会】「デンマーク発！『にぎやかな図書館の話』」 

 赤ちゃんとたのしむおはなし会 

 100 周年記念連続講座 第２回「鎌倉の別荘族について」 

 かおかおパンダと図書館で大きな絵を描いちゃおう！ 

 映写技師になってみよう！ 

2011 年に鎌倉市図書館

は開館 100 周年を迎え

たことから、名称を

「ファンタスティック

☆ライブラリー100」と

した。 

これ以降開館年数を表

示する。 

ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー101 

2012 年 

 【展示】開館百周年記念事業成果発表「鎌倉市図書館おた

から展示」 

 【展示】「高校生がすすめる本！」 

 【写真展示】「深沢の昔」（協力：飛澤利夫氏） 

 玉縄城築城 500 年記念展示 

 クイズラリー 

 本の海サポーターズ交流会 

 映画会 

 こども図書館探検隊 

 おひざにだっこのおはなし会 

 ぬいぐるみのおとまり会 

 一日図書館員 

 オトナ図書館探検隊 

 パタパタ絵本を作ろう 

 赤ちゃんと楽しむおはなし会 

 もちより読書会 

 図書館ボランティア団体交流会 

 ファンタスティック☆カフェ 

 貴重書展ギャラリートーク 
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ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー102 

2013 年 

 【展示】mini 古文書展「宝永噴火と飢餓」 

 おひざにだっこのおはなしかい 

 おはなし会 

 講演とパネルディスカッション「文化をつむぐ 図書館で

つながる」 

 【展示】日本バレエを育てたパブロヴ姉妹と鎌倉 

 【展示】絵本で知る世界の国々 

 【展示】鎌倉アカデミア 

 【展示】鎌倉の谷戸 

 こども映画会 

 朗読会『かまくらの女性史』 

 芸術映画会 

 あかちゃんと楽しむおはなしかい 

 英語のおはなし会 

 ファンタスティック☆カフェ 

 図書館を語ろう！交流会 

 鎌倉の別荘地時代研究会成果発表会 

 短編映画『ワルツ』とトーク 

 朗読会「向田邦子作品」ほか 

 布えほんであそぼう！ 

 英語のおはなし会 

 

ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー103 

2014 年 

 【展示】「関東大震災と鎌倉」 

 バリアフリー☆カフェ＆図書館体験 

 音楽評論家 野村光一展（協力：神奈川県立図書館） 

 日曜日のおはなし会 

 世界のわらべうた大会 外国語のわらべうたを楽しもう！ 

 子ども映画会 

 朗読会『かまくらの女性史』 

 英語のおはなし会 

 ぬいぐるみとたのしむおはなしかい 

 鎌倉の近現代史資料の保存を考えるシンポジウム 

 わたしたち本の修理やってます 

 おはなし会 

 親子で詩のワークショップ 

 赤ちゃんとたのしむおはなし会 

 鎌倉の別荘地時代研究会成果発表会 

 ライブラリーカフェ 著者と語ろう『鎌倉人が歩んだ鎌倉

街道』 

 映画会 

 手作り紙芝居展 

 演じてみよう！子ども紙芝居まつり 

 手作り紙芝居作家による講演＆実演会 

 紙芝居のおはなし会 
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ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー104 

2015 年 

 開業 45 年「湘南モノレール」16 ミリ映写とトークの会 

 ファンタスティック☆カフェ 

 朗読会『かまくらの女性史』 

 シンポジウム「鎌倉の歴史的公文書の保存」 

 バリアフリーおはなし会（手話付きおはなし会） 

 「なにか？ふしぎな！おはなし会 いろいろな国の絵本・

わらべえうた・手遊び」 

 本の森フルートコンサート 

 「かまくらの女性史」朗読会 

 伊藤正道氏原画展 

 本の修理講座ワークショップ 

 英語のおはなし会 

 鎌倉の別荘地時代研究会成果発表会 

 子ども映画会  

 多文化おはなし会 

 施設見学会：鵠沼公民館・寒川文書館 

 

ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー105 

2016 年 

 【展示】「図書館の本が甦（よみがえ）る」 

 親子で楽しむ影絵映画会（鎌倉アカデミア 70 周年記念） 

 本の修理ワークショップ「図書館の本が甦（よみがえ）

る」 

 鎌倉の別荘地時代研究会成果発表会 

 かまくら女性史の会研究成果発表会 

 16 ミリ映写会＆トークの会 映画「江ノ電風土記」 

 英語のおはなし会 

 珈琲野郎のファンタスティック☆カフェ 

 講演会「視覚障がい者と一緒に考えるバリアフリー」お手

伝いしましょうから始めてみよう 

 おはなし会「図書館へＧＯ」 

 子ども映画会 

 講演会とワークショップ「＜自地域学＞の確立と近現代資

料」 

この年から運営を実行

委員会形式で行う。 

 

 

 

ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー106 

2017 年 

 講座「玉縄の江戸から現代へ」  

 おはなし会「むかしばなしの扉をあけると」 

 躍動の祭りシリーズ映画会 

 朗読と演奏「活字から聴こえてくる音」 

 講演会「田邊松坡～教育者・漢学者・家庭人」 

 座談会 鎌倉にふさわしい近現代史資料の収集・保存・活

用について 

 鎌倉の別荘地時代研究会成果発表会 

 かまくらの女性史の会発表 

 イモ掘り体験ｉｎ広町 

 大人のおはなし会 

 珈琲野郎のファンタスティック☆カフェ 

テーマ 

「つながる ひろがる 

身近な図書館」 

この年から参加団体が

一体感を持てるようメ

インテーマを掲げるよ

うになった。 
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ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー107 

2018 年 

 【展示】「幻のユーイービーチ～震災復興・坂ノ下埋立地

の歴史」 

 講座と散策「玉縄の地名を歩く」 

 【展示】「ＰＯＰ大賞」／「地域発見」 

 講演会 館蔵の近現代史資料の収集・保存・活用方法  

 講座と散策「田邊松坡を巡る会」 

 珈琲野郎のファンタスティック☆カフェ 

 英語のおはなし会 

 【展示】「召しませ！図書館」 

 フランス語のおはなし会「フランスってどんなくに？」 

 16 ミリフィルム上映会「伝統の祭シリーズ２」 

 鑑賞会「朗読とクラシックの午後」 

 鎌倉の別荘地時代研究会成果発表会 

 かまくらの女性史の会発表 

テーマ 

「地域発見！図書館の

底力！」 

ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー108 

2019 年 

 【展示】ちょっと昔の大船とその頃のベストセラー本 

 【展示】地域発見！『つながる図書館 色とりどり』／

POP 大賞 

 図書館 ＤＥ ゲーム 

 講座と見学 田邊松坡と鎌倉妙本寺 

 講座 深沢・腰越の谷戸から 

 【展示】絵本で楽しむ動物園 

 16 ミリフィルム上映会『ガラスのうさぎ』 

 講演 腰越に生きた女性たち 

 鑑賞会 朗読とクラシックの午後 

テーマ 

「つながる図書館 色

とりどり」 

ファンタステ

ィック☆ライ

ブラリー109 

2020 年 

 【展示】続・腰越に生きた女性たち 

 【展示】田辺松坡と松坡文庫 

 【展示】絵本で旅をしませんか 

 【展示】鎌倉視聴覚協会のあゆみ 

 【展示】間島弟彦・間島愛子夫妻と鎌倉 

 【展示】ファンタスティック☆ライブラリーのあゆみ 

新型コロナウイルス感

染症拡大により、各館

巡回展示、ホームペー

ジでの公開、ツイッタ

ー、動画の活用等によ

り開催した。 
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図書館とともだち・鎌倉／鎌倉視聴覚協会／りんどう／かまくら女性史の会／松坡文庫研究会／鎌倉

の別荘 

地時代研究会／CPC の会／玉縄歴史の会／珈琲野郎／鎌倉アカデミアを伝える会／四季の会／鎌倉朗

読・録音奉仕会／鎌倉市点訳赤十字奉仕団／郷土史料を読む会／間嶋弟彦・間島愛子夫妻 旌徳の会

／蟲の会／花げし舎／銀の鈴社／三浦半島かみしばいネット／えんじゅの会／アンサンブル鎌倉／広

町の森市民の会／株式会社湘南モノレール／江ノ島電鉄株式会社／神奈川県立図書館／スウェーデン

大使館／鵠沼公民館／寒川文書館／鎌倉国宝館／鎌倉市文化財課／鎌倉市文化推進課／鎌倉市秘書課

／清田昌弘氏／高柳秀麿氏／奴田不二夫氏／本田順子氏／肥田美代子氏／水谷川優子氏／モトノ木阿

弥氏／池内了氏／春風亭柳橋師匠／西山正子氏／山田三郎氏／椎野忠雄氏／添田信雄氏／王霄峰氏／

鈴木良明氏／江口達也氏／菅孝能氏／松井友氏／鈴木功氏／吉田右子氏／かおかおパンダ氏／飛澤利

夫氏／阿刀田高氏／福原義春氏／吉川久子氏／野口雅章氏／木村康洋氏／永野征男氏／関根肇氏／山

田大輔氏／袴田潤一氏／高野修氏／伊藤正道氏／本の修理ボランティアの皆さん／POP 大賞参加者の

皆さん／図書館におとまりしたぬいぐるみの皆さんと、そのおともだち。 

そして、ファンタスティック☆ライブラリーのイベントに参加してくださったすべての皆さま 
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１５．平成23年度(2011年度)～令和 2年度（2021年度）重点事業一覧 

 

平成２３年度(2011年度)の重点事業 

新規事業 

（１）データベース導入等によるレファレンスサービスの拡充 

（２）百年史関連所蔵貴重資料整理とデジタル化事業 

（３）図書館サービス計画の見直しと図書館協議会への諮問 

（４）図書館基金の創設 

（５）新中央図書館構想の検討 

継続事業 

（６）図書館開館百周年記念事業の実施 

（７）資料の充実 

資料管理方針の見直し、選書収集体制の検討など 

（８）子ども読書活動推進計画に沿った事業の推進 

学習パック、子ども読書パックの整備活用、おはなしボランティア活動推進事業の充実 

（９）近代史資料収集体制の充実 

（10）職員の研修と専門的資質向上 

 

平成２４年度(2012年度)の重点事業 

新規事業 

（１）近代史資料収集体制の充実 

担当の新設と兼務職員の配置、歴史的行政資料（公文書）の収集作業と選別基準設置の

検討など。 

（２）第２次鎌倉市図書館サービス計画の策定  

（３）第２次鎌倉市子ども読書活動推進計画の策定 

（４）次期図書館システムの検討 

継続事業 

（５）資料の充実 

組織的な資料の購入システムの検討 

（６）子ども読書活動推進計画に沿った事業の推進 

学習パック、子ども読書パック、学校貸出の充実 

（７）職員の研修と専門的資質向上 

（８）デジタル情報の活用 

電子図書館実証実験でデジタル化した貴重書等の中央図書館内での閲覧を可能に 

（９）図書館振興事業の企画と PR 
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平成２５年度(2013年度)の重点事業 

新規事業 

（１）図書館所蔵の関東大震災資料の整理と公開 

（２）子どもの読書環境の充実  

 「第二次鎌倉市子ども読書活動推進計画」ＰＲパンフレットを作成・配布、記念行事開催等 

（３）大船図書館リニューアル  

継続事業 

（４）第２次鎌倉市図書館サービス計画の策定 

（５）次期図書館システムの検討 

（６）市民協働による図書館振興事業  

 市民・関係団体による実行委員会形式でファンタスティック☆ライブラリー（図書館ま

つり）を開催。 

 

平成２６年度(2014年度)の重点事業  

新規事業 

（１）地域との連携 

図書館外の施設、団体との連携によるイベントの実施 

（２）コンピュータシステム更新  

（３）国会図書館配信のデジタル化資料の閲覧・複写サービス開始(中央図書館) 

（４）中央図書館耐震診断実施 

継続事業 

（５）市民協働による図書館振興事業  

 

平成２７年度(2015年度)の重点事業 

新規事業 

（１） 図書館振興基金の活用と郷土資料の収集活用方法の整備 

（２） レファレンスサービスの充実 

レファレンス事例の公開、メールレファレンスの受付開始 

（３） 図書館利用に障害のある方に対する支援の充実 

（４） 学校支援の充実 

継続事業 

（５）地域との連携 

（６）市民協働による図書館振興事業 
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平成28年（2016）年度の重点事業 

新規事業 

（１）広域利用の検討  

横浜市との相互利用開始 

（２）地域状況に沿った利用しやすい開館日、開館時間の検討  

（３）鎌倉らしいコンテンツの制作と発信  

鈴木正一郎写真資料デジタルアーカイブの公開（＋274 点） 

（４）情報通信技術の活用 

図書館システムネットワークのセキュリティ強化、主体的なネットワーク管理を開始  

（５）子どもの読書環境の推進 

  継続事業 

（６）図書館利用に障害のある方に対する支援の充実 

 

平成29年（2017）年度の重点事業 

（１）誰にでもわかりやすい図書館ホームページの構成 

（２）地域状況にあった利用しやすい図書館をめざした開館時間変更の試行実施 

（３）市民活動団体との連携で、身近な図書館づくりのための発信 

（４）鎌倉らしいコンテンツの制作と発信 

近代資料室所蔵の写真資料をデジタル化とホームページ上の公開 

（５）子どもたちと図書館をむすぶ環境づくり 

 

平成30年度（2018年度）の重点事業 

新規事業 

（１）第３次図書館サービス計画の策定 

（２）地域図書館の発信力強化 

（３）図書館サービスの市民への見える化 

（４）高齢者支援 

認知症にやさしい図書コーナーを設置 

（５）図書館の利用に障害がある方への支援 

  サピエ（視聴覚障害者情報提供ネットワークシステム整備事業）に加入 

（６）職員研修の体系化 

 継続事業 

（７）地域状況に沿った利用しやすい開館日、開館時間の検討 

（８）第３次鎌倉市子ども読書活動推進計画の推進 

（９）鎌倉に関するデジタル資料の製作と発信  

 



68 

令和元年度（2019年度）の重点事業 

新規事業 

（１）近代史資料の保存環境整備 

（２）図書館ホームページの刷新（システム更新含む） 

（３）「鎌倉市図書館資料管理方針」「鎌倉市図書館資料管理基準」の改定 

（４）市民が利用しやすい運営体制の確立 

継続事業 

（５）地域図書館の発信力の強化 

（６）誰にでも使いやすい図書館へ 

（７）「第 3 次鎌倉市子ども読書活動推進計画」の推進 

 

令和2年度（2020年度）の重点事業 

新規事業 

（１）中央図書館耐震改修工事 

新型コロナウイルス感染症拡大により、R3 年度に延期 

（２）職員の育成とスキルアップ 

（３）ファンタスティック☆ライブラリーのリニューアル 

コロナ渦で集会形式の開催できず、参加団体による研究成果の展示・Web 公開形式で

の展開 

継続事業 

（４）「第 3 次鎌倉市子ども読書活動推進計画」の推進 

（５）市民が利用しやすい運営体制の確立 

2020 年４月１日より原則毎週月曜日休館とし、開館時間を変更 
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１６．開館時間及び休館日変更の試行に関する利用者アンケート集計 

実施期間：平成 30 年（2018 年）９月１日（土）～11 月 30 日（金）   

実施場所：鎌倉市中央図書館･腰越図書館･深沢図書館･大船図書館・玉縄図書館 

総回収枚数：915 枚       

回収館別 

  1 現行どおり 
2 検討案がよい 

9：30-18 月休 
回答なし 総計 

中央 193  43.5% 231  52.0% 20  4.5% 444  

腰越 81  42.4% 102  53.4% 8  4.2% 191  

深沢 55  53.4% 47  45.6% 1  1.0% 103  

大船 47  52.2% 36  40.0% 7  7.8% 90  

玉縄 47  54.0% 34  39.1% 6  6.9% 87  

総計 423  46.2% 450  49.2% 42  4.6% 915  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊試行した図書館（中央･腰越図書館）のアンケート結果は、検討案がよいが過半数を超えた 

 ＊試行しなかった図書館（深沢･大船･玉縄図書館）では、現行どおりが過半数を超えた。  

現行どおり

53.2%

検討案がよい…

回答なし

5.0%

試行しなかった館

現行どおり

43.1%

検討案がよい

52.4%

回答なし

4.4%

試行した館

現行どおり

46%

検討案がよい

49%

回答なし

5%

アンケート結果５館合計
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年齢別 

  1 現行どおり 
2 検討案がよい 

9：30-18 月休 
回答なし 総計 

18 歳以下 28  33.7% 53  63.9% 2  2.4% 83  

19～64 歳 204  42.3% 259  53.7% 19  3.9% 482  

65 歳以上 182  55.8% 128  39.3% 16  4.9% 326  

回答なし 7  30.4% 12  52.2% 4  17.4% 23  

総計 421  46.1% 452  49.5% 41  4.5% 914  

  ＊回答者年齢別では、18 歳未満と 19～64 歳の就労年齢では、検討案がよいが過半数を超えた 

 

  

33.…

42.3%

55.8%

30.4%

63.9%

53.7%

39.3%

52.2%

2.4% 3.9% 4.9%

17.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

18歳以下 19～64歳 65歳以上 回答なし

年齢別アンケート結果

現行どおり 検討案がよい 回答なし
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居住地別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  1 現行どおり 
2 検討案がよい 

9：30-18 月休 
回答なし 総計 

1 鎌倉 191  45.8% 209  50.1% 17  4.1% 417  

2 腰越 70  44.3% 83  52.5% 5  3.2% 158  

3 深沢 46  46.5% 49  49.5% 4  4.0% 99  

4 大船 43  49.4% 39  44.8% 5  5.7% 87  

5 玉縄 42  61.8% 23  33.8% 3  4.4% 68  

6 その他 23  41.8% 29  52.7% 3  5.5% 55  

(空白) 6  20.0% 20  66.7% 4  13.3% 30  

総計 421  46.1% 452  49.5% 41  4.5% 914  

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

鎌倉 腰越 深沢 大船 玉縄 市外 回答なし

居住地区別アンケート結果

現行どおり 検討案がよい 回答なし
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１７．8月 26日 Twitter 関連記事 

 

掲載日 媒 体 発信元 内   容 

８月 26 日 ＷＥＢ ＹＡＨＯＯ！ ＹＡＨＯＯリアルタイム速報１位 

８月 26 日 ＷＥＢ 朝日新聞 デジタル 

８月 27 日 テレビ ＴＢＳ ニュースｉ 

８月 27 日 テレビ 日テレ 日テレニュース２４ 

８月 27 日 テレビ フジテレビ めざましテレビ 

８月 27 日 新 聞 朝日新聞 鎌倉の司書のつぶやき半日で３万ツィート 

８月 27 日 ＷＥＢ ハフィントンポスト 
鎌倉市図書館のツイート「学校がつらい子は図書館
へ」 一時は削除も検討 

８月 27 日 ＷＥＢ 新唐人 （漢文での掲載のため翻訳できませんでした） 

８月 27 日 ＷＥＢ ＩＺＡ 
学校つらい子いらっしゃい… 鎌倉市・図書館ツイッ
ターが大反響 

８月 27 日 ＷＥＢ ライブドアニュース 
鎌倉市図書館のツイートが広く拡散 登校に悩む子ど
もに愛ある呼びかけ 他 

８月 28 日 ＷＥＢ JCAST ニュース 鎌倉市教委、図書館ツイート削除を検討 

８月 28 日 新 聞 産経新聞 
「学校つらい子いらっしゃい」 鎌倉市図書館ツイ
ッター大反響 神奈川 

８月 28 日 テレビ 韓国ＹＴＮニュース 

「死んじゃおうと思ったら…」日本の図書館司書の
感動的なツイート、韓国でも話題に＝「素晴らしい
こと」「現状を思うと本当にやるせない」 

８月 28 日 新 聞 台湾総合新聞網 中国語版 

８月 28 日 テレビ 中国新華社通信 中国語版 

８月 29 日 テレビ ＮＨＫ 週刊ニュース深読み 

８月 29 日 テレビ テレビ朝日 報道ステーション 

８月 29 日 テレビ テレビ東京 ニュースアンサー 

８月 29 日 テレビ 日本テレビ スッキリ 

８月 29 日 テレビ フジテレビ みんなのニュース 

８月 29 日 テレビ 日本テレビ 真相報道番記者 

８月 29 日 新 聞 韓国国民日報 韓国語版 

８月 30 日 
新 聞 

ＷＥＢ 
東奥日報 天地人 

８月 31 日 テレビ ＢＢＣニュース 
Tackling the deadliest day for Japanese 
teenagers 

８月 31 日 テレビ 中京テレビ キャッチ 

９月３日 新 聞 高知新聞 社説 

９月１日 ＷＥＢ ＢＢＣ スペイン語版 

９月１日 新 聞 産経新聞 社説 図書館にいらっしゃい 

９月１日 新 聞 高知新聞 社説 
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９月２日 テレビ 静岡だいいちテレビ 若者の自殺 図書館の活用で防ぐ 

９月２日 新 聞 沖縄タイムス 社説 

９月４日 新 聞 タウンニュース 「つらいなら図書館へ」共感広がる 

９月４日 ＷＥＢ おたぽる 「図書館へいらっしゃい」に救われた芸能人もいる 

９月 10 日 新 聞 朝日新聞 「死にたい」と言われたら 

９月 11 日 新 聞 神奈川新聞 悩む心支える 100 冊 鎌倉の図書館で企画展示 

９月 12 日 新 聞 東京新聞 悩む心支える 101 冊 鎌倉の図書館で企画展示 

９月 13 日 新 聞 読売新聞 悩む心支える 102 冊 鎌倉の図書館で企画展示 

９月 13 日 新 聞 神奈川新聞 カフェ併設、駅に直結「居場所」や交流の役割も 

９月 13 日 新 聞 河北新聞 社説 公共図書館月「誰のため」先例に学ぼう 

９月 15 日 テレビ ＮＨＫ 
首都圏ニュース newsweb 図書館に自殺予防コー

ナー 

９月 27 日 新 聞 福島民報 あぶくま抄 私たちの気持ちを代弁 

10 月８日 新 聞 読売新聞 
こころ 死にたい悩む子図書館へ 傷ついた人癒す
場所 

10 月 15 日 週刊誌 女性セブン 鎌倉市中央図書館 死と向き合った３時間緊急会議 

10 月 15 日 新 聞 朝日新聞 記者有論 子どもの居場所 私も図書館に救われた 

10 月 17 日 雑 誌 週刊ダイヤモンド 人が集まる「サードプレイス」図書館 

12 月５日 雑 誌 
プレジデントファミ
リー 

鎌倉市で考える子供の居場所 
「学校がつらい子は図書館へいらっしゃい」  

 

論文：「居場所としての図書館」菊池隆 

（図書館雑誌 The Library Journal 110（2）、72－73 2016－2） 
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図
書
館
運
営
及
び
職
員
体
制
に
つ
い
て
の
鎌
倉
市
議
会
質
疑
応
答
要
旨
一
覧

 

年
 

月
 

 
 

質
問
・
意
見
の
要
旨

 
答
弁

者
 

答
弁
内
容
の
要
旨

 

2
0
1
1
  

9
月

 
定
例

会
 

こ
れ
か
ら
の
鎌
倉
の
発
展
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
文
化
行
政
の
中
で
の
図
書
館
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て

 

教
育

長
 

図
書
館
は
、
い
つ
の
時
代
も
知
恵
を
引
き
出
し
た
り
与
え
て
く
れ
た
り
、
人
と
し
て
の
成
長
を
促
し
て
く
れ
た

り
、
人
間
と
し
て
の
基
盤
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
く
れ
る
宝
物
館
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
市
民
誰
も
が
当
た
り

前
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
重
要
。
市
民
が
真
実
を
学
び
、

知
る
権
利
を
保
障
す
る
施
設
で
も
あ
る
。
基
本
的
な
資
料
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た

資
料
を
保
管
し
、
そ
の
時
代
の
文
化
を
次
の
時
代
に
伝
え
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
い

 

司
書
職
の
役
割
に
つ
い
て

 
生
涯

学
習

部
長

 

地
域
の
特
性
や
住
民
の
需
要
に
鋭
敏
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
、
社
会
情
勢
や
出
版
文
化
に
お
け
る
新
し
い
知
識
を

常
に
取
り
込
み
、
研
鑽
と
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
図
書
館
業
務
の
継

続
性
・
専
門
性
を
確
保
し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
職
員
を
配
置
し
て
い
く
の
が
望

ま
し
い

 

図
書
館
運
営
は
公
共
的
な
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

 
教
育

長
 

図
書
館
の
役
割
、
住
民
か
ら
の
期
待
な
ど
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
の
管
理
運
営
体
制
の
強
化
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
継
続
的
に
、
長
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
。
公
共
図
書
館
は
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
進
展
、
利
用
の
増
大
に
よ
り
収
益
を
見
込
む
と
い
う
民
間
事
業
の
経
営
手
法
に
よ
る
収
益
が
見
込
み
に
く
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
本
を
通
じ
て
、
市
民
同
士
の
交
流
、
あ
る
い
は
世
代
間
の
交
流
な
ど
、
公
共
の
場
と
し

て
図
書
館
を
充
実
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

 

2
0
1
1
  

9
月

 

 

一
般

会
計

決
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
あ
る
は
ず
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
ス
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
い
か
に
カ
ッ
ト
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
公

立
図
書
館
や
学
校
図
書
館
な
ど
は
指
定
管
理
に
な
じ
ま
な
い
。
総
人
件
費
の
削
減
と
い
う
意
味
で

こ
の
制
度
を
使
う
の
は
間
違
い
。
自
治
体
で
は
業
務
と
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
自
ら
考
え
て
対
応

し
て
も
ら
い
た
い

 

生
涯

学
習

部
長

 

生
涯
学
習
施
設
は
第
一
線
で
利
用
者
の
方
に
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
利
用
さ
れ
る
方
の
満
足
度
が
ど
う
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
き
た
い
。
特
に
、
図
書
館
等
で
は
ま
す
ま
す
専
門
的
、
あ
る
い
は
高
度
な
内

容
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
い
か
に
対
応
で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
第
一
に
考
え
る
。
た
だ
、
行
革
と
も

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
第
一
に
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
し
か
も
、
幾
ら
か
の
コ
ス
ト
を
少

し
で
も
低
減
で
き
る
よ
う
な
方
策
も
総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い

 

総
務

部
長

 

持
続
可
能
で
あ
る
か
、
レ
ベ
ル
が
下
が
ら
な
い
か
ど
う
か
、
そ
の
上
で
税
の
負
担
が
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
と
い
う
ふ
う
に
心
得
て
い
る
。
教
育
機
関
の
場
合
、
民
間
に
し
た
場
合
に
持
続
可

能
か
ど
う
か
、
研
究
と
か
そ
う
い
う
部
分
と
民
間
の
営
業
が
な
じ
む
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
指
定
管
理
に
す
る

場
合
に
は
、
議
会
の
判
断
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
施
設
ご
と
に
特
徴
を
考
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
提
案
す
る
形
に
な
る
と
考
え
て
い
る

 

2
0
1
1
 

1
2
月

 
定
例

会
 

鎌
倉
市
の
公
共
施
設
の
中
で
、
具
体
的
に
ど
こ
を
指
定
管
理
、
ど
こ
を
民
営
化
し
よ
う
と
考
え

て
、
指
示
を
さ
れ
た
の
か

 

 

経
営

企
画

部
長

 

実
施
計
画
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
支
え
る
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
進
め
る
中
で
、
今
後
の
行
政
の
あ
り
方
の
検
討
課

題
と
し
て
、
あ
お
ぞ
ら
園
と
図
書
館
と
保
育
園
、
こ
れ
は
将
来
的
に
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
の
は
、
具
体

に
検
討
し
て
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
話
は
あ
る
。
そ
れ
は
市
長
の
ほ
う
か
ら
出
て
い
る

 

2
0
1
2
  

2
月

 

 

定
例

会
 

 

市
民
全
体
の
知
的
自
立
を
支
援
す
る
公
共
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。
さ
ら
に
は
、
学
校
図
書
館
と
公
共
図
書
館
の
連
携
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
手
法

で
市
民
の
知
的
自
立
を
支
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か

 

教
育

長
 

図
書
館
は
、
市
民
が
情
報
と
出
会
う
場
と
し
て
、
多
様
な
情
報
の
中
か
ら
求
め
る
情
報
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
場
で
あ
る
。
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
方
法
、
あ
る
い
は
情
報
提
供
の

ツ
ー
ル
な
ど
を
整
備
し
充
実
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
、
市
民
が
必
要
と
す
る
知
識

や
情
報
を
提
供
で
き
る
、
市
民
が
主
役
の
図
書
館
を
目
指
し
て
い
く
。
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融
合
の
観
点
か

ら
、
公
共
図
書
館
と
市
内
の
小
・
中
学
校
と
の
連
携
を
図
る
に
は
、
子
ど
も
の
学
習
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
は
も
と
よ
り
、
学
校
施
設
管
理
な
ど
の
面
か
ら
、
人
的
配
置
や
保
安
上
の
シ
ス
テ
ム
等
、
解
決
す
べ
き
問
題

も
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
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鎌
倉
市
の
図
書
館
は
、
県
内
で
最
も
歴
史
が
あ
り
、
市
の
貴
重
な
文
献
を
保
管
し
て
い
る
。
市
民

と
行
政
が
長
き
に
わ
た
り
守
り
続
け
て
き
た
情
報
発
信
の
拠
点
で
あ
る
。
今
後
も
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
機
能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が
か
か
わ
っ
て
図
書
や
資
料
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

教
育

長
 

鎌
倉
市
の
図
書
館
は
、
過
去
か
ら
受
け
継
い
だ
資
料
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
役
割
と
責
任
が
あ
る
。
新
年
度

は
、
鎌
倉
の
近
代
史
資
料
の
収
集
と
研
究
を
充
実
す
る
た
め
、
近
代
史
資
料
担
当
を
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
、
よ

り
一
層
の
充
実
を
図
る
。
今
後
も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
市
民
が
主
役
の
図
書
館
を
目
指
す

 

2
0
1
2
  

6
月

 

 

定
例

会
 

図
書
館
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
存
在
意
義
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

 
教
育

長
 

市
民
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
情
報
を
得
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
情
報
発

信
の
拠
点
と
し
て
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
市
民
一
人
一
人
が
等
し
く
真
実
を
学
び
、
知
る
権
利
を
保
障
す
る
施

設
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。
市
民
が
多
様
な
情
報
の
中
か
ら
求
め
る
情
報
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る

 

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
、
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
今
見
直
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、

そ
の
内
容
を
聞
き
た
い

  

教
育

長
 

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成

2
0
年
２
月
に
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
計

画
期
間
５
年
間
と
し
て
策
定
し
た
。
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、
時
代
の
変
化
に
即
し
た
計
画
と
な
る
よ

う
、
鎌
倉
市
図
書
館
の
方
向
性
、
方
針
に
つ
き
鎌
倉
市
図
書
館
協
議
会
に
諮
問
し
た
。
協
議
会
の
中
で
方
針
を
確

認
し
た
後
、
第
２
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
素
案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
市
民
の

意
見
を
求
め
な
が
ら
計
画
を
作
成
し
た
い

 

図
書
館
行
政
と
し
て
、
何
を
目
指
し
て
い
く
の
か
と
い
う
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
行
政
の
立
場
か
ら
は
市
長
に
、
教
育
の
立
場
か
ら
教
育
長
に

 

教
育

長
 

図
書
館
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
知
恵
を
引
き
出
し
、
人
と
人
の
成
長
を
促
し
、
そ
の
基
盤
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
と
っ
て
、
楽
し
み
の
あ
る
場
で
あ
り
、
ま
た
本
を
通
し
て
市

民
同
士
が
交
流
で
き
る
場
で
あ
り
、
誰
も
が
等
し
く
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
活
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
よ
う

に
し
た
い

 

市
長

 

行
政
と
し
て
は
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
に
、
い
か
に
効
率
よ
く
市
民
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
、
も
し
く
は
、
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
で
あ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
視
点
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
み
た
い

. 

2
0
1
2
 

9
月

 
定
例
会

 

司
書
の
配
置
状
況
は
、
年
齢
バ
ラ
ン
ス
が
か
な
り
崩
れ
て
い
る
典
型
的
な
部
署
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
が
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
か
。
適
切
に
き
ち
ん
と
新
し
い
人
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
年
齢
バ

ラ
ン
ス
を
構
築
し
て
い
く
ほ
う
が
、
中
長
期
的
に
見
た
ら
、
人
件
費
等
の
問
題
か
ら
考
え
て
も
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
る

 

中
央

図
書

館
長

 

専
門
職
の
配
置
と
い
う
こ
と
は
常
々
大
切
な
と
こ
ろ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も
、
１
年
間
に
２
万

か
ら
３
万
件
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
て
、
そ
れ
に
回
答
で
き
る
の
は
、
長
年
の
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
職
員
が
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

 職
員
の
配
置
に
つ
い
て
配
慮
し
て
ほ
し
い

旨
を
人
事
当
局
に
は
常
々
お
願
い
を
し
て
い
る

 

2
0
1
3
 

2
月

 
定
例

会
 

今
後
の
発
展
方
向
を
考
え
る
上
で
、
一
層
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、
今
後
も
公
共
的
な

責
任
を
持
っ
た
図
書
館
運
営
を
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

  

教
育

部
長

 

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
、
さ
ら
に
は
地
域
に
お
け
る
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を

含
め
た
生
涯
学
習
の
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
図
書
館
の
持
つ
公
共
性
、
専
門
性
を
保
ち
つ
つ
、
設
置
者
と
し
て
、

市
民
の
知
る
自
由
を
保
障
し
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
役
割
を
認
識
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て
運
営
し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
3
  

２
月

 

 

教
育

こ
ど

も
み

ら
い

常
任

委
員

会
 

 

そ
の
他
の
市
図
書
館
へ
の
意
見
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
民
間
委
託
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
と
か

T
S
U

T
A
Y
A
が
新
し
い
形
の
そ
う
い
う
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い

が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
市
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か

 

中
央

図
書

館
長

 

T
S
U

T
A
Y
A
の
場
合
は
、
本
を
売
る
と
こ
ろ
で
、
書
架
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
い
っ
て
、

無
料
で
読
む
こ
と
が
で
き
て
と
い
う
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
民
の
方
々
の
そ
う
い
う
要
望
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。
私
ど
も
は
、
今
の
図
書
館
の
環
境
の
中
で
最

善
の
努
力
を
し
て
、
利
用
さ
れ
る
方
々
の
需
要
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。
鎌
倉
の
図
書

館
が
指
定
管
理
者
と
い
う
範
疇
に
な
じ
む
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
疑
問
に
思
っ
て
い
る

 

民
間
委
託
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か

 
中
央

図
書

館
長

 

民
間
委
託
が
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
疑
問
。
現
在
の
職
員
数
は
、
最
低
の
人

数
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
以
上
職
員
数
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い

 
 



 

 

76 

ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
や
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
民
間
委
託
を
考
え
て
い

く
の
か
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
随
分
図
書
を
め
ぐ
る
環
境
と
い
う
の
は
変
わ
り
つ

つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
辺
の
方
向
性
は
き
ち
ん
と
出
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
図
書
館
の
運
営
も
赤
字
な
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

図
書
館
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
法
律
で
、
無
償
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
黒
字
に

な
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
人
件
費
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
で
、
そ
の
部
分
の
コ
ス
ト
と
い
う

も
の
は
、
行
政
が
負
担
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

 

人
数
に
し
て
み
て
も
、
要
求
す
る
べ
き
も
の
は
要
求
し
て
い
か
な
い
と
、
あ
る
一
定
の
サ
ー
ビ
ス

は
続
け
ら
れ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
が
余
り
高
く
な
い
と
い
う
評
価
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、

予
算
上
、
人
数
と
い
う
と
こ
ろ
で
き
ち
ん
と
し
た
形
で
、
市
に
対
し
て
要
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
も
出
て
く
る
。
そ
の
上
で
、
民
間
委
託
に
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

な
い
と
、
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト
の
問
題
と
い
う
こ
と
は
、
永
久
に
解
決
し
な
い

 

中
央

図
書

館
長

 

市
民
事
業
評
価
等
も
受
け
て
い
て
、
委
託
化
の
検
討
も
内
部
で
し
て
い
る
。
近
く
に
は
、
藤
沢
市
に
伺
い
、
藤
沢

市
で
も
委
託
化
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
部
分
の
検
証
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
情
報
共
有
を
し
な
が
ら
、

連
携
を
密
に
し
て
、
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

 

図
書
館
運
営
上
、
委
託
と
い
う
話
に
し
た
ら
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
か
と
か
、
現
状
の
予
算
と
の
比

較
は
あ
る
程
度
行
っ
て
い
る
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

ど
の
業
務
が
委
託
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
る
の
は
、
窓
口
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務

の
委
託
な
ど
。
そ
の
業
務
は
今
、
非
常
勤
嘱
託
員
が
担
っ
て
い
る
。
こ
の
経
費
が
委
託
事
業
と
し
て
委
託
費
と
比

較
す
る
材
料
に
な
る
。
た
だ
、
人
数
を
減
ら
す
こ
と
な
く
、
技
術
も
変
え
る
こ
と
な
く
、
低
下
す
る
こ
と
な
く
伝

承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
も
し
て
い
か
な
く
て
は
て
な
ら
な
い
。
教
育
さ
れ
た
人
が
勤
め
て
い
く
の
が
ベ
タ

ー
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
勉
強
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

 

市
は
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
消
極
的
、
必
要
性
が
な
い
と

考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

  

中
央

図
書

館
長

 

調
べ
た
限
り
で
は
、
嘱
託
員
の
人
件
費
で
業
者
が
人
を
雇
う
と
な
る
と
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
何
が
し
か

が
な
い
と
事
業
者
が
応
募
し
て
こ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

  

も
し
図
書
館
管
理
運
営
事
業
に
優
位
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
間
と
の
比
較
の
中
で
切
磋
琢
磨

し
て
い
け
る
し
、
必
要
な
予
算
や
人
数
に
つ
い
て
も
要
求
し
て
い
け
る
と
思
う
の
で
、
ち
ょ
う
ど

い
い
機
会
。
民
間
の
動
き
で
あ
る
と
か
、
ど
う
い
う
コ
ス
ト
で
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も

き
ち
ん
と
現
状
分
析
し
た
上
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
歩
踏
み
込
ん
で
調
査
を

 

中
央

図
書

館
長

 

私
ど
も
も
い
ろ
ん
な
図
書
館
の
動
き
と
い
う
の
は
、
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
収
集
し
て
い
る
。

T
S
U

T
A
Y
A
の
事
業

が
本
当
に
す
ば
ら
し
い
事
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
の
図
書
館
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
策
と
い
う
も
の
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
情
報
も
収
集
は
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
の
で
、
御
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

 

教
育

部
次

長
 

今
、
中
央
と
４
館
の
地
区
館
が
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
図
書
館
行
政
を
進
め
て
い
る
が
、
今

後
の
図
書
館
の
あ
り
方
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
今
の
形
で
運

営
し
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
委
託
あ
る
い
は
指
定
管
理
を
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
、
今
後
の
図
書
館
の
あ
り
方

を
見
据
え
た
運
営
の
仕
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
、
図
書
館
で
も
、
ど
う
い
っ
た
市
で
ど
う
い

っ
た
委
託
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
情
報
を
集
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

 

図
書
館
で
、
限
ら
れ
た
予
算
、
限
ら
れ
た
人
数
の
中
で
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
切
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
市
民
か
ら
入
っ
て
く
る
。
民
間
委
託
と
い
う
流
れ
も

あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
比
較
す
れ
ば
、
今
の
図
書
館
の
役
割
と
い
う
こ
と
も
確
立
で
き
て
く
る
と
思
う
し
、
予
算
や
ニ
ー
ズ
を
考
え
直
す
機
会
に
も
な
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
 

2
0
1
3
 

２
月

 

総
務

常
任

委
員

会
 

図
書
館
の
話
も
出
た
が
、
全
部
民
間
で
、
市
は
手
放
す
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

よ
う
に
も
と
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
持
続
可
能
か
と
い
う
議
論
に
な
る
。
こ
こ
は
行
政
が
押
さ
え

る
。
こ
こ
は
市
民
の
協
力
を
い
た
だ
け
な
い
か
と
。
学
校
と
の
共
用
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
両
面

の
視
点
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
思
う

 

経
営

企
画

課
担

当
課

長
 

確
か
に
効
率
性
だ
け
を
追
求
し
て
い
け
ば
、
非
常
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
と
思
わ
れ
る
。
難
し
い
課
題

で
は
あ
る
が
、
効
率
性
を
追
求
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
落
と
さ
な
い
よ
う
な
や
り
方

を
こ
れ
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い

 

2
0
1
3
 

９
月

 

教
育

こ
ど

も
常

任
委

員
会

 

市
民
の
要
望
と
か
、
多
様
化
と
か
、
高
度
化
に
伴
い
、
業
務
を
担
う
職
員
の
よ
り
専
門
的
な
知

識
、
技
術
が
必
要
で
は
な
い
か
。
司
書
の
補
充
と
か
職
員
の
資
質
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

司
書
の
資
格
を
持
っ
た
技
術
職
員
の
採
用
は
、

2
0
年
前
に
行
っ
た
後
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
退
職
等
の
補
充

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
司
書
の
資
格
を
持
っ
た
事
務
職
員
を
あ
て
て
い
る
。
本
の
専
門
家
と
し
て
の
司
書
の

能
力
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い
て
、

1
0
0
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
図
書
館
を
継
承
し
て
い
く
に
は
、
専
門
家
で

あ
る
司
書
は
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
研
修
に
関
し
て
も
、
県
の
研
修
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
司
書
の
技
術
向
上

に
当
て
て
い
る
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2
0
1
4
  

１
月

 
 

 
 

総
務

常
任

委
員

会
 

 

こ
の
計
画
で
い
く
と
、
耐
震
化
に
手
を
つ
け
た
ら
、
少
な
く
と
も
あ
と
数
十
年
は
こ
の
施
設
を
維

持
し
て
い
く
と
い
う
段
階
に
来
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
央
図
書
館
は
未
来
永
劫
残
す
計
画
だ
と
い

う
状
況
に
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

 
こ
こ
で
一
度
投
資
し
た
か
ら
、
耐
震
の
期
限
が
切
れ
る

数
年
前
か
ら
中
央
図
書
館
は
ど
う
あ
る
べ
し
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
、
移
設
す
る
の
か
、
ど
こ

か
に
持
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
議
論
を
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
、

2
8
年
度
に
工
事
し
た
ら
、

最
低

3
8
年
ぐ
ら
い
ま
で
図
書
館
は
そ
の
ま
ま
で
す
と
い
う
よ
う
に
読
め
る
。
そ
う
い
う
再
編
計

画
と
思
っ
て
よ
い
か

  

経
営

企
画

課
担

当
課

長
 

公
共
施
設
の
再
編
計
画
を
つ
く
る
中
で
、
今
の
中
央
図
書
館
を
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
を
し
て
い
く
が
、
中

央
図
書
館
は
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。
中
央
図
書
館
を
移
転
す
る
と
し
て
も
、
数
年
の
間
は
利
用
者
が
い

る
の
で
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
耐
震
の
診
断
を
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
耐
震
改
修
等

は
そ
の
再
編
計
画
の
検
討
の
状
況
を
見
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。
建
物
を
延
命
化
す
る
と
い
う
の
は
、
耐
震

対
策
だ
け
を
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
設
備
関
係
と
か
、
そ
う
い
っ
た
老
朽
化
対
策
と
い
う
の
も
必

要
に
な
る
。
ま
ず
人
命
に
か
か
わ
る
耐
震
と
い
う
部
分
は
急
い
で
い
る
。
結
果
次
第
で
、
再
編
計
画
づ
く
り
の
場

と
連
携
を
し
な
が
ら
、
中
央
図
書
館
の
あ
り
方
は
検
討
し
て
い
き
た
い

 

近
代
史
資
料
調
査
収
集
の
体
制
に
つ
い
て

 
中
央

図
書

館
長

 

職
員
と
し
て
は
、
近
代
史
資
料
調
査
収
集
室
嘱
託
員
１
名
と
、
あ
と
市
史
編
さ
ん
の
中
で
事
務
補
助
嘱
託
員
２
人

だ
が
、
近
代
史
の
資
料
、
市
史
編
さ
ん
と
兼
ね
て
、
３
人
体
制
と
い
う
形
で
や
っ
て
い
る

 

今
後
は
ど
う
す
る
の
か

  
中
央

図
書

館
長

 

近
代
史
資
料
の
調
査
収
集
室
嘱
託
員
の
方
に
か
わ
る
方
と
い
う
の
は
、
ま
だ
目
星
も
つ
い
て
い
な
い
。
候
補
は
探

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今
現
在
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
職
員
１
人
を
兼
務
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ

う
い
う
形
で
サ
ポ
ー
ト
等
を
や
っ
て
、
体
制
固
め
を
し
て
い
き
た
い

 

人
材
を
こ
れ
か
ら
育
て
て
い
く
と
い
う
の
も
な
か
な
か
大
変
、
ベ
テ
ラ
ン
に
今
は
お
ん
ぶ
に
だ
っ

こ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
の
方
針
を

 

中
央

図
書

館
長

 

図
書
館
に
と
っ
て
も
、
近
代
史
資
料
室
と
い
う
の
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
、
県
内
で
も
珍
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
近
代
史
の
資
料
収
集
、
保
存
、
そ
う
い
う
部
分
で
体
制
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
4
  

２
月

 

 

定
例

会
 

こ
こ
数
年
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
一
定
の
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
図
書
館
も
多
く
な
っ

て
き
た
。
鎌
倉
市
と
し
て
も
、
よ
り
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
検
討
を
進
め
る
べ

き
。
図
書
館
の
民
営
化
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い

  
 

教
育

長
 

公
立
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
市
の
よ
う
に
市
み
ず
か
ら
運
営
す
る
直
営
方
式
と
、
厚
木
市
や
藤
沢
市

の
よ
う
に
、
窓
口
業
務
を
委
託
す
る
委
託
方
式
、
そ
し
て
全
面
的
な
指
定
管
理
に
よ
る
方
式
と
、
三
つ
の
種
類
の

運
営
方
式
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
鎌
倉
市
の
図
書
館
に
と
り
ど
の
方
式
が
よ
い
の
か
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ス
ト
な
ど
、
情
報
を
今
収
集
し
て
い
る
。
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

 

公
共
施
設
の
再
編
計
画
や
市
長
の
公
約
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
コ
ス
ト
な
ど
競
争
原
理
を
働
か

せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
と
し
て
、
図
書
館
運
営
を
民
間
委
託
な
ど
と
す
る
と
し
て

い
る
。
例
と
し
て
、
武
雄
図
書
館
を
挙
げ
て
い
る
理
由
は
？
民
間
に
丸
投
げ
し
、
利
用
者
の
個
人

情
報
が
守
れ
る
の
か
、
市
民
の
図
書
館
に
な
れ
る
の
か
と
い
う
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
武

雄
市
を
例
と
し
て
紹
介
し
た
理
由
を

  

 

市
長

 

公
共
施
設
再
編
計
画
基
本
方
針
の
中
で
、
再
編
パ
タ
ー
ン
の
基
本
手
法
と
し
て
、
施
設
・
機
能
の
見
直
し
で
は
学

校
建
て
か
え
時
の
公
民
館
等
集
約
化
で
秦
野
市
の
事
例
を
、
運
営
の
見
直
し
で
は
、
図
書
館
の
窓
口
対
応
等
、
一

部
業
務
委
託
で
東
京
都
府
中
市
の
事
例
な
ど
、
全
部
で

1
5
事
例
を
例
示
し
て
お
り
、
武
雄
市
の
図
書
館
の
事
例

も
同
様
に
、
全
国
的
に
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
一
定
の
成
果
が
あ
る
事
例
と
し
て
例
示
を
し
た

 

教
育

長
 

図
書
館
運
営
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
教
育
委
員
会
や
図
書
館
協
議
会
で
の
議
論
は
実
施
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
近
年
、
図
書
館
の
運
営
方
法
が
本
市
の
よ
う
な
直
営
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
窓
口
の
業
務
委
託
方

式
や
、
指
定
管
理
者
方
式
な
ど
、
多
様
化
し
て
い
る
の
で
、
現
在
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
、
他
市
の
事

例
を
参
考
に
、
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ス
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る

  

2
0
1
4
  

3
月

 

 

一
般

会
計

予
算

等
審

査
特

別
委

員
会

  

鎌
倉
の
図
書
館
と
し
て
の
課
題
は

 
中
央

図
書

館
長

 

中
央
館
と
地
域
館
が
４
館
と
い
う
こ
と
で
、
比
較
的
他
市
に
比
べ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
充
実
し
て
い
る
。
課
題

は
、
一
般
の
働
い
て
い
る
世
代
に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
は
十
分
な
の
か
ど
う
か
疑
問
な
と
こ
ろ
が
あ
る

 

歴
史
的
資
料
の
整
理
、
保
存
、
散
逸
防
止
と
い
っ
た
事
業
、
業
務
、
そ
れ
か
ら
近
代
史
資
料
室
を

担
う
仕
事
を
引
き
継
い
で
と
い
う
人
を
育
て
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
と
て
も
大
事
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
そ
の
あ
た
り
は

  

中
央

図
書

館
長

 

実
際
、
ひ
と
り
の
嘱
託
の
尽
力
で
結
構
や
っ
て
い
た
だ
く
部
分
が
あ
る
。
事
務
補
助
嘱
託
で
さ
ら
に
２
人
ほ
ど
つ

け
て
い
て
、
そ
の
２
人
も
指
導
等
に
従
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。

 
そ
の
後
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
の
は
課
題

 

図
書
館
と
い
う
の
は
、
蔵
書
も
建
物
も
だ
が
、
そ
れ
を
担
っ
て
い
く
人
と
い
う
の
が
、
司
書
の
方
も
含
め
て
大
切
だ
と
思
う
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

2
0
1
4
  

６
月

 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 

開
場
時
間
の
件
。
土
日
の
利
用
が
や
っ
ぱ
り
多
く
数
字
が
出
て
い
る
。
学
生
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
は
と
て
も
使
い
に
く
い
の
で
、
土
日
の
利
用
を
希
望
し
て
い
る
よ
う
に
読
め

る
。
具
体
策
と
し
て
、
例
え
ば
開
館
時
間
を
土
日
は
延
ば
す
と
か
、
夏
は
日
が
長
い
の
で
特
に
そ

の
辺
の
と
こ
ろ
を
配
慮
す
る
と
か
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か

 

中
央

図
書

館
長

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
土
日
の
利
用
が
多
い
と
い
う
の
は
出
て
い
て
、
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
は
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
。
今
、
夜
間
開
館
を
木
曜
と
金
曜
に
行
っ
て
い
る
が
、
鎌
倉
市
内
に
図
書
館
は
５
館
あ
る

が
、
夜
間
利
用
は
ば
ら
つ
き
も
あ
り
、
今
一
律
に
行
っ
て
い
る
が
、
各
館
時
間
帯
を
ず
ら
す
な
り
、
そ
う
い
う
検

討
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
と
は
、
夕
方
の
夜
間
開
館
の
部
分
の
利
用
者
数
の
調
査

等
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
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全
国
的
に
職
員
の
非
正
規
化
が
進
ん
で
い
る
。
鎌
倉
市
の
場
合
も
正
規
職
員
が

2
3
人
、
嘱
託
の

方
が

3
8
人
だ
っ
た
か
と
い
う
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
職
員
の
質
の
向
上
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い

う
ふ
う
に
今
後
考
え
て
い
る
か

  

中
央

図
書

館
長

 

平
成

2
6
年
度
の
職
員
数
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
み
に
限
る
と
、
正
規
職
員

2
0
名
、
非
常
勤
の
職
員
が

3
7

名
。
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
あ
た
っ
て
は
、
非
常
勤
の
方
の
力
を
か
な
り
の
部
分
借
り
て
い
る
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
部
分
と
い
う
の
は
、
正
規
職
員
は
、
県
な
り
国
な
り
の
研
修
等
を
受
け
て
、
研
さ
ん
を
積
ん
で
力
を
つ
け

て
い
く
と
と
も
に
、
非
常
勤
の
方
に
関
し
て
も
、
年
１
回
は
必
ず
中
央
図
書
館
へ
集
ま
っ
て
研
修
を
や
っ
て
い
る

 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か

 
中
央

図
書

館
長

 

今
の
図
書
館
を
取
り
巻
く
状
況
と
い
う
の
は
、
単
な
る
本
の
貸
出
以
外
に
も
、
課
題
解
決
と
か
の
要
望
と
い
う
の

は
か
な
り
多
い
の
で
、
そ
う
い
う
部
分
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
必
要
は
あ
る

 

ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の
中
心
に
図
書
館
と
い
う
も
の
が
置
か
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
ぐ
ら
い
の
大

事
な
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
聞
い
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
い
う
の
は

非
常
に
大
事
な
こ
と
な
の
で
、
重
要
性
と
い
う
こ
と
を
よ
く
図
書
館
で
も
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
 

中
央

図
書

館
長

 

市
民
の
方
が
課
題
解
決
の
た
め
に
来
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
率
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
課
題
解
決
の
た
め
の

知
識
と
い
う
か
、
こ
う
い
う
本
を
読
ん
だ
ら
こ
う
い
う
課
題
解
決
の
方
法
が
あ
る
と
い
う
、
プ
ロ
の
知
識
と
い
う

の
は
大
事
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
知
識
と
い
う
部
分
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
い
ろ
ん
な
事
例
集
み
た
い
な

も
の
を
つ
く
っ
て
い
て
、
正
規
、
非
常
勤
に
か
か
わ
ら
ず
共
有
し
て
い
く
よ
う
な
方
法
も
と
っ
て
い
る
。

 

図
書
館
と
い
う
の
は
町
を
変
え
て
い
く
パ
ワ
ー
が
あ
る
。
県
下
で
は
一
番
古
い
図
書
館
で
、
文
化

を
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
が
大
事
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
ど
う
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
、
活
用
し
て
も
ら
え
る
図
書
館
に
し
て
い
く
か
、
そ
こ
が
計
画
の

真
骨
頂
。

 
経
営
企
画
部
長
か
ら
教
育
部
長
に
シ
フ
ト
を
さ
れ
て
、
そ
う
い
う
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
だ
計
画
に
練
り
直
し
て
き
ち
っ
と
出
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
と
お
も
っ
て
い
た
の
だ
が

 

教
育

部
長

 

策
定
の
経
過
は
聞
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
も
と
っ
て
い
く
と
か
、
各
団
体
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
も
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
流
れ
を
逐
次
踏
ん
で
き
て
、
４
月
の
段
階
で
教
育
委
員

会
に
諮
る
段
階
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
こ
の
形
で
最
終
の
案
を
出
し
た
経
過
が
あ
る
。
図
書

館
の
必
要
性
と
か
、
今
後
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
も
、
幾
つ
か
示
唆
し
て
い
た
だ

け
た
か
と
思
っ
て
い
る

  

資
料
の
保
存
環
境
は
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
る
の
か
。

  
中
央

図
書

館
長

 

温
湿
度
管
理
は
今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
中
央
図
書
館
は
津
波
の
被
害
と
い
う
の
は
想
定

さ
れ
る
。
貴
重
な
図
書
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
深
沢
図
書
館
の
地
下
の

書
庫
も
あ
る
し
、
あ
と
は
中
央
図
書
館
の
３
階
に
避
難
、
移
設
す
る
と
い
う
考
え
も
あ
る

 

子
ど
も
以
上
に
大
人
の
読
書
離
れ
と
い
う
の
が
、
目
を
覆
う
ば
か
り
の
状
況
で
あ
る
。
図
書
館
の

役
割
は
、
そ
の
中
で
読
書
を
紹
介
し
、
読
書
欲
を
喚
起
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
積
極
的
に
読
書

を
推
進
し
て
い
く
、
働
き
か
け
て
い
く
。
図
書
館
を
充
実
さ
せ
る
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
で
は
な
く

て
、
図
書
館
が
、
市
民
生
活
の
中
に
打
っ
て
出
て
い
く
よ
う
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

 

中
央

図
書

館
長

 

今
、
鎌
倉
市
の
図
書
館
で
、
大
人
に
対
し
て
の
読
書
相
談
と
か
、
本
の
紹
介
と
か
、
そ
う
い
う
部
分
は
ち
ょ
っ
と

少
な
い
か
と
は
感
じ
て
い
た
。
大
人
の
方
が
来
て
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
い
う
の
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
展
示
の
工
夫
と
か
、
本
を
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
工
夫
と
か
、
そ
う
い

う
部
分
も
や
っ
て
い
き
た
い
。
外
に
出
て
図
書
館
を
宣
伝
す
る
と
い
う
部
分
も
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら

 

2
0
1
4
 

9
月

 

一
般

会
計

決
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

公
共
施
設
再
編
計
画
で
、
図
書
館
の
運
営
形
態
の
見
直
し
と
い
う
項
目
が
出
て
き
た
。
指
定
管
理

者
と
い
う
形
が
方
向
づ
け
と
し
て
出
て
い
る
。

 
こ
う
い
う
方
針
を
出
す
と
き
に
、
図
書
館
協
議

会
な
り
に
諮
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
あ
る
べ
き
方
向
を
出
し
、
公
共
施
設
再
編
計
画
の
中

で
は
こ
う
し
て
い
く
こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
図
書
館
側
か
ら
出
し
て
い
く
と
い
う
形
を

と
ら
な
い
と
。
た
だ
、
財
政
的
な
問
題
、
視
点
か
ら
だ
け
で
、
公
共
施
設
の
床
面
積
を
減
ら
す
と

い
う
、
そ
れ
だ
け
を
中
心
と
し
た
形
の
再
編
計
画
の
中
で
は
、
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
と
か
と
い

う
議
論
そ
の
も
の
は
見
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

 
公
共
施
設
再
編
計
画
の
基
本
方
針
が
出
さ
れ
た

中
で
図
書
館
と
し
て
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

 
図
書
館
協
議
会
に
関
し
て
は
、
図
書
館
法
に
、
図
書
館
の
運
営
に
関
し
て
、
館
長
の
諮
問
に
応
ず
る
と
と
も
に

図
書
館
で
行
う
図
書
館
方
針
に
つ
い
て
館
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
関
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成

2
5
年

度
は
年
４
回
開
催
し
、
主
に
第
２
次
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
い
た
。
公
共
施
設
再
編

計
画
に
関
し
て
は
具
体
的
に
意
見
は
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。
具
体
的
な
案
と
な
っ
た
段
階
で
、
各
委
員
に
お
知
ら

せ
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
た
び
９
月
９
日
付
で
、
各
委
員
に
公
共
施
設
再
編
に
関
し
て
の
意
見
を
い
た
だ

く
よ
う
に
手
紙
を
送
っ
た
。
そ
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
教
育
委
員
会
内
で
考
え
て
い
き
た
い

 

2
0
1
4
  

9
月

 

 

定
例

会
 

鎌
倉
市
内
全
体
の
行
政
区
一
つ
一
つ
に
拠
点
校
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
に
地
域
に
あ
る
図

書
館
と
か
、
学
習
セ
ン
タ
ー
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
集
約
し
て
い
こ
う
と
い
う
計
画
の
よ
う
だ

が
、
こ
の
方
針
を
つ
く
る
に
当
た
っ
て
、
専
門
機
関
に
意
見
を
き
く
、
議
論
し
て
も
ら
う
よ
う
な

場
は
持
っ
た
の
か

 

教
育

長
 

社
会
教
育
委
員
、
図
書
館
等
の
社
会
教
育
施
設
に
関
連
す
る
協
議
会
の
委
員
に
は
、
公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ
い

て
の
説
明
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
係
る
内
容
が
確
定
し
次
第
、
周
知
を
行
う
こ
と
で

準
備
を
今
進
め
て
い
る
。
社
会
教
育
施
設
全
般
に
わ
た
る
長
期
的
な
計
画
な
の
で
、
委
員
に
は
今
後
も
丁
寧
に
説

明
し
て
い
き
た
い
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施
設
と
機
能
を
分
離
す
る
と
い
う
考
え
方
、
こ
れ
は
、
市
民
に
提
供
さ
れ
る
施
設
の
量
と
質
に
か

か
わ
る
問
題
。
だ
か
ら
、
社
会
教
育
法
、
図
書
館
法
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
法
に
基
づ
い
て
、
そ

の
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
よ
う
、
図
書
館
の
あ
り
よ
う
、
社
会
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
の
専
門
的
な
立

場
で
意
見
を
言
う
社
会
教
育
委
員
、
こ
う
い
う
方
々
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
の

が
基
本
方
針
で
は
な
い
の
か

 

市
長

 

公
共
施
設
再
編
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
理
解
・
協
力
な
し
に
は
進
め
て
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
は
御
指
摘

の
と
お
り
。
よ
り
丁
寧
に
、
社
会
教
育
委
員
や
図
書
館
協
議
会
の
委
員
に
も
十
分
に
説
明
を
し
て
御
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い

 

図
書
館
に
は
図
書
館
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
。
こ
う
い
う
分
野
ご
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
方
々
の
御
意
見
も
聞
く
べ
き
。
単
に
、
コ
ス
ト
、
コ
ス
ト
だ
け
で
い
く
と
、
大
変
な
過
ち
を
犯
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
点
は
十
分
心
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

 

2
0
1
4
  

1
2
月

 

 

定
例

会
 

 

鎌
倉
市
に
と
っ
て
、
将
来
的
に
あ
る
べ
き
図
書
館
は
こ
う
で
あ
る
と
か
、
市
民
利
用
施
設
は
こ
う

で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
現
場
の
中
で
練
ら
れ
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
す
く
い
上
げ
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
担
当
の
部
署
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
分
類
ご
と
の
将
来
的
な
あ
り
方
の

ビ
ジ
ョ
ン
、
そ
う
い
う
も
の
を
出
す
と
予
想
し
て
い
た
の
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
だ

  

経
営

企
画

部
長

 

大
き
な
目
標
の
一
つ
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
、
維
持
管
理
を
持
続
可
能
な
形
で
し
て
い
く
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
。
当
然
に
し
て
、
現
状
の
施
設
利
用
と
か
、
今
後
の
あ
り

方
等
も
議
論
し
な
が
ら
ま
と
め
て
き
た

 

計
画
素
案
で
は
、
公
共
施
設
再
編
の
今
後
の
推
進
体
制
と
し
て
、
新
た
な
資
産
管
理
の
担
当
部
署

を
設
け
て
、
図
書
館
、
子
育
て
関
連
施
設
と
い
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
部
署
は
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
専
念
す
る
と
い
う
構
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
た
な
資
産
管
理
の
担
当
部
署

と
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
部
署
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
民
間
業
者
へ
の
委
託
も
あ
り
得
る
の
か

 

経
営

企
画

部
長

 

現
在
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
施
設
を
運
営
す
る
部
署
が
個
別
に
行
っ
て
い
て
、
施
設
全
体

を
総
合
的
に
、
総
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
今
後
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
公
共
施
設

の
整
備
、
維
持
管
理
、
資
産
管
理
を
行
う
部
署
を
設
け
、
専
門
的
知
識
の
あ
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
公
共
施

設
の
整
備
、
維
持
管
理
、
過
去
の
デ
ー
タ
等
を
一
元
的
に
管
理
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。
現
時
点
で
は
、
民
間
へ
の
委
託
は
考
え
て
い
な
い

  

本
庁
舎
と
図
書
館
の
施
設
の
あ
り
方
と
い
う
の
は
、
今
後
の
公
文
書
の
保
存
・
管
理
の
仕
方
に
大

き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。
本
庁
舎
は
、
現
在
地
で
の
建
て
か
え
、
長
寿
命
化
、
深
沢
へ
の
移
転
方

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
図
書
館
は
、
中
央
図
書
館
が
、
大
規
模
修
繕
ま
た
は
建
て
か
え
に
よ
り

拠
点
図
書
館
と
し
て
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
施
設
の
更
新
時
期
を
め
ど
に
公
文
書

管
理
条
例
策
定
の
準
備
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
本
庁
舎

及
び
図
書
館
の
関
係
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

 

総
務

部
長

 

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
更
新
も
含
め
て
、
本
庁
舎
や
図
書
館
等
の
見
直
し
の
時
期
、
こ
れ
を
大
き
な
一

つ
の
機
会
と
捉
え
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

 

2
0
1
5
  

2
月

 

 

定
例

会
 

 

図
書
館
の
果
た
す
役
割
を
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か

 
教
育

部
長

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
読
書
体
験
の
た
め
に
図
書
利
用

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
資
料
の
収
集
・
保
存
に
努
め
て
、
研
究
を
進
め
て
い

る
。

 図
書
館
法
で
は
、
図
書
館
と
は
、
当
初
記
録
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
・
保
存
し
て
、
一
般

公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
図
書
館
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
求
め
て
い
る
市
民
の
方
が
必
要
な
資
料
や
情
報

と
出
会
え
る
場
と
な
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

 

素
案
策
定
時
に
、
地
域
図
書
館
を
貸
出
機
能
の
み
と
し
た
そ
の
理
由
は

 
教
育

部
長

 

他
自
治
体
の
事
例
等
も
参
考
に
し
て
、
多
世
代
が
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
事
前

予
約
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

た
。

 し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
検
討
の
中
で
内
容
を
変
更
し
、
現
在
は
貸
出
機
能
の
み
に
限
定
し
な
い
、
各

地
域
の
図
書
館
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

 

2
0
1
5
 

1
1
月

 

一
般

会
計

決
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

T
S
U

T
A
Y
A
を
展
開
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
や
り
方
に
対
し
て
は
、
ど
う
い
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か

 
中
央

図
書

館
長

 

Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
運
営
し
て
い
る
武
雄
市
図
書
館
、
海
老
名
市
図
書
館
で
、
選
書
の
問
題
が
出
た
こ
と
は
報
道
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
海
老
名
市
は
、
配
架
資
料
が
ふ
え
た
点
、

3
6
5
日
の
開
館
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
の
無
料
貸
出
、
Ｗ
ｉ
－

Ｆ
ｉ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
、
そ
う
い
う
評
価
す
べ
き
点
も
あ
る
。
評
価
す
べ
き
点
は
評
価
し
て
、
鎌
倉
市
の

図
書
館
で
そ
う
い
う
部
分
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
い
部
分
は
取
り
入
れ
て
や

っ
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
選
書
の
問
題
は
問
題
あ
り
か
と
思
っ
て
い
る
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2
0
1
5
  

1
2
月

 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 
 

図
書
館
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
、
課
題
を
抱
え
た
子
供
た
ち
に
対
し
て
の
取
り
組
み
の
考
え
方

を
 

中
央

図
書

館
長

 

図
書
館
は
、
利
用
者
の
秘
密
を
守
る
と
い
う
こ
と
が
大
原
則
な
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
見
守
っ
て
い
く
姿
勢
に
な

る
。
そ
の
な
か
で
、
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
た
り
、
壁
面
に
掲
示
し
た
。
ま
た
、

体
と
命
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
で
展
示
し
て
い
る
。
自
殺
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
、
関
連
す
る
書
籍
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
置
く
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
つ
く
っ
た
。

 課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
が
職
員
に
声
を
か
け
て
き
た
と
き
に
、
支

援
が
必
要
な
ら
関
係
機
関
等
を
紹
介
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
な
ど
を
知
る
た
め

に
も
、
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る

 

具
体
的
に
、
開
館
時
間
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
と
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の
か

 
中
央

図
書

館
長

 

社
会
人
と
か
学
生
の
利
用
拡
大
の
た
め
に
も
、
開
館
時
間
の
延
長
は
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
た
だ
し
、
今
現

在
、
地
域
館
を
含
め
５
館
あ
る
が
、
全
て
同
じ
よ
う
に
延
長
し
て
い
く
の
か
は
利
用
者
の
動
向
も
含
め
て
、
検
討

し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
5
 

1
2
月

 
 

一
般

会
計

決
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

地
域
館
だ
か
ら
と
い
っ
て
貸
出
場
に
な
る
よ
う
な
こ
と
で
は
、
本
当
の
図
書
館
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
い
う
役
割
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
深
く
自
覚
し
た
図
書
館
運
営
に
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
図
書
館

1
0
0
年
の
歴
史
に
し
っ
か
り
と
立
脚
し
た
、
先
を
展
望
し
た
図
書
館
行
政
を
構
築
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

 

 

2
0
1
6
  

2
月

 

 

定
例

会
 

 

地
域
図
書
館
の
常
勤
職
を
な
く
す
と
い
う
市
の
方
針
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
深
く
か
か
わ
る
問

題
。
し
か
も
、
図
書
館
運
営
と
地
域
住
民
の
学
習
権
に
か
か
わ
る
問
題
。
常
勤
職
の
配
置
を
な
く

す
こ
と
は
、
図
書
館
行
政
の
大
き
な
後
退
に
つ
な
が
る
。
今
後
、
拠
点
校
に
支
所
や
子
ど
も
会
館

な
ど
と
と
も
に
集
約
化
す
る
方
針
が
あ
る
が
、
非
常
勤
化
は
見
直
し
、
常
勤
体
制
は
堅
持
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か

 

市
長

 
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
図
書
館
に
限
ら
ず
、
公
共
施
設
の
配
置
や
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
一
か
ら
見
直
し
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

 

図
書
館
の
重
大
な
責
務
は
ア
ー
カ
イ
ブ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
だ
と
思
う
。
現
在
、
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能

向
上
に
当
た
っ
て
予
算
の
状
況
、
今
後
進
め
た
い
課
題
な
ど
は
あ
る
か
。

 
図
書
館
を
運
営
す
る

に
当
た
っ
て
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。
鎌

倉
市
の
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
、
こ
の
日
本
図
書
館
協
会
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
資
し
て
い
る

の
か
。
鎌
倉
市
は
日
本
図
書
館
協
会
の
運
営
や
活
動
に
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
し
て
関
与
さ
れ
て

き
た
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
か

 

教
育

長
 

 
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
は
、
図
書
館
と
し
て
の
基
本
的
な
役
割
で
あ
る
。

 課
題

は
資
料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
。
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
に
つ
い
て
は
、
日
本
図
書
館
協
会
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
で
、
図
書
館
は
、
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
の
知
る
権
利
を
も
つ
国
民
に
資
料
と
施
設
を
提
供

す
る
こ
と
を
大
切
な
役
割
と
し
て
い
る
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
資
料
の
収
集
、
資
料
の
提
供
の
自
由
と

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
本
市
に
お
い
て
も
、
図
書

館
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
こ
れ
ら
日
本
図
書
館
協
会
が
行
う
研
修
、
講
座
に
参
加
し
て
い
る
。
図
書
館
協

会
の
運
営
に
は
こ
れ
ま
で
評
議
員
や
委
員
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
今
後
も
図
書
館
の
発
展
を
支
え
る
活
動
と
し

て
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
日
本
図
書
館
協
会
と
は
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
た
い

 

2
0
1
6
  

2
月

 
 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 
 

図
書
館
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
は
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
ほ
し
い
。
課
題
と
し
て

資
料
を
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
大
分
足
り
て
い
な
い
そ
う
だ
が
ど
う
し
て
い
く
か

 

中
央

図
書

館
長

 

中
央
図
書
館
の
地
下
書
庫
、
深
沢
図
書
館
の
地
下
書
庫
、
腰
越
図
書
館
に
は
雑
誌
専
用
の
地
下
書
庫
が
あ
る
。
３

館
を
含
め
て
、
整
理
等
を
し
て
、
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
、
保
管
場
所
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。
ど
の
ぐ
ら
い
で

あ
ふ
れ
る
か
と
い
う
の
は
ま
だ
検
証
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
う
い
う
可
能
性
が
出
て
き
た
ら
、
ま
た
ほ
か
の
場
所

と
か
、
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

 

基
本
的
人
権
の
一
つ
の
知
る
権
利
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
は
、
図
書
館
の
重
大
な
役
割

が
あ
る
。
今
後
も
絶
対
的
に
こ
れ
に
関
し
て
は
遵
守
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
教
育
部
長
、

い
か
が
か

  

教
育

部
長

 

図
書
館
の
基
本
的
な
も
の
と
い
う
の
は
守
っ
て
行
き
た
い
。
本
会
議
、
一
般
質
問
の
関
連
質
問
の
中
で
、
教
育
長

も
答
弁
し
た
よ
う
に
、
宣
言
と
い
う
の
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
て
、
そ
れ
を
大
切
に
し
て
、
図
書
館
の
運
営

を
行
っ
て
い
き
た
い

 



 

 

81 

2
0
1
6
 

3
月

 

総
務

常
任

委
員

会
 

近
代
資
料
室
。
今
や
っ
て
い
る
方
も
本
当
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
や
っ
て
い
ら
し
て
、
そ
の
後
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
資
料
や
保
管
の
方
法
、
研
究
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
て
い
た

だ
か
な
い
と
、
せ
っ
か
く
や
る
に
し
て
も
問
題
で
は
な
い
か

 

歴
史

ま
ち

づ
く

り
推

進
担

当
次

長
 

鎌
倉
の
歴
史
文
化
を
研
究
す
る
機
関
が
な
い
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
の
弱
い
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
歴

史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
後
、
博
物
館
構
想
を
策
定
す
る
予
定
な
の
で
、
そ
の
中
で
、
鎌
倉
の
歴
史

文
化
を
研
究
し
て
い
く
機
関
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
6
  

6
月

 

 

定
例

会
 

 

各
部
で
独
自
に
人
員
削
減
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
図
書
館
な
ど
は
地
域
館

の
正
規
職
員
を
、
現
在
の
３
人
体
制
を
１
人
体
制
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
審
議
会
に

諮
問
を
し
た
り
し
て
い
る
。
人
を
減
ら
す
こ
と
が
第
４
次
職
員
数
適
正
化
計
画
に
連
動
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
問
題
。
現
在
、
全
庁
的
な
削
減
の
動
向
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
い

う
の
は
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る
の
か

 

教
育

部
長

 

図
書
館
協
議
会
に
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
と
い
う
諮
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
指
摘
の
あ

っ
た
内
容
に
つ
い
て
御
意
見
を
聴
取
し
て
い
る

 

市
は
公
共
図
書
館
の
果
た
す
役
割
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か

  
教
育

部
長

 

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
住
民
誰
も
が
豊
か
な
読
書
体
験
を
得
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
方
々
が
必
要
と
す
る

資
料
や
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
る

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
、
目
指
し
て
い
る
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

  
教
育

部
長

 

本
市
の
図
書
館
は
明
治

4
4
年
の
開
館
以
来
、
地
域
資
料
の
保
存
・
継
承
と
市
民
協
働
に
よ
る
図
書
館
づ
く
り
を

実
践
し
て
き
た
。
目
指
す
姿
と
し
て
は
、
地
域
資
料
の
公
開
と
活
用
に
よ
り
ま
す
鎌
倉
の
文
化
の
普
及
・
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
交
流
を
図
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
な
る
こ
と
と
考
え
て

い
る

 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
よ
っ
て
図
書
館
の
あ
り
方
、
運
営
の
仕
方
、
目
指
す
も
の
は
違
っ
て
い
い
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
そ
の
自
治
体
ら
し
い
図
書
館
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
最
良
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

  

鎌
倉
市
は
公
共
図
書
館
と
し
て
、
今
後
、
地
域
館
を
残
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か

 
教
育

部
長

 
公
共
施
設
再
編
計
画
で
は
、
地
域
拠
点
校
へ
集
約
す
る
機
能
の
一
つ
と
し
て
残
す
こ
と
と
し
て
い
る

 

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
、
地
域
館
を
残
す
と
市
が
判
断
し
た
理
由
は
何
か

 
経
営

企
画

部
長

 

公
共
施
設
再
編
計
画
の
素
案
の
時
点
で
は
、
地
域
図
書
館
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
貸
出
機
能
の
み
を
地

域
拠
点
校
で
継
続
す
る
こ
と
し
た
。
そ
の
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
庁
内
で
の
検
討
、
関
係
団
体
と
の
意
見

交
換
等
を
踏
ま
え
、
市
民
の
方
々
が
直
接
本
に
触
れ
、
必
要
な
資
料
や
情
報
と
出
会
え
る
場
と
な
る
よ
う
、
地
域

図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
た

 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
つ
く
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
と
全
く
か
け
離
れ
て
い
る
地

域
館
の
あ
り
方
の
検
討
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
今
は
考
え
て
目
指
し
て
い
る
の
か

 

経
営

企
画

部
長

 

公
共
施
設
再
編
計
画
で
は
、
各
地
域
の
図
書
館
機
能
は
地
域
拠
点
校
の
建
て
か
え
等
に
合
わ
せ
、
多
世
代
が
交
流

で
き
る
場
と
の
複
合
化
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
複
合
化
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
に

な
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
る
意
見
交
換
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
地
域
ご
と
の
あ
り
方
の
検
討
を
行

い
な
が
ら
、
学
校
図
書
室
ス
ペ
ー
ス
を
共
有
す
る
工
夫
な
ど
、
他
市
で
の
成
功
事
例
等
も
参
考
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
予
定
し
て
い
る

 

今
後
、
地
域
館
と
し
て
の
機
能
を
縮
小
す
る
と
か
、
貸
出
機
能
の
み
に
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性

は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か

 

経
営

企
画

部
長

 
現
行
計
画
上
で
は
貸
出
機
能
の
み
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

 

職
員
数
適
正
化
計
画
は
図
書
館
も
例
外
で
は
な
い
と
、
教
育
部
内
で
判
断
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か

 

教
育

部
長

 

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
本
市
の
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
例
外
な
く
公
共
施
設
の
配
置
や
そ

の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
か
ら
見
直
し
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
図
書
館
は
土
曜
・
日
曜
も
開

館
す
る
と
い
う
変
則
と
い
う
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
非
常
に
高
い
状
況
で
あ
る
。
多
様
な
勤
務
体
制
の
見
直
し

等
々
、
こ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
見
直
し
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る

  

今
年
度
は
非
常
勤
嘱
託
員
を
中
心
と
す
る
体
制
に
移
行
す
る
２
館
を
選
び
、
来
年
度
は
試
行
す
る

課
題
の
整
理
、
再
来
年
は
実
際
に
地
域
館
の
非
常
勤
化
を
進
め
て
い
く
具
体
的
な
流
れ
が
示
さ
れ

て
い
る
。
直
接
市
民
と
毎
日
接
し
て
い
る
図
書
館
職
員
や
嘱
託
員
と
の
十
分
な
検
討
は
な
さ
れ
た

の
か

  

教
育

部
長

 

図
書
館
協
議
会
の
諮
問
の
前
に
は
、
係
長
以
上
の
職
員
が
出
席
し
て
い
る
会
議
に
お
い
て
、
諮
問
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
諮
問
以
降
も
、
非
常
勤
嘱
託
員
の
説
明
会
の
開
催
や
、
全
正
規
職
員
の
参
加
の
会
議
も

実
施
し
た
。
諮
問
前
、
諮
問
後
も
非
常
勤
嘱
託
員
の
説
明
会
や
職
員
の
会
議
の
中
で
、
必
要
な
検
討
は
行
っ
て
き

た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
説
明
や
議
論
を
継
続
し
て
続
け
て
い
き
た
い
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諮
問
を
す
る
前
に
、
職
員
や
嘱
託
員
の
意
見
を
き
い
て
、
非
正
規
化
が
で
き
そ
う
な
の
か
ど
う
な

の
か
検
討
し
て
、
そ
の
上
で
委
員
に
説
明
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
協
議
会
で
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
協
議
会
の
委
員
か
ら
、

A
か
、
Ｂ
か
、
Ｃ
か
、
こ
れ
で
行
け
る
の
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
中
、
答
申
な
ん
か
出
せ
ま
せ
ん
よ
と
。
方
向
性
を
決
め
る
判
断
材
料
が
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
と
。
こ
ん
な
に
重
い
判
断
を
で
き
ま
せ
ん
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

 
職
員
、

嘱
託
員
は
ど
う
思
っ
て
い
る
ん
で
す
か
と
。
説
明
し
た
け
ど
意
見
は
聞
い
て
い
な
い
。
慌
て
て
２

月
に
聞
い
て
み
た
。
そ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
。
職
員
や
嘱
託
員
に
説
明
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
き
ち
ん

と
意
見
を
吸
い
上
げ
、
そ
の
上
で
意
見
も
含
め
て
諮
問
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

 
図
書
館
協
議

会
の
諮
問
の
さ
れ
方
は
今
振
り
返
っ
て
適
切
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か

  

教
育

部
長

 

図
書
館
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
当
然
、
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
変
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
協
議
会
の
委
員
に
も
、
鎌
倉
の
図
書
館
の

目
指
す
べ
き
方
向
、
あ
る
い
は
、
考
え
方
と
い
う
の
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、
諮
問
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
説
明
、
あ
る
い
は
理
解
が
、

1
0
0
％
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
反
省
も
し
な
く
て
は
い
け
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
図
書
館
の
今
後
の
運
営
の

あ
り
方
と
い
う
の
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
よ
り
丁
寧
に
対
応
し
て
い

き
た
い

 

第
２
次
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
推
進
し
て
い
く
の
か

 
教
育

部
長

 

第
２
次
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
誰
も
が
必
要
な
資
料
の
提
供
を
受
け
、
鎌
倉
の
地
域
と
歴
史

を
知
る
環
境
を
整
え
、
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
図
書
館
の
実
現
に
向
け
て
、
本
市
が
責
任
を
持
っ
て
、
効
果
的
で

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
と
事
業
の
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い

 

第
２
次
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
推
進
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
諮
問

内
容
は
理
解
で
き
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
方
針
１
に
、
図
書
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点
、
だ
か
ら

地
域
事
情
に
即
し
た
図
書
館
網
の
充
実
を
図
る
。
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
全
体
に
均
質
に
行
き

渡
る
よ
う
に
し
ま
す
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
地
域
館
の
職
員
を
縮
減
す
る
計
画
が
出
て

く
る
。
こ
れ
は
図
書
館
協
議
会
か
ら
も
整
合
性
が
な
い
と
い
う
意
見
が
出
て
い
た
。

 第
２
次
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
推
進
し
て
い
け
る
の
か
と
い
う
観
点
で
、
教
育
部
で
議
論
は
さ
れ
た
の
か

 

教
育

部
長

 

第
２
次
図
書
館
計
画
に
つ
い
て
は
、

3
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
実
現
の
た
め
に
、
運
営
に
関
す
る

見
直
し
も
当
然
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
議
論
は
し
て
い
る
。
図
書
館
の
運
営
と
い
う
の
は
、
土

曜
・
日
曜
の
開
館
と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
に
な
る
。
職
員
の
勤
務
時
間
と
い
う
こ
と
で
考
え
れ

ば
、
当
然
、
月
曜
か
ら
次
の
日
曜
ま
で
連
続
し
て
図
書
館
を
あ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
あ
る
い
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
の
た
め
に
、
例
え
ば
開
館
時
間
を
も
う
少
し
広
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
う
い
っ
た
中
で
は
、

多
様
な
勤
務
体
系
を
構
築
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
か
な
い
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
い
た
だ
け
る
図
書
館
運
営

が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
の
中
で
、
運
営
の
あ
り
方
と
い
う
の
を
提
起
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
議

論
を
し
て
、
よ
り
よ
い
図
書
館
を
目
指
し
て
い
き
た
い

 

協
議
会
の
議
事
録
を
見
る
と
、
職
員
数
を
各
館
１
人
に
す
る
方
向
だ
と
。
カ
ウ
ン
タ
ー
は
非
常
勤

嘱
託
員
だ
け
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
館
３
人
の
職
員
が
行
っ
て
い
る
仕
事
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
そ
れ
を
一
人
で
行
う
の
か
。
地
域
館
の
弱
体
化
が
避
け
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
職

員
は
考
え
て
い
る
。
嘱
託
員
も
不
安
を
持
っ
て
い
る
。
単
に
説
明
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
議
論

が
し
っ
か
り
と
で
き
て
、
話
し
合
い
を
深
め
て
か
ら
諮
問
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
協
議
会
の
委
員
も

皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
。

 
嘱
託
員
、
職
員
の
不
安
に
ど
う
応
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の

見
き
わ
め
が
つ
い
て
い
る
の
か

 

教
育

部
長

 

現
在
、
利
用
の
多
い
土
曜
・
日
曜
だ
が
、
鎌
倉
市
の
図
書
館
の
地
域
館
で
は
、
正
規
職
員
１
名
、
ま
た
非
常
勤
嘱

託
員
３
名
の
体
制
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
市
の
事
例
等
々
で
も
図
書
館
の
運
営
に
支
障
が
な
く
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
う
い
っ
た
事
例
も
、
鎌
倉
の
風
土
や
文
化
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
の
検
証
も
あ
わ

せ
て
行
っ
て
き
た
。
図
書
館
の
運
営
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
今
の
方
針
を
職
員
に
今
後
も
し
っ
か

り
と
根
づ
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
対
応
し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
6
  

6
月

 

 

定
例

会
 

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
は
、
同
規
模
自
治
体
の
図
書
館
活
動
の
比
較
で
見
る
と
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ

る
か

 

教
育

部
長

 

全
国
調
査
の
数
字
で
、
人
口

1
5
万
人
以
上

2
0
万
人
未
満
の
類
似
都
市
、

4
7
団
体
、
こ
の
図
書
館
で
比
較
す
る

と
、
個
人
貸
出
数
で
、

4
7
市
中
９
番
目
。
ま
た
、
文
献
複
写
枚
数
は

4
7
市
中
２
番
目
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
全
国
の
同
類
の
同
様
の
規
模
の
図
書
館
の
中
で
も
利
用
率
が
高
い
図
書
館
で
、
図
書
館
に
あ
る
資
料
等
々
を

利
用
し
て
、
市
民
の
方
々
が
調
査
研
究
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

 

図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
望
ま
し
い
基
準
に
照
ら
し
て
、
鎌
倉
市
の
蔵
書
冊
数
、
図
書

館
費
、
一
人
当
た
り
の
資
料
代
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

 

教
育

部
長

 

貸
出
密
度
上
位
、
こ
れ
は

1
0
％
の
市
町
村
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
だ
が
、
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
の
基
準
で
あ

る
。
例
示
す
る
と
、
人
口
一
人
当
た
り
の
資
料
費
、
資
料
に
か
か
る
費
用
で
比
較
す
る
と
、
こ
の
望
ま
し
い
基
準

で
あ
る
目
標
基
準
例
は

4
5
4
.3
円
だ
が
、
本
市
は
こ
れ
に
当
て
は
め
る
と

1
5
9
円
に
な
る

 

こ
の
望
ま
し
い
基
準
を
目
指
し
て
い
く
数
値
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
か

 
教
育

部
長

 

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
総
合
的
に
判
断
す
る
材
料
が
欲
し
い
。
こ
の

4
5
4
.3
円
と

1
5
9
円
の
こ
の
差
を
、
も
ち
ろ
ん
少
し
で
も
縮
め
て
い
く
こ
と
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

要
因
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
、
一
方
で
は
考
え
て
い
る

  



 

 

83 

７
月
に
答
申
が
出
さ
れ
て
一
定
の
方
向
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
来
年
度
、
試
行
の
結
果
、

ど
の
よ
う
な
観
点
で
分
析
を
す
る
の
か

 

教
育

部
長

 

来
年
度
は
試
行
を
行
い
、
図
書
館
の
利
用
者
、
職
員
の
声
を
聞
き
、
検
証
し
な
が
ら
本
格
実
施
へ
順
次
つ
な
げ
て

い
き
た
い

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
は
何
を
大
切
に
し
て
い
く
の
か
と
、
一
度
立
ち
ど
ま
っ
て
議
論
を
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
質
疑
を
聞
い
て
、
教
育
長
の
お
考
え
を
。
市
長
に
も
お
伺
い
し
ま
す

 

教
育

長
 

現
在
、
図
書
館
協
議
会
に
は
、
鎌
倉
市
の
図
書
館
運
営
に
関
し
て
の
業
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
し

て
諮
問
し
て
い
る
。
鎌
倉
市
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
態
が
よ
い
の
か
、
今
後
も
協
議
を
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

 ７
月
に
は
答
申
が
出
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
、
非
常
勤
嘱
託
員
を
活
用
す

る
な
ど
の
図
書
館
運
営
の
効
率
化
、
そ
し
て
図
書
館
の
開
館
時
間
の
延
長
や
資
料
の
充
実
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
た
い

  

市
長

 

持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
図
書
館
に
限
ら
ず
、
公
共
施
設
の
配
置
の
あ
り
方
や
運
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
一
か
ら
見
直
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
行

政
と
し
て
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
と
っ
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る

 

地
域
館
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
身
近
に
本
と
出
会
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
。
大
人
も
子
ど
も
生
き
に
く
い
社
会
に
あ
っ
て
、
生
き
る
力
を
構
築
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
か
ら
知
識
を

求
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
に
触
れ
体
得
し
て
い
く
。
こ
う
い
う
社
会
に
あ
っ
て
、
図
書
館
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
鎌
倉
な
ら
で
は
の
図
書
館
、
市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
図
書
館
像
を
大
切
に
し
て
、
体
制
を
整
え
て
い
っ

て
ほ
し
い

 

2
0
1
6
  

6
月

 
 

 
 

総
務

常
任

委
員

会
 

 

何
年
間
司
書
と
い
う
の
を
募
集
と
い
う
か
、
正
規
を
雇
っ
て
い
な
い
の
か
。

  

経
営

企
画

部
次

長
 

行
革
担
当
と
し
て
、
現
在
司
書
と
し
て
、
何
年
ま
で
採
用
し
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
今
現
在
資
料
が

な
い
の
で
、
す
ぐ
に
は
回
答
が
で
き
な
い

  

一
番
新
し
い
人
で
も
、
大
分
の
歳
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
で
、
図
書
館
機
能
と
い
う
の
は
貸
出
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
鎌
倉
市
に
と
っ
て
の
文
化
だ
し
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
も
拠
点
で
あ
る
べ
き
だ
し
、

再
編
計
画
の
中
で
拠
点
校
の
中
に
一
つ
押
し
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
な
の
か
。

 財
政
問
題
と
同
時
に
、
人
を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
、
活
動
し
や
す
い
場
を
育
て
て
い
く
の
か
、
そ
こ
は
非
常
に
大
き
な

課
題
。
今
の
ま
ま
だ
と
、
今
度
の
図
書
館
の
方
針
と
い
う
の
は
結
果
的
に
は
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
。
再
編
計
画
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
と
い
う
の
は
市
民
生
活
が
ど
う
な
の
か
、
鎌
倉
市
は
ど
う
い
う
町
を
つ
く
っ
て
い
く
の

か
、
人
を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
、
市
民
の
力
を
ど
う
か
り
る
の
か
。
そ
の
視
点
が
な
い
と
、
だ
ん
だ
ん
寂
し
い
、
貧
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
鎌
倉
市
は
ど
う
い
う
町
な
の
か
と
い
う
の
が
見
え
て
こ
な
い

  

2
0
1
6
  

9
月

 

 

定
例

会
 

 

図
書
館
協
議
会
設
置
条
例
に
よ
る
と
定
数
は
５
名
と
書
い
て
あ
っ
た
。
だ
が
当
日
は
４
人
の
委
員

に
よ
る
協
議
と
な
っ
た
。
最
後
の
最
後
の
答
申
案
を
決
す
る
と
き
に
４
人
し
か
い
な
い
。
そ
の
理

由
を

 

教
育

部
長

 

図
書
館
協
議
会
の
中
の
定
数
は
５
名
。
そ
の
う
ち
１
名
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
に

は
も
う
次
の
協
議
会
も
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
追
加
の
委
員
の
補
充
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
委
員
の
補
充
は
予

定
し
て
い
る
が
、
最
後
の
第
５
回
目
の
答
申
を
出
し
た
と
き
は
４
名
と
い
う
こ
と
で
あ
る

  

社
会
教
育
関
係
者
が
図
書
館
協
議
会
の
委
員
に
入
っ
て
い
る
理
由
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

  
教
育

部
長

 

当
然
な
が
ら
社
会
教
育
委
員
は
社
会
教
育
を
議
論
す
る
場
の
中
枢
の
機
関
な
の
で
、
そ
の
中
か
ら
委
員
を
登
用
す

る
 

社
会
教
育
関
係
者
が
不
在
で
協
議
を
す
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
。

 
な
ぜ
追
加
で
き
な
か
っ

た
の
か

 

教
育

部
長

 
時
間
的
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る

 

館
長
が
社
会
教
育
委
員
会
に
無
理
し
な
く
て
い
い
で
す
よ
と
言
っ
て
い
る
。
時
間
が
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
。
社
会
教
育
関
係
者
の
立
場
を
軽
ん
じ
て
い
る
。
協
議
会
そ
の
も
の
を
軽
ん
じ
て
い
る

 

教
育

長
 

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
社
会
教
育
委
員
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
の
図
書
館
協

議
会
に
お
い
て
大
変
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
社
会
教
育
委
員
不
在
で
も
よ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
不
適
切

な
発
言
だ
っ
た

 

教
育
こ
ど
も
み
ら
い
常
任
委
員
会
に
出
さ
れ
る
答
申
、
附
帯
意
見
は
、
市
民
に
は
こ
の
附
帯
意
見

が
ど
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
、
経
過
が
わ
か
ら
な
い
。
市
民
へ
の
公
開
性
が
全
く
失

わ
れ
て
い
る
。

 
附
帯
意
見
が
全
く
公
開
の
場
で
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
点
に
つ
い
て

 

教
育

部
長

 

協
議
会
の
中
で
議
論
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
取
り
扱
い
で
決
せ
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
、
当
然
そ
の
附
帯
意

見
の
協
議
の
内
容
が
、
こ
れ
ま
で
の
公
開
の
場
で
は
な
い
形
に
は
結
果
と
な
っ
た
が
、
協
議
会
の
判
断
と
し
て
承

っ
た
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
私
と
し
て
は
そ
れ
以
上
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
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新
た
に
入
っ
て
き
た
市
民
の
代
表
が
、
私
も
名
前
が
載
る
な
ら
ば
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
言
っ
た
。
だ
か
ら
委
員
長
は
答
申
延
長
で
き
ま
す
か
と
言
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
館
長
が
な

る
べ
く
早
く
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
。
そ
れ
で
協
議
会
委
員
は
困
り
果
て
た
。
そ
れ
で
こ
う
な

っ
た
の
に
、
そ
れ
は
協
議
会
で
の
判
断
で
す
と
は
お
か
し
い

 

教
育

部
長

 

館
長
と
し
て
は
、
予
定
ど
お
り
答
申
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
思
う
。
協
議
会
の
会
長
の
「
延

長
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
」
と
い
う
発
言
に
直
接
「
で
き
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
は
い
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
答

申
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
で
き
な
い
と
捉
え
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。
と

も
か
く
こ
の
協
議
会
の
答
申
と
い
う
こ
と
を
１
年
余
か
け
て
、
各
委
員
の
中
で
も
そ
う
い
っ
た
議
論
を
踏
ま
え
た

答
申
と
考
え
て
い
る

 

市
民
が
納
得
で
き
な
い
よ
う
な
決
ま
り
方
、
そ
ん
な
答
申
に
従
っ
て
こ
れ
か
ら
教
育
委
員
会
は
鎌

倉
市
の
図
書
館
、
地
域
館
の
運
営
は
や
っ
て
い
っ
て
は
い
け
な
い
。

 答
申
案
を
決
議
す
る
日
に

か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
委
員
か
ら
、
地
域
館
の
館
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
と
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
の

期
に
及
ん
で
委
員
か
ら
こ
う
い
う
意
見
が
出
る
、
質
問
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
職
員
の
声
も
把

握
で
き
て
い
な
い
、
答
申
そ
の
も
の
が
熟
議
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

 

教
育

部
長

 

図
書
館
の
中
で
は
館
長
会
議
と
い
う
会
議
が
あ
り
、
毎
月
１
回
程
度
開
催
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
中
で
館
長
か

ら
職
員
に
対
し
て
答
申
案
に
つ
い
て
も
説
明
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

 
私
自
身
は
、
図
書
館
司
書
の
何
名
か
の

職
員
と
面
談
も
し
た
。
今
後
の
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
図
書
館
司
書
の
職
員
の
思
い
と
い
う
こ
と
も
私
の

立
場
で
は
聞
い
て
い
る

 

こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
答
申
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
委
員
会
は
今
後
地
域
館
の
体
制

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
市
民
は
納
得
で
き
な
い
、
も
っ
と
こ
れ
か
ら
、

鎌
倉
の
図
書
館
の
方
向
性
を
決
め
る
協
議
会
な
の
だ
か
ら
、
市
民
の
納
得
い
く
十
分
な
審
議
を
尽

く
し
て
、
透
明
性
が
し
っ
か
り
保
た
れ
た
答
申
の
出
さ
れ
方
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が
ど

う
か

 

教
育

部
長

 

こ
れ
か
ら
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
し
て
い
く
中
で
図
書
館
運
営
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
こ
の
命
題
の
中
で
協

議
会
に
諮
問
を
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
図
書
館
を
持
続
可
能
に
運
営

し
て
い
く
た
め
の
知
恵
出
し
、
こ
れ
が
大
事
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
協
議
会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い

る
。
答
申
を
い
た
だ
い
た
後
は
当
然
教
育
委
員
会
で
も
し
っ
か
り
議
論
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
職
員
に
対
し

て
も
十
分
な
説
明
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
職
員
一
人
一
人
が
こ
の
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
し
っ
か
り
理
解
し

な
い
と
図
書
館
運
営
も
立
ち
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
間
司
書
と
面
談
し
た
と
き
も
私
か
ら
申
し
上
げ

た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
重
々
頭
に
描
き
な
が
ら
、
今
後
対
応
し
て
い
き
た
い

 

私
は
も
う
一
回
十
分
な
審
議
を
尽
く
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
も
う
一
回
話
し
合
う
必
要
性
は
部
長

は
み
じ
ん
た
り
と
も
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
か

  

教
育

部
長

 

い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
議
論
す
る
の
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
答
申
は
協
議
会

の
御
意
見
の
集
大
成
な
の
で
真
摯
に
受
け
て
、
今
後
の
議
論
の
糧
に
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
行
政
運
営
を

す
る
中
で
は
、
職
員
の
理
解
、
あ
る
い
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い

る
 

諮
問
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
冒
頭
、
館
長
は
、

2
0
0
人
以
上
の
職
員
を
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
書
館
も
例
外
で
は
な
く
、
効
率
化
と
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
の
運
営
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り

結
論
あ
り
き
で
せ
き
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
出
さ
れ
た
答
申
。
委
員
長
は
延
ば
せ
ま
す
か
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
延
ば
せ
な
い
。
早
く
出
し
て
く
だ
さ
い
と
。
社
会
教
育
関
係
者
は
無
理
し
な
く
て
い
い
。
ど
れ
一
つ
と
っ
て

も
問
題
だ
。
こ
の
答
申
の
よ
う
な
、
納
得
で
き
な
い
よ
う
な
審
議
の
な
さ
れ
方
に
よ
っ
て
つ
く
っ
た
答
申
に
基
づ
い
て
今
後
地
域
館
の
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
、
そ
う
申
し
上
げ
て
、
質
問
を
終
わ
る

 

本
庁
舎
の
整
備
方
針
に
よ
っ
て
は
、
中
央
図
書
館
の
移
転
と
い
う
事
態
も
あ
り
得
る
。
個
々
の
施

設
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
き
な
公
共
施
設
再
編
の
立
案
を
担
う
体
制
と
い
う
の
は
整
っ
て
い

る
の
か

 

経
営

 
企
画

 
部
長

 
 

 

こ
れ
ら
の
検
討
に
当
た
っ
て
、
全
市
的
な
視
点
で
本
市
の
公
共
施
設
再
編
の
検
証
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
、
経

営
企
画
部
を
中
心
に
全
庁
的
に
議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

  

2
0
1
6
  

9
月

 
 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 

 

市
史
編
さ
ん
。
毎
年
蓄
積
し
て
い
っ
て
、
い
つ
で
も
出
せ
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
デ

ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
き
ち
ん
と
毎
年
残
し
て
い
く
と
か
、
何
か
対
応
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、
そ
こ
は
い
か
が
か

 

中
央

図
書

館
長

 

市
史
編
さ
ん
に
関
し
て
は
、
図
書
館
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
一
層
の
組
織
体
制
の
充
実
を
必
要
と
し
、

市
制
施
行
の

9
0
周
年
と
か
そ
う
い
う
機
会
に
編
さ
ん
を
行
う
な
ど
、
あ
る
程
度
長
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
検
討
す

べ
き
と
考
え
て
い
る

 

第
四
次
職
員
数
適
正
化
計
画
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
全
庁
的
に
少
な
く
し
て
い
く
と
い
う
方
向

に
あ
る
の
で
、
減
ら
す
な
ら
減
ら
す
な
り
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
や
り
方
も
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
今
ど
こ
の
図
書
館
に
行
っ
て
も
、
自
動
貸
出
機
と
か
自
動
返
却
機
と
か
と
あ

る
。
そ
う
い
う
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
か

  

中
央

図
書

館
長

 

自
動
貸
出
機
は
各
館
１
台
置
い
た
。
こ
ち
ら
の
周
知
不
足
と
い
う
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
か
な
か
そ

れ
を
使
っ
て
い
る
場
面
と
い
う
の
は
見
ら
れ
な
い
。
ど
う
し
て
も
窓
口
に
行
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
機
械
化

で
き
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
き
た
い
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
か
、
か
な
り
省
力
化
で
き
る
部
分
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
研
究
し
て
い
き
た
い

 

こ
の
鎌
倉
市
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
の
答
申
は
、
図
書
館
協
議
会
か
ら
ど
こ
に
向
か
っ
て
答
申

さ
れ
る
も
の
な
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

図
書
館
法
第

1
4
条
第

2
項
に
、
図
書
館
協
議
会
は
、
図
書
館
の
運
営
に
関
し
、
館
長
の
諮
問
に
応
ず
る
と
と
も

に
、
図
書
館
の
行
う
図
書
館
方
針
に
つ
き
、
館
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
関
と
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
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出
な
く
て
い
い
と
言
っ
て
出
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
中
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
き
ち
ん
と
し
た
体
を
な
し
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
も
う
一
度
、
こ
の
社
会
教

育
関
係
団
体
に
意
向
を
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
上
で
最
終
取
り
ま
と
め
を
し
て
、
出
し
て

い
た
だ
く
べ
き
で
は
な
い
か

 

中
央

図
書

館
長

 

委
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
手
続
的
に
は
、
社
会
教
育
委
員
の
中
か
ら
図
書
館
協
議
会
委
員
に
ふ
さ
わ
し
い
方

を
推
薦
し
て
い
た
だ
く
の
と
、
教
育
委
員
会
で
任
命
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
が
７
月

2
0
日
に
あ

り
、
我
々
が
御
逝
去
の
事
実
を
知
っ
た
日
か
ら

2
0
日
余
り
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
諸
々
の
手
続
を
行
う
時
間
的

に
余
裕
が
な
い
と
判
断
し
、
７
月

2
8
日
の
協
議
会
は
１
名
欠
員
で
開
催
し
た

 

７
月

2
8
日
を
ず
ら
し
て
や
れ
ば
、
も
し
く
は
社
会
教
育
委
員
に
意
向
を
聞
い
て
、
う
ち
は
も
う

結
構
で
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
何
の
問
題
も
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
意
向
確

認
も
何
も
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
？

  

中
央

図
書

館
長

 
そ
う
で
す

 

2
0
1
6
  

9
月

 

 

一
般

会
計

決
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 
 

図
書
館
協
議
会
の
議
事
録
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
本
来
の
図
書
館
と
し
て
の
あ
り
方
が
、
図

書
館
で
実
際
今
働
い
て
い
る
方
も
含
め
て
総
意
が
ど
こ
ま
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
な
と
。
今
後

の
課
題
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
間
正
規
の
方
を
雇
用
し
た
の
は
、
た
し
か
平
成
６
年
、
そ
れ
以

来
正
規
を
雇
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
辺
は
慎
重
な
論
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
図
書

館
と
し
て
の
あ
り
方
み
た
い
な
こ
と
を
丁
寧
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

 

中
央

図
書

館
長

 

平
成

2
7
年
７
月
９
日
に
、
鎌
倉
市
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
図
書
館
業
務
の
効
率
化
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
図
書
館
協
議
会
に
諮
問
し
た
。
職
員
は
ど
う
い
う
考
え
な
の
か
と
い
う
協
議
会
か
ら
の

質
問
も
あ
っ
た
の
で
、
職
員
間
の
思
い
と
い
う
の
も
話
し
て
き
た
。
効
率
化
の
中
で
は
非
常
勤
嘱
託
員
に
任
せ
る

部
分
は
任
せ
て
い
こ
う
と
い
う
、
さ
ら
な
る
活
用
と
い
う
話
も
あ
っ
た
し
、
平
成
６
年
以
降
専
門
的
な
職
員
が
採

用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
部
分
も
、
専
門
的
な
職
員
の
採
用
を
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
答
申
も
い
た
だ
い
て
い

る
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
部
分
で
、
開
館
時
間
の
延
長
と
か
そ
う
い
う
部
分
も
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
答

申
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
答
申
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
か
ら
図
書
館
で
、
職
員
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
な
計

画
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

  

市
史
編
さ
ん
事
業
と
か
、
近
代
史
資
料
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
非
常
に
頑
張
ら
れ
て
い
る

と
。
い
ろ
い
ろ
な
資
料
、
写
真
を
保
存
し
た
り
、
近
代
史
の
発
掘
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
扱
い
が
非
常
に
貧
し
い
。
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
検
討
し
た
こ
と
は
あ

る
か

  

中
央

図
書

館
長

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
に
と
っ
て
、
近
代
史
資
料
担
当
と
い
う
部
分
は
鎌
倉
市
の
図
書
館
と
し
て
の
特
色
の
一
つ
と
思

っ
て
い
る
。
近
代
史
資
料
担
当
を
充
実
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
こ
と
は
考
え
て
い
き
た
い
。
平
成

2
8
年
４
月
か

ら
歴
史
的
公
文
書
選
別
等
業
務
嘱
託
員
と
い
う
の
を
１
名
採
用
し
た
。
こ
れ
も
一
つ
の
強
化
の
一
環
か
と
思
う
の

で
、
こ
う
い
う
考
え
で
い
き
た
い

 

2
0
1
6
  

1
2
月

 

 

定
例

会
 

 

歴
史
的
公
文
書
の
選
別
の
進
捗
状
況
、
そ
の
選
別
状
況
と
、
選
別
後
の
保
管
の
状
況
、
こ
れ
が
現

在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

  

教
育

部
長

 

歴
史
的
公
文
書
の
選
別
は
平
成

2
6
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
を
開
始
し
た
。
鎌
倉
市
歴
史
的
文
書
等
選
別
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
鎌
倉
市
歴
史
的
文
書
等
選
別
の
た
め
の
細
目
基
準
に
基
づ
き
、
そ
の
年
度
に
廃
棄
さ
れ
る

文
書
か
ら
、
歴
史
的
に
残
す
べ
き
文
書
を
各
課
で
選
別
し
、
そ
の
後
、
中
央
図
書
館
に
送
付
、
中
央
図
書
館
で
最

終
的
な
選
別
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

 

地
域
図
書
館
が
人
件
費
削
減
の
た
め
、
非
常
勤
職
員
の
割
合
を
多
く
す
る
の
は
、
誰
も
が
使
い
や

す
い
図
書
館
行
政
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
地
域
図
書
館
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
正
規

職
員
か
ら
嘱
託
職
員
に
か
え
る
こ
と
は
や
め
て
も
ら
い
た
い
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
。
幾
ら
嘱
託
職
員
の
方
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
と
し
て
も
、
正
規
職
員
と
同
じ
労
働
を
さ
せ

ら
れ
た
ら
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
人
件
費
は
他
市
よ
り
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
民
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
行
政
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

 

教
育

部
長

 

公
立
図
書
館
は
障
害
者
、
高
齢
者
、
子
供
た
ち
な
ど
、
幅
広
い
層
に
と
り
情
報
源
の
場
で
あ
り
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
鎌
倉
市
図
書
館
協
議
会
に
対
し
、
図
書
館
運
営
の
効
率
化
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。
今
後
、
答
申
内
容
を
尊
重
し
、
図
書
館

運
営
を
実
施
し
て
い
く
が
、
限
ら
れ
た
予
算
あ
る
い
は
人
材
の
中
で
、
多
様
な
人
材
を
活
用
し
て
い
く
と
と
も

に
、
開
館
時
間
の
延
長
や
資
料
費
を
増
す
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
努
め
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
来
さ
な
い
よ
う
、
市
民
第
一
に
考
え
て
対
応
し
て
い
く

  

図
書
館
も
指
定
管
理
に
す
る
と
い
う
う
わ
さ
を
聞
い
て
い
る

 
教
育

部
長

 
現
時
点
で
は
、
図
書
館
の
指
定
管
理
は
考
え
て
い
な
い

 

地
域
図
書
館
を
非
正
規
嘱
託
員
を
中
心
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
図
書
館
協
議
会
に
諮
問
す
る
こ

と
に
し
た
理
由
は
何
か

  

教
育

部
長

 

図
書
館
業
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
は
、
鎌
倉

市
の
図
書
館
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
図
書
館
長
か
ら
協
議
会
へ
諮
問
し
た

 

教
育
委
員
会
が
考
え
た
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
、
十
分
な
議
論
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
当
初
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
か

  

教
育

部
長

 
十
分
な
協
議
を
い
た
だ
い
た
と
認
識
し
て
い
る
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い
っ
た
ん
決
を
と
ら
れ
た
答
申
に
対
し
て
、
社
会
教
育
委
員
の
方
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
答
申
に

反
映
さ
れ
た
の
か
。

 

教
育

部
長

 

委
員
は
、
こ
の
答
申
に
関
し
て
は
、
議
事
録
も
含
め
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
と
話
さ
れ
、
社

会
教
育
の
立
場
か
ら
、
学
び
の
循
環
型
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
図
書
館
で

あ
り
、
再
び
学
び
直
す
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
る
と
、
ま
た
社
会
教
育
施
設
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い

な
い
の
は
残
念
で
あ
る
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
議
事
録
と
し
て
残
す
と
い
う
形
で
反
映

さ
れ
た

 

2
0
1
6
 

1
2
月

 
定
例

会
 

陳
情
第

2
9
号
鎌
倉
市
図
書
館
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
の
確
立
に
つ
い
て
の
陳
情
に
つ
き
、
教
育
こ
ど
も
み
ら
い
常
任
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
結
果
を
報
告
す
る

 

陳
情
第

2
9
号
は
、
去
る
９
月
８
日
開
会
の
本
会
議
に
お
い
て
に
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
９
月

1
5
日
に
委
員
会
を
開
き
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
部
委
員
か
ら
、
陳
情
審
査
の
前
提
と
な
る
、
「
鎌
倉
市
図

書
館
の
運
営
に
つ
い
て
、
図
書
館
業
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
協
議
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
諮
問
に
対
す
る
、
鎌
倉
市
図
書
館
協
議
会
か
ら
の
答
申
は
、
社
会
教
育
に
関
す
る
委
員
が
欠
員
の
状
況
で
最
終
確

認
が
行
わ
れ
た
点
、
ま
た
、
附
帯
意
見
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
市
民
の
公
開
の
場
で
審
議
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
手
続
上
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
、
担
当
部
局
か
ら
、
新
た
に
社
会
教
育
に
関
す
る
委

員
を
任
命
し
た
上
で
、
改
め
て
図
書
館
協
議
会
を
開
催
し
、
答
申
及
び
附
帯
意
見
に
つ
い
て
意
見
聴
取
を
行
う
旨
の
意
向
が
示
さ
れ
た
た
め
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

1
2
月

1
5
日
に
委
員
会
を
開

き
審
査
し
た
結
果
、
次
の
結
論
を
得
た

 

理
事
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
９
月

1
5
日
開
催
の
当
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
受
け
、
新
た
に
社
会
教
育
に
関
す
る
委
員
を
任
命
し
た
上
で
、

1
1
月
９
日
に
図
書
館
協
議
会
を
改
め
て
開
催
し
、
社
会
教
育
に
関
す
る
委
員

か
ら
、
答
申
に
対
す
る
意
見
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
、
附
帯
意
見
に
つ
い
て
公
開
の
場
で
審
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
答
申
の
内
容
に
は
変
更
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
答
申
に
は
、
非
常
勤
嘱
託
員
の
研
修
の
充

実
、
専
門
的
嘱
託
員
の
検
討
、
技
術
職
員
の
採
用
、
開
館
時
間
の
延
長
、
図
書
の
充
実
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
図
書
館
と
し
て
は
本
答
申
を
受
け
、
非
常
勤
嘱
託
員
を
中
心
と
し
た
体
制
や
開
館
時
間
の
延
長

に
関
し
、
平
成

2
9
年
度
か
ら
試
行
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

 

当
委
員
会
で
は
、
陳
情
の
要
旨
及
び
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え
方
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
相
違
す
る
意
見
に
分
か
れ
た
。
一
つ
は
、
図
書
館
協
議
会
委
員
が
策
定
に
携
わ
っ
た
第
２

次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
、
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
既
に
示
さ
れ
て
お
り
、
本
答
申
は
、
同
計
画
を
踏
ま
え
た
上
で
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
陳
情
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
計
画
の
見
直
し
の
時
期

に
あ
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
は
継
続
審
査
と
す
べ
き
と
い
う
意
見
。
も
う
一
つ
は
、
市
と
し
て
は
、
職
員
数
適
正
化
計
画
等
を
検
討
す
る
中
で
、
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
模
索
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
職
員
数
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
も
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
確
立
さ
せ
る
時
期

に
来
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
。
以
上
の
よ
う
な
異
な
る
意
見
に
分
か
れ
た
が
、
多
数
に
よ
り
結
論
を
出
す
こ
と
と
し
、
そ
の
後
、
継
続
審
査
を
主
張
し
た
委
員
も
加
わ
り
、

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

 

2
0
1
6
  

1
2
月

 
 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 

 

新
た
に
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
社
会
教
育
関
係
の
委
員
か
ら
の
御
意
見
を
読
む
と
、
取
り
方
に
よ

る
と
反
対
を
し
て
い
る
よ
う
な
意
見
も
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
う
い
う
意
見
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
附
帯
意
見
に
つ
い
て
は
賛
成
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か

  

中
央

図
書

館
長

 

一
つ
だ
け
第
三
者
委
員
会
の
設
置
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
は
社
会
教
育
に
関

す
る
委
員
の
方
か
ら
は
い
た
だ
い
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
特
に
御
意
見
は
な
か
っ
た

 

こ
の
附
帯
意
見
と
い
う
の
は
全
員
が
賛
成
と
い
う
形
で
残
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
よ
い
か

 

中
央

図
書

館
長

 
そ
の
と
お
り
で
す

  

図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
の
答
申
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
う
全
員
が
賛
成
と
い
う
こ
と
で
確
認
し

た
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。
き
ち
ん
と
賛
否
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
い
い
か

 

中
央

図
書

館
長

 

特
に
賛
否
と
い
う
か
、
挙
手
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
委
員
長
が
こ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
と
い
う
こ
と
で
、

皆
さ
ん
が
う
な
ず
い
た

 

答
申
の
受
け
と
め
方
が
随
分
委
員
の
中
で
違
う
と
感
じ
た
の
だ
が
、
館
長
は
ど
う
か

 

中
央

図
書

館
長

 

結
果
的
に
計
６
回
の
協
議
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
中
で
出
て
き
た
答
申
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
の
方
向
性
み
た
い
な
も
の
は
出
た
か
と
思
う

 

こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
試
行
し
て
い
く
中
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
正
規
職
員
は
１
名
で
は
な
く

て
、
２
名
に
も
な
り
得
る
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

 

中
央

図
書

館
長

 
試
行
の
結
果
そ
う
い
う
も
の
も
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
か
と
思
う
。

 

今
ま
で
正
規
職
員
が
３
人
い
た
も
の
を
１
人
に
す
る
。
こ
れ
で
今
後
い
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

１
カ
月
で
わ
か
る
と
は
思
え
な
い
。
も
う
一
回
、
こ
れ
は
作
業
部
会
の
中
で
、
も
う
そ
こ
の
と
こ

ろ
を
深
め
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い

 

中
央

図
書

館
長

 
こ
れ
か
ら
作
業
部
会
で
も
、
そ
の
辺
の
期
間
と
い
う
の
は
議
論
し
て
い
き
た
い
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ほ
か
の
図
書
館
を
見
に
い
く
と
、
自
動
貸
出
機
と
か
、
自
動
で
返
却
す
る
シ
ス
テ
ム
と
か
、
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
人
を
減
ら
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
み
た
い
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
、
人
も
減
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
前
提
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
そ
の
上
で
、
再
来
年
度
に
は
新
た
な
計
画
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
来
年
１
年
間
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
を
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
後
押
し
の
意
味
で
陳
情
に
つ
い
て
は
採
択
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
が
目
指
す
内
容
が
、
今
、
第
二
次
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
い
う
も
の
に
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
策
定
に
は
図
書
館
協
議
会
も
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
う
中
で
、
当
然
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
こ
れ
か
ら

の
鎌
倉
図
書
館
の
あ
る
べ
き
方
向
を
全
て
網
羅
し
た
上
で
答
申
の
考
え
方
に
臨
ま
れ
た
と
解
釈
を
し
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
加
え
て
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
現
計
画
が
終
了
も
し
く
は
見
直

し
を
す
る
時
期
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
課
題
だ
ろ
う
。
今
の
時
点
に
お
い
て
は
継
続
と
考
え
て
い
る

  

鎌
倉
の
図
書
館
の
あ
り
方
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
も
の
を
一
回
し
っ
か
り
鎌
倉
市
で
出
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
鎌
倉
の
図
書
館
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
将
来
像
を
も
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
陳
情
は
採
択
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

 

話
し
合
い
の
中
で
、
今
後
ま
た
何
か
の
形
で
答
申
を
出
す
こ
と
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
と
き
の
た
め
に
は
、
明
確
に
鎌
倉
市
と
し
て
目
指
す
地
域
館
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
照
ら
し
て
議
論
を
し
て

い
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
数
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
答
申
を
出
し
て
い
く
の
で
は
な
く
て
、
鎌
倉
市
が
目
指
す
の
は
こ
う
い
う
地
域
図
書
館
で
す
よ
、
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
や
っ
て
い

け
る
の
で
す
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
目
指
す
も
の
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
、
私
は
採
択
を
し
た
い

 

2
0
1
7
  

2
月

 

 

定
例

会
 

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
ゆ
え
の
使
命
と
は
。
現
在
の
鎌
倉
市
の
図
書
館
の
課
題
は

  
教
育

長
 

鎌
倉
市
の
図
書
館
ゆ
え
の
使
命
と
し
て
は
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
鎌
倉
の
地
域
性

と
、
図
書
館
が
開
館
し
て

1
0
0
年
以
上
と
い
う
、
鎌
倉
の
図
書
館
な
ら
で
は
の
、
歴
史
を
大
切
に
、
文
化
を
継

承
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
現
在
の
鎌
倉
市
の
図
書
館
の
課
題
は
三
つ
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
一
つ
目
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
狭
隘
化
。
解
決
策
と
し
て
は
、
公
共
施
設
再
編
計
画
の
中
で
図
書
館
と
い
う

も
の
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い

 
2
.図

書
館
司
書
に
関
し
て
は
、
資
料
や

鎌
倉
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
い
か
に
継
承
す
る
か
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
解

決
策
と
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
新
し
い
司
書
で
も
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
、
あ
る
い
は
自
分
が
聞
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
過

去
の
資
料
を
参
考
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
上
の
共
有
や
、
研
修
を
深
め
て
、
一
人

一
人
が
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る

 
3
.さ

ま
ざ
ま
な
鎌
倉
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
課
題
。
費
用
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
今
後
は
図
書
館
振
興
基
金
の
活
用
や
、
補
助
金
等
の
活
用
を

考
え
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
対
応
し
て
い
き
た
い

 

図
書
館
と
し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
強
化
を
い
か
に
展
開
す
る
べ
き
と
考
え
る
か

 
教
育

長
 

暮
ら
し
に
役
立
つ
資
料
や
、
地
域
研
究
の
た
め
の
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
、
資
料
を
知
り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
で
き
る
職
員
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
た
め
に
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
共
有
化
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
と
考
え
て
い
る

 

ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
強
化
を
い
か
に
す
べ
き
か
。
そ
れ
に
当
た
っ
て
の
機
会
点
と
と
も
に
具
体
策

を
 

教
育

長
 

ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
に
つ
い
て
は
、
現
在
所
蔵
し
て
い
る
貴
重
書
、
絵
図
、
古
い
写
真
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
順
次
進

め
て
い
る
。
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
を
進
め
て
い
る
の
で
、
今
後
も
広
く
市
民
の
方
へ
の
公
開
、
活
用
の

道
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

 

図
書
館
職
員
、
司
書
の
待
遇
向
上
、
優
秀
な
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。
図

書
館
職
員
に
関
し
て
は
こ
の
待
遇
向
上
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
図
書
館
職
員
に
関
し
て
は
高

い
技
術
と
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
資
質
の
確
保
と
向
上
が
必
要
だ
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。
ま
た
、
正
規
職
員
率
の
向
上
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を

 

教
育

長
 

図
書
館
職
員
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
、
採
用
部
門
で
あ
る
職
員
課
と
連
携
し
て
今
後
も
考
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
図
書
館
職
員
の
質
の
確
保
と
向
上
に
つ
い
て
は
、
特
に
鎌
倉
に
お
い
て
は
地
域
資
料
、
歴
史
資

料
へ
の
高
い
水
準
が
求
め
ら
れ
る
特
質
も
あ
る
の
で
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
資
料
を
習
熟
す
る
よ
う
、
職
員
の

質
と
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
正
規
職
員
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
に
お
け
る
正
規
職
員
、
非
常
勤
嘱

託
員
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
鑑
み
、
こ
れ
か
ら
の
鎌
倉
市
の
図
書
館
に
必
要
な
職
員
数
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
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2
0
1
7
 

2
月

 
定
例

会
 

公
共
施
設
再
編
計
画
で
行
政
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
機
能
等
を
１
カ
所
に
押
し
込
む
拠
点
校
に
つ
い

て
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
民
が
活
動
し
や
す
い
場
所
を
ど
う
広
げ
る
か
等
の
検
討
は

さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
活
動
の
居
場
所
拡
大
の
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か

 

市
長

 

市
民
が
気
軽
に
活
動
で
き
、
使
い
や
す
い
施
設
と
し
て
居
場
所
の
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
鎌
倉
及

び
大
船
に
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
活
動
の
場
の
提
供
や
情
報
相
談
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
両
セ

ン
タ
ー
と
も
手
狭
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
市
民
活
動
の
推
進
に
は
、
市
民
が
気
軽
に

使
え
る
居
場
所
の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
公
共
施
設
再
編
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
地
域
住
民
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
多
世
代
交
流
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
と
っ
て
魅

力
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
施
設
の
付
加
価
値
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
検
討
を
進
め
て
い
く

 

2
0
1
7
  

 3
月

 

  

一
般

会
計

予
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 
 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
ア
ー
カ
イ
ブ
の
観
点
か
ら
、
図
書
館
に
関
し
て
余
り
非
正
規
が
多
く
な
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
う
。
他
の
自
治
体
に
比
べ
て
人
員
配
置
は
多
い
状
況
な
の
か
。
適
正
化
計
画
を
ま

と
め
て
い
る
の
は
経
営
企
画
部
だ
か
ら
、
経
営
企
画
部
に
聞
き
た
い
。

  

経
営

企
画

部
長

 

図
書
館
の
人
数
比
較
は
今
デ
ー
タ
と
し
て
は
持
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
図
書
館
を
出
し
て
い
る
の
は
、
担
い
手
の

見
直
し
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
館
で
、
こ
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
見
直
し
が
図
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
担
い
手
を

か
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
に
加
え
て
い
る

 

図
書
館
に
関
し
て
も
、
他
市
が
こ
れ
だ
け
の
人
数
で
で
き
て
い
る
な
ら
、
う
ち
だ
っ
て
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
必
要
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
で
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
、
図
書
館
は
特
段
に
多
い
の
か
少
な
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
ち
ゃ
ん
と
聞
き
た
か
っ
た
。

 

2
0
1
7
  

6
月

 
 

 

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 

 

玉
縄
図
書
館
に
お
い
て
は
、
正
規
職
員
３
名
が
試
行
期
間
中
は
１
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
職

員
配
置
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

玉
縄
図
書
館
に
今
ま
で
い
た
正
規
職
員
２
名
に
つ
い
て
は
、
中
央
図
書
館
に
引
き
上
げ
、
中
央
図
書
館
で
仕
事
を

し
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
嘱
託
員
３
名
を
玉
縄
図
書
館
の
ほ
う
に
派
遣
し
、
玉
縄
図
書
館
で
は
嘱
託
員
６
名
体
制

で
や
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る

  

専
門
嘱
託
員
と
い
う
の
は

 
中
央

図
書

館
長

 

専
門
の
嘱
託
員
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
職
員
が
や
っ
て
い
た
部
分
の
と
こ
ろ
も
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
の
嘱
託
員
に
関
し
て
は
、
職
員
の
補
助
と
い
う
形
で
区
分
け
を
し
て
い
る

  

ど
の
よ
う
な
評
価
を
ど
う
い
う
手
順
で
行
う
の
か

  
中
央

図
書

館
長

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
っ
て
利
用
者
の
意
向
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
協
議
会
で
検
証
を
図
っ
て
い

き
た
い

 

そ
の
評
価
を
受
け
て
、
こ
れ
は
全
て
の
地
域
館
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

く
と
い
う
形
な
の
か
。
そ
れ
と
も
、
各
地
域
館
全
て
正
規
職
員
を
１
名
に
減
ら
す
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

答
申
の
中
で
、
非
常
勤
嘱
託
員
を
中
心
と
し
た
、
多
様
な
人
材
を
活
用
し
て
図
書
館
の
運
営
を
や
っ
て
い
く
も
の

に
つ
い
て
は
、
玉
縄
図
書
館
と
腰
越
図
書
館
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
だ
っ
た
。
大
船
図
書

館
に
関
し
て
は
、
地
域
館
４
館
の
中
で
一
番
貸
出
数
も
多
く
、
駅
に
も
近
い
と
い
う
こ
と
で
、
開
館
時
間
の
延
長

の
試
行
等
を
や
っ
た
ら
ど
う
だ
と
い
う
答
申
を
い
た
だ
い
た

 

  

2
0
1
7
   

9
月

 

定
例

会
 

 

今
の
図
書
館
行
政
を
ど
ん
な
位
置
づ
け
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か

 
教
育

部
長

 

図
書
館
は
第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
の
中
で
、
生
涯
学
習
の
学
習
環
境
の
整
備
・
充
実
と
い
う
分
野
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
生
涯
学
習
施
設
で
あ
る
。
図
書
館
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で
全
て
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
全
国
有
数
の
歴
史
的
遺
産
を
有
す
る
鎌
倉
市
の
歴
史
を
継
承

す
る
た
め
、
鎌
倉
に
関
す
る
資
料
の
収
集
と
調
査
研
究
体
制
の
充
実
を
進
め
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る

 

図
書
館
の
果
た
す
べ
き
今
の
役
割
に
つ
い
て
認
識
を

 
教
育

部
長

 

図
書
館
の
果
た
す
役
割
は
、
市
民
誰
も
が
豊
か
な
読
書
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
施
設
の
拠
点
と
な

る
場
と
し
て
、
資
料
、
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
図
書
館
も
交
流
の
場
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
居
場
所
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る

  

図
書
資
料
費
に
関
し
て
予
算
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
位
置
づ
け
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
こ
こ
数
年
の
傾
向
も
含
め
て

 

教
育

部
長

 

資
料
費
は
全
体
で
見
る
と
減
少
傾
向
で
あ
る
。
平
成

2
0
年
度
の
決
算
の
額
で
は
、
資
料
費
は
約

4
,1

5
8
万

円
。
直
近
の
平
成

2
7
年
の
決
算
額
は
、
約

2
,5

8
4
万
円
。
人
口
一
人
当
た
り
の
資
料
費
で
分
析
を
す
る
と
、

本
市
の
資
料
費
は

1
4
9
.4
円
。
県
平
均
は

1
4
5
円
な
の
で
、
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
鎌
倉
市
図

書
館
振
興
基
金
の
活
用
な
ど
も
含
め
、
必
要
な
資
料
費
の
確
保
に
努
め
て
い
く

  

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
見
て
も
資
料
費
は
減
額
の
一
途
と
書
い
て
あ
る
。
本
当
に
力
を
入
れ
た
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
鎌
倉
の
図
書
館
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
の
こ
と
が
一
番
詳
し
く
、
質
、
量
と
も
に
、
そ
こ
に
行
け
ば
何

で
も
わ
か
る
と
い
う
、
こ
の
中
世
の
政
権
都
市
の
図
書
館
と
し
て
の
役
割
が
、
鎌
倉
の
図
書
館
し
か
果
た
せ
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
全
国
で
た
だ
一
つ
。
そ
う
い
う
位
置
づ
け
と
し
て
、
財
政
的
に
や
り
く
り
が
で
き
な
い
と
は
思

わ
な
い
。
ぜ
ひ
郷
土
資
料
を
初
め
と
し
た
可
能
な
限
り
の
予
算
の
充
実
を
求
め
る
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相
談
や
読
書
指
導
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
鎌
倉
と
い
う
地

域
性
か
ら
、
全
国
か
ら
鎌
倉
に
関
す
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
広
範
囲
な
情
報
収
集
が
必
要
で
、
組
織
的
な
取
り
組
み
と
司
書
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
中
世
の
政
権
都
市
と
し
て
、
鎌
倉
の
図
書
館
な
ら
で
は
の
役

割
と
し
て
現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か

  

教
育

部
長

 

全
国
か
ら
鎌
倉
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
経
験
を
積
ん
だ
職
員
の
配
置
と
調
査
記
録
の

資
料
の
蓄
積
に
よ
り
、
高
度
な
相
談
内
容
に
も
対
応
し
て
い
る
。

 
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
共
有
と
公
開
を
進
め

て
い
る
が
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
の
検
索
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去
の
同
様
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
図
書
館
に
来
館
し
な
く
て
も
調
べ
方
や
関
連
資
料
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
国
立
国
会
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
全
国
規
模
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
蓄
積
に
努
め
て
い
る

 
現
在
の
専
門
職
体
制
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
次
世
代
の
専
門
的
技
能
を
継
承
す
る
意
味
で
も
、

専
門
職
で
あ
る
司
書
の
職
員
採
用
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
世
代
的
な
バ

ラ
ン
ス
も
と
れ
て
い
く
の
で
、
十
分
に
財
政
的
に
も
配
慮
が
き
く
。
そ
の
こ
と
が
、
鎌
倉
の
文
化

の
集
積
地
、
発
信
地
と
し
て
の
図
書
館
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
図
書
館
は
潤

沢
な
予
算
や
立
派
な
建
物
だ
け
で
な
く
、
す
ぐ
れ
た
人
材
の
確
保
に
よ
っ
て
こ
そ
完
成
し
得
る
も

の
と
、
あ
る
意
味
図
書
館
運
営
の
本
質
的
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
認
識
は
共
有

で
き
る
か

 

教
育

部
長

 

鎌
倉
ら
し
い
蔵
書
の
選
択
と
か
、
あ
る
い
は
多
様
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
人
材
の
確
保
は
大

切
な
要
素
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
異
動
等
に
伴
う
図
書
館
職
員
の
確
保
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
図
書
館
司

書
資
格
の
あ
る
職
員
の
配
置
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
職
員
の
技
術
向
上
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
や
国
の

研
修
を
積
極
的
に
受
講
さ
せ
て
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る

 

玉
縄
館
の
開
館
時
間
を
午
後
５
時
ま
で
に
縮
減
す
る
と
い
う
の
は
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
で
は
な
い
の
か
と
い
う
よ
う
な
指
摘
が
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

 

教
育

部
長

 

鎌
倉
市
図
書
館
協
議
会
に
対
し
、
鎌
倉
市
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
図
書
館
業
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
観
点
か
ら
御
協
議
を
い
た
だ
く
よ
う
諮
問
し
た
。
運
営
の
効
率
化
に
当
た
っ
て
は
、
非
常
勤
嘱
託
員
の
さ
ら
な

る
活
用
と
専
門
的
嘱
託
員
の
配
置
の
検
討
、
そ
し
て
均
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
見
直
し
、
館
に
よ
っ
て
め
り
は
り
を

つ
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
意
見
、
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
開
館
時
間
の
延
長
等
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
答
申
を
受
け
、
試
行
に
至
っ
た

 

図
書
館
に
つ
い
て
は
全
体
的
に
は
高
い
評
価
を
市
民
か
ら
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
わ

か
る
が
、
そ
う
い
う
印
象
は
持
っ
て
い
る
か

 

教
育

部
長

 

多
様
な
意
見
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
図
書
館
が
本
当
に
市
民
に
愛
さ
れ
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
利

用
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
図
書
館
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
改
め
て
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
目
指
す

べ
き
方
向
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
う
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
特
に
感
じ
た

 

玉
縄
館
と
腰
越
館
は
利
用
者
数
が
少
な
い
と
い
う
話
も
き
い
た
が
、
人
口
比
で
見
れ
ば
大
船
よ
り

玉
縄
の
ほ
う
が
使
っ
て
い
る
。
玉
縄
館
だ
け
開
館
時
間
を
削
減
す
る
の
は
、
市
民
の
図
書
館
に
対

す
る
現
在
の
評
価
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
す
べ
き
で
な
い
。
評
価
も
高
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
開
館
時

間
を
削
っ
て
職
員
を
削
る
と
い
う
の
は
、
本
末
転
倒
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
今
の
試
行
を
踏
ま
え
て
慎
重
な
判
断
を
重
ね
て
求
め
た
い

 

教
育

部
長

 

こ
の
試
行
は
、
今
年
の
６
月
か
ら
８
月
の
３
カ
月
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、
情
報
、
そ
し
て
そ
れ

ら
を
分
析
し
て
、
課
題
を
整
理
し
た
中
で
、
今
後
の
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
の
大
き
な
デ
ー
タ
が
こ
こ
で
得
ら

れ
る
の
で
、
そ
こ
を
活
用
し
て
今
後
の
あ
る
べ
き
図
書
館
の
運
営
と
い
う
の
に
生
か
し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
7
  

9
月

 

 

公
共
施
設
再
編
計
画
の
中
で
、
立
派
な
中
央
館
を
整
備
し
て
、
地
域
館
は
縮
小
す
る
の
か
。
そ
れ

と
も
、
市
民
が
高
く
評
価
し
て
い
る
今
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
づ
い
た
形
で
、
地
域

分
散
型
の
図
書
館
運
営
し
て
い
く
の
か
。
再
編
計
画
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
れ
ば
ど
う
調
整
す
る
か

が
問
わ
れ
る
。
今
の
高
い
評
価
を
比
較
的
受
け
て
い
る
図
書
館
の
運
営
か
ら
後
退
す
る
と
い
う
こ

と
は
市
民
が
望
ま
な
い
の
だ
か
ら
、
市
民
の
声
を
よ
く
聞
く
、
そ
れ
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
の
中
か

ら
体
制
の
こ
と
は
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
中
で
、
体

制
の
こ
と
は
再
構
築
す
べ
き
。

 

教
育

部
長

 

鎌
倉
市
の
図
書
館
に
と
り
基
本
的
な
計
画
の
第
２
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
こ
れ
が
平
成

3
0
年
度
末

で
終
了
す
る
。
こ
の
第
２
次
計
画
の
課
題
等
を
検
証
し
つ
つ
、
今
後
の
第
３
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
と
も
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
の
図
書
館
ビ
ジ

ョ
ン
の
確
立
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い

 

本
市
図
書
館
の
地
域
館
２
館
の
正
規
職
員
を
３
名
か
ら
１
名
に
縮
減
し
、
非
常
勤
嘱
託
員
中
心
の

運
営
体
制
に
移
行
す
る
旨
の
答
申
が
図
書
館
協
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
が
、
答
申
に
は
目
指
す
べ
き

地
域
館
像
の
提
示
が
な
く
、
本
市
図
書
館
の
将
来
に
不
安
を
覚
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
図
書
館
運
営
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
本
市
図
書
館
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
の

確
立
を
求
め
る
」
と
い
う
こ
と
が
議
会
で
圧
倒
的
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
考
え
方
を
尊
重
し

た
図
書
館
運
営
を
強
く
求
め
る
。
理
事
者
の
判
断
を
伺
い
た
い

  

教
育

長
 

鎌
倉
市
の
図
書
館
は
、
設
立
か
ら

1
0
6
年
と
い
う
県
内
で
も
有
数
の
長
い
歴
史
を
誇
る
。
こ
の
長
い
歴
史
の
中

で
構
築
し
て
き
た
資
料
、
将
来
に
わ
た
り
保
存
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
鎌
倉
の
図
書
館
の
使
命
と
考
え
て
い

る
。
鎌
倉
の
こ
と
な
ら
何
で
も
わ
か
る
図
書
館
、
そ
う
い
う
も
の
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
陳
情
の
趣
旨
あ
る
い

は
市
民
の
声
と
い
う
も
の
を
受
け
と
め
な
が
ら
、
鎌
倉
な
ら
で
は
の
図
書
館
、
そ
し
て
市
民
が
誇
る
べ
き
図
書
館

の
将
来
像
に
つ
い
て
は
、
運
営
面
も
含
め
確
立
し
て
い
き
た
い
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現
在
地
に
集
約
さ
れ
る
機
能
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
央
図
書
館
に
つ
い
て
。
あ
る
べ
き
中
央

図
書
館
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
目
指
す
施
設
像
が
見
え
な
い
。

 

教
育

部
長

 

鎌
倉
市
図
書
館
協
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
現
在
、
開
館
時
間
の
延
長
や
運
営
面
に
関
し
て
検
討
し
て
い
る
。

並
行
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
中
央
図
書
館
の
開
架
ス
ペ
ー
ス
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
な
現
状
、
ま
た
、
紛
失
防
止

や
自
動
貸
出
な
ど
蔵
書
管
理
に
活
用
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
導
入
、
あ
る
い
は
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
電
子
書

籍
へ
の
対
応
な
ど
、
諸
課
題
に
つ
い
て
図
書
館
内
部
で
話
し
合
っ
て
い
る
。
今
後
は
よ
り
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
行

っ
て
い
く

  

昨
今
新
設
さ
れ
て
い
る
公
共
図
書
館
と
い
う
の
は
、
従
来
の
本
の
貸
出
機
能
重
視
型
か
ら
、
過
ご

す
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
図
書
館
、
市
民
に
と
っ
て
の
場
と
し
て
の
図
書
館
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
公
的
不
動
産
利
活
用
の
検
討
の
中
で
複
合
施
設
化
の

案
が
出
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
な
お
さ
ら
、
図
書
館
と
い
う
機
能
に
つ
い
て
早
い
段
階
か
ら
検
討
を

始
め
て
お
く
べ
き

 

教
育

部
長

 
 

図
書
館
は
図
書
等
を
収
集
、
保
存
、
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
を
図
る
施
設
だ
が
、
人
々
が
交
流
し
、
く

つ
ろ
ぐ
場
と
し
て
の
居
場
所
と
い
う
機
能
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
中
央
図
書
館
の
中
で
は
、
交
流
や
集

い
の
視
点
か
ら
お
話
し
会
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
の
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。
第
２
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
計
画
が
平
成

3
0
年
度
末
で
終
了
す
る
の
で
、
こ
の
第
２
次
計
画
を
検
証
し
つ
つ
、
公
共
施
設
再
編
計
画
と
も

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
図
書
館
の
機
能
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
今
後
の
図
書
館
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
こ
う
い
っ
た
も

の
を
確
立
し
て
い
き
た
い

 

第
４
期
職
員
数
適
正
化
計
画
で
は
、
保
育
園
、
あ
お
ぞ
ら
園
、
子
ど
も
の
家
、
子
ど
も
会
館
、
図
書
館
司
書
、
学
校
給
食
、
窓
口
業
務
な
ど
委
託
化
等
で
さ
ら
に

1
0
9
名
も
減
ら
す
計
画
。
持
続
可
能
な
市
役
所
、
鎌
倉
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
正
規
職
員
削
減
あ
り
き
で
い
い
の
か
。
正
規
職
員
を
き
ち
ん
と
適
切
に
配
置
し
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
、
仕
事
量
の
あ
り
方
な
ど
、
根
本
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

 

2
0
1
7
  

9
月

 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 
 

図
書
館
に
と
っ
て
何
が
大
事
だ
と
捉
え
て
い
る
か

 
中
央

図
書

館
長

 

資
料
の
収
集
、
保
存
、
整
理
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
の
が
基
本
的
な
部
分
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

に
、
今
は
居
場
所
、
人
々
が
交
流
す
る
場
所
、
憩
え
る
場
所
と
い
う
部
分
も
注
目
さ
れ
て
い
る

 

図
書
館
の
あ
り
方
を
考
え
た
と
き
に
、
人
の
育
成
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
く
の
か

 
中
央

図
書

館
長

 

資
料
以
外
に
も
、
図
書
館
を
動
か
し
て
い
く
の
は
人
だ
と
思
う
。
今
現
在
、
図
書
館
で
働
い
て
い
る
の
は
、
正
規

職
員
、
専
門
的
嘱
託
員
、
業
務
嘱
託
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
再
任
用
と
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
が
い
る
。
そ
う
い

う
方
た
ち
が
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
図
書
館
で
は
、
国
や
県
や
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
研
修
に
行
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
図
書
館
内
で
全
員
を
集
め
て
研
修
を
行
っ
た
り
、
そ
う
い
う
部
分
で
人
の
育
成
を
し
て
い
る

 

司
書
の
方
の
配
置
の
問
題
で
あ
っ
た
り
と
か
第
三
者
の
方
々
の
意
見
を
聞
け
る
よ
う
な
形
は
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
市
側
だ
け
で
一
方
的
に
決
め
る
と
い
う
こ
と
を
進
め
て
い
か
な
い
で
、
ど
ん

な
ふ
う
に
今
後
進
め
て
い
く
予
定
か

 

中
央

図
書

館
長

 

試
行
結
果
、
あ
と
は
ア
ン
ケ
ー
ト
、
そ
う
い
う
結
果
に
つ
い
て
、
図
書
館
協
議
会
と
い
う
場
が
あ
る
の
で
、
そ
の

中
で
い
ろ
い
ろ
議
論
し
て
い
た
だ
く
形
を
考
え
て
い
る
。
図
書
館
内
で
も
、
こ
の
試
行
結
果
等
に
つ
い
て
検
討

し
、
図
書
館
協
議
会
の
ほ
う
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
形
で
提
示
し
て
い
き
た
い

 

き
ち
ん
と
関
係
し
て
い
る
方
々
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
方
的
に
決
め
て
い

る
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
。
大
丈
夫
か
。

  

中
央

図
書

館
長

 
十
分
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

 

2
0
1
7
 

9
月

 
 

一
般

会
計

決
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

本
市
の
図
書
館
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
文
化
基
地
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

 し
か
し
、
そ
の
運
営
費
は

8
0
％
近
く
が
図
書
館
運
営
の
た
め
の
経
常
経
費
で
あ
り
、
図
書
購
入
費
を
除
け
ば
、
図
書
館
が

つ
く
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
展
な
ど
、
わ
ず
か
な
予
算
の
範
囲
で
関
係
者
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
現
状
。
本
市
の
図
書
館
運
営
が
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
図
書
館
が
発
信
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
計
上
す
る
こ
と
が
必
要
。
本
市
の
図
書
館
が
良
質
な
文
化
発
信
基
地
と
し
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
費
の
予
算
化
を
望
む
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2
月

 

 

定
例

会
 

 

図
書
館
の
運
営
体
制
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
に
つ
い
て
。
昨
年
、
正
規
司
書
職
員
を
３
名
か

ら
１
名
に
減
ら
す
こ
と
に
伴
う
玉
縄
館
の
開
館
時
間
縮
減
な
ど
の
試
行
と
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
行
わ
れ
た
。
途
中
集
計
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
記
載
を
見
て
も
、
図
書
館
の
運
営
を
評
価

す
る
声
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
開
館
時
間
が
短
く
な
る
と
困
る
と
い
う
声
を
紹
介
し
、
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し
て
ま
で
無
理
に
正
規
職
員
を
削
減
す
る
こ
と
は
適
切
で
は

な
い
と
指
摘
し
た
。
そ
の
後
の
検
討
経
過
と
来
年
度
か
ら
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え

方
を
き
き
た
い
。
図
書
館
の
次
期
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
議
会
で
採
択
さ
れ

た
陳
情
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
民
の
声
を
最
大
限
生
か
し
た
検
討
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
具

体
的
な
場
の
設
置
を
含
め
た
対
応
を
求
め
る
も
の
だ
が
、
見
解
を

  

 

教
育

長
 

図
書
館
協
議
会
に
お
い
て
試
行
の
結
果
の
検
証
を
行
い
、
今
後
の
図
書
館
運
営
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
平
成

3
0
年
度
は
非
常
勤
嘱
託
員
の
図
書
館
業
務
に
お
け
る
役
割
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、

中
央
図
書
館
に
お
い
て
開
館
時
間
の
延
長
、
腰
越
図
書
館
に
お
い
て
は
夜
間
に
重
点
を
置
い
た
開
館
時
間
の
試
行

を
行
い
た
い
。
２
カ
年
間
の
試
行
結
果
を
も
と
に
、
平
成

3
1
年
度
以
降
の
第
３
次
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
図
書
館
の

運
営
体
制
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。
第

3
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
策
定
に
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
が
、

ま
ず
は
図
書
館
の
将
来
像
を
示
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
立
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
図
書
館
職
員
に
よ
る
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
検
討
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、
市
民
の
声

を
聞
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、
平
成

3
0
年
３
月

1
8
日
に
市
民
、
利
用
者
、
関
係
団
体
が
参
加
し
て
の
第

１
回
利
用
者
懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定
。
計
画
の
策
定
を
通
し
市
民
の
皆
様
が
誇
る
べ
き
鎌
倉
な
ら
で
は
の
図
書

館
を
確
立
し
て
ま
い
り
た
い

 

近
代
史
資
料
室
の
業
務
に
つ
い
て
、
資
料
の
整
理
が
重
要
な
業
務
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
現
在
の

体
制
で
は
近
代
史
資
料
室
嘱
託
員
１
人
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
職
員
の
充
実
を
図

っ
て
ほ
し
い

 

教
育

長
 

近
代
史
資
料
室
で
は
現
在
は
正
規
職
員
１
名
と
近
代
史
資
料
室
嘱
託
員
を
含
む
非
常
勤
嘱
託
員
４
名
の
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
来
年
度
は
非
常
勤
嘱
託
員
を
１
名
新
た
に
増
員
す
る
。
今
後
、
図
書
館
の
運
営
体
制
を
見
直

し
て
い
く
中
で
、
図
書
館
全
体
で
近
代
史
資
料
の
整
理
、
保
存
に
注
力
し
て
い
く
体
制
を
目
指
し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
8
 

 3
月

 

一
般

会
計

予
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

平
成

2
9
年
度
は
分
館
へ
の
人
の
配
置
や
開
館
時
間
と
か
に
つ
い
て
試
行
を
行
っ
て
い
る
が
、
平

成
3
0
年
度
は
何
か
そ
う
い
っ
た
今
後
の
図
書
館
の
運
営
事
業
、
運
営
に
向
け
て
の
施
策
、
検
証

や
取
り
ま
と
め
み
た
い
な
施
策
は
あ
る
か

 

中
央

図
書

館
長

 

平
成

3
0
年
度
は
、
中
央
図
書
館
に
お
い
て
木
曜
、
金
曜
以
外
の
土
日
も
含
め
、
今
ま
で
午
後
５
時
ま
で
だ
っ
た

の
を
午
後
６
時
ま
で
１
時
間
延
長
す
る
と
い
う
試
行
と
、
最
終
の
月
曜
日
だ
け
休
館
し
て
い
た
の
だ
が
、
祝
日
の

場
合
は
開
館
す
る
が
、
祝
日
以
外
の
月
曜
日
に
関
し
て
は
休
館
す
る
と
い
う
試
行
を
お
こ
な
う
。
あ
と
腰
越
図
書

館
に
お
い
て
今
ま
で
９
時
に
開
館
し
て
い
た
が
、

3
0
分
ず
ら
し
て
９
時
半
か
ら
開
館
し
ま
し
て
６
時
ま
で
や
る

と
い
う
試
行
を
行
い
た
い
。
平
成

2
9
年
度
に
２
名
、
専
門
的
嘱
託
員
を
採
用
し
、
平
成

3
0
年
と
同
じ
よ
う
に

玉
縄
図
書
館
で
配
置
し
て
、
中
央
図
書
館
に
お
い
て
今
度
新
た
に
専
門
的
な
嘱
託
員
２
名
配
置
す
る
予
定
で
、
そ

の
辺
の
役
割
等
を
検
証
し
て
い
き
た
い

 

2
0
1
8
 

9
月

 
定
例

会
 

近
代
史
資
料
室
。
管
理
し
て
い
る
場
所
も
狭
隘
で
あ
る
か
ら
、
通
路
す
ら
も
歩
け
な
い
よ
う
な
状

態
。
全
て
き
ち
っ
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
が
、
大
切
な
資
料
が
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
け
な
い
と
思
う
。
こ
の
辺
に
つ

い
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
か

  

教
育

部
長

 

中
央
図
書
館
の
３
階
に
あ
る
近
代
史
資
料
室
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
で
保
管
を
し
て
い
て
、
資
料
収
集
に
伴
っ
て
、
狭

隘
化
し
て
き
て
い
る
。
中
央
図
書
館
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
も
含
め
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
進
め
て
い
き
た
い

 

中
央
図
書
館
の
中
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
程
度
で
対
応
し
切
れ
る
よ
う
な
量
じ
ゃ
な
い
。
今
の
環
境
を
放
置
し
て
お
く
と
、
次
の
世
代
に
き
ち
っ
と
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
整
理
し
て
い
る
担
当
、
ス
タ
ッ
フ
の

環
境
に
つ
い
て
も
考
え
れ
ば
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
や
ら
な
い
と
引
き
継
ぎ
も
難
し
く
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か

  

図
書
館
の
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
み
る
と
、
浸
水
地
域
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
重
要
と
思
わ

れ
る
書
籍
や
寄
贈
物
を
地
下
倉
庫
に
置
い
て
お
く
と
い
う
の
は
ど
う
か
。
早
く
整
理
を
し
て
、
上

に
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
も
し
く
は
別
の
場
所
に
移
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が
。

 

教
育

部
長

 

中
央
図
書
館
は
、
地
下
書
庫
が
水
没
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
現
在
で
は
「
新
編
鎌
倉
志
」
の
よ
う
に
鎌
倉
に

 

関
す
る
和
装
本
等
に
つ
い
て
は
地
下
書
庫
に
置
か
ず
３
階
で
管
理
し
て
い
る
。
今
後
も
建
物
自
体
の
効
果
的
な
浸

 

水
対
策
に
つ
い
て
も
研
究
を
し
て
い
き
た
い

 

今
の
本
庁
舎
が
深
沢
に
移
れ
ば
、
こ
の
場
所
に
図
書
館
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
移
そ
う
と

い
う
よ
う
な
計
画
も
あ
る
の
で
そ
れ
が
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
改
修
を
し
た
ほ
う
が

い
い
の
か
、
そ
う
い
う
検
討
は
し
て
い
る
の
か

 

教
育

部
長

 

中
央
図
書
館
は
、
今
年
度
、
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
第
３
次
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
な
か
で
そ
の
あ
た
り
も

含
め
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
の
可
能
性
と
、
費
用
対
効
果
と
い
う
部
分
も
あ
る
の
で
、
市
長
部
局
と
も
協
議

し
な
が
ら
判
断
を
し
て
い
き
た
い

 

近
代
史
資
料
の
整
理
に
当
た
る
体
制
は

 
教
育

部
長

 

近
代
史
資
料
担
当
を
設
置
し
、
他
の
担
当
と
の
兼
務
で
は
あ
る
が
、
正
規
職
員
１
名
、
再
任
用
職
員
１
名
を
配
置

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
非
常
勤
嘱
託
員
の
近
代
史
資
料
室
嘱
託
員
１
名
を
中
心
に
、
事
務
補
助
嘱
託
員
２
名
が
補

助
す
る
体
制
で
収
集
、
整
理
、
研
究
を
行
っ
て
い
る
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藤
沢
市
の
文
書
館
は
総
勢

1
3
名
で
対
応
し
て
い
る
。
床
面
積
的
に
も
鎌
倉
市
は
藤
沢
市
の

1
0

分
の
１
ぐ
ら
い
か
と
。
体
制
も
半
分
も
い
か
な
い
。
正
規
職
員
の
方
は
整
理
の
専
門
じ
ゃ
な
い
か

ら
、
兼
務
な
の
で
、

0
.1
人
も
多
分
担
当
で
き
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
緊
急
に
対
応
を
し
て

い
く
と
い
う
考
え
は

 

教
育

部
長

 

職
員
体
制
だ
が
、
調
査
研
究
と
か
整
理
で
あ
っ
た
り
、
議
員
御
指
摘
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

含
め
、
充
実
を
図
る
た
め
に
、
体
制
に
つ
い
て
は
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

 

場
所
が
問
題
で
、
場
所
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、
一
、
二
年
で
さ
っ
と
１
回
整
理
を
す
る
と
い
う
こ

と
も
考
え
て
も
ら
え
れ
ば

 

教
育

部
長

 

現
在
、
近
代
史
を
研
究
す
る
数
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
が
来
館
さ
れ
、
古
文
書
や
古
写
真
の
整
理

等
の
作
業
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
な
状
況
。
場
所
の
問
題
も
あ
る
が
、
業
務
委
託
に
つ
い
て
も
、
業
務
改

善
の
一
環
と
し
て
、
検
討
を
進
め
た
い

 

現
在
の
本
庁
舎
を
建
て
直
し
を
す
る
と
、
市
役
所
の
１
階
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
業
務
や
、
図
書

館
だ
と
か
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の
複
合
施
設
に
し
た
い
と
い
う
、
そ
の
際
に
、
例
え
ば
近
代
史

資
料
や
歴
史
的
公
文
書
を
保
管
す
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
建
て
か
え
を
し
た
後
に
と
る
よ
う
な
こ

と
と
い
う
の
は
可
能
な
の
か

 

教
育

部
長

 

近
代
史
資
料
を
整
理
を
し
て
、
展
示
を
し
た
り
整
理
・
研
究
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
庁
舎
の
現
在
地
で
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
い
う
の
は
、
面
積
的
に
は
十
分
可
能
。
そ

の
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
公
共
施
設
再
編
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い

 

図
書
館
も
今
は
か
な
り
手
狭
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
あ
わ
せ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

 

図
書
館
の
近
代
史
資
料
、
文
学
館
の
資
料
、
文
化
財
関
連
の
も
の
、
総
務
部
で
管
理
し
て
い
る
歴
史
的
公
文
書
、
そ
う
い
う
も
の
を
総
合
し
て
調
査
研
究
、
整
理
を
す
る
よ
う
な
体
制
と
い
う
の
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
。
行
政
と
し
て
の
役
割
を
き
ち
っ
と
果
た
し
て
い
く
と
い
う
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い

 

空
調
を
整
え
れ
ば
、
図
書
館
に
あ
る
貴
重
な
書
籍
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
文
学
館
に
移
し
て

収
蔵
し
て
お
く
こ
と
も
可
能
じ
ゃ
な
い
か
、
１
部
屋
だ
け
で
も
そ
う
す
る
と
か
、
検
討
を
す
べ
き

じ
ゃ
な
い
か

 

共
創

計
画

部
長

 

本
来
の
運
営
に
影
響
が
出
る
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
困
難
と
聞
い
て
い
る
。
提
案
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
可
能
性
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
と
も
協
議
し
て
ま
い
り
た
い

 

（
歴
史
文
化
交
流
館
は
）
現
在
開
館
を
し
て
い
る
建
物
の
ほ
か
に
別
棟
が
あ
り
、
そ
こ
を
整
備
す

れ
ば
、
近
代
史
資
料
を
収
蔵
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
鎌
倉
の
文
書
館
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。
図
書
館
に
あ
る
近
代
史
資
料
を
全
部
移
し
、
余
裕
を
持
っ
て
回
っ
て

見
て
い
た
だ
け
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
か
と
。
担
当
と
し
て
は
ど
ん
な
考
え
が
あ
る
か

 

文
化

財
部

長
 

図
書
館
等
の
近
代
資
料
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
の
近
代
史
を
語
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
る
。
た

だ
、
歴
史
文
化
交
流
館
の
別
棟
に
つ
い
て
、
野
村
総
研
跡
地
に
保
管
し
て
あ
る
出
土
品
の
う
ち
再
整
理
が
終
了
し

て
展
示
等
の
活
用
が
可
能
な
資
料
を
、
展
示
会
開
催
ま
で
の
間
、
仮
置
き
場
と
し
て
活
用
す
る
予
定
。
近
代
資
料

の
収
蔵
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
今
後
、
歴
史
文
化
交
流
館
の
近
世
、
近
現
代
、
こ
の
展
示
を
拡
充
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
な
か
で
、
図
書
館
と
の
連
携
を
進
め
な
が
ら
検
討
し
た
い

 

（
公
文
書
の
）
管
理
、
選
別
、
峻
別
み
た
い
な
も
の
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
の
チ
ェ

ッ
ク
を
図
書
館
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
経
過
か
ら
図
書
館
で
作
業
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か

 

総
務

部
長

 

平
成

2
4
年
に
実
施
さ
れ
た
機
構
改
革
に
よ
り
、
市
史
編
さ
ん
事
務
が
中
央
図
書
館
で
補
助
執
行
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
上
で
、
歴
史
的
公
文
書
に
関
す
る
業
務
と
い
う
も
の
は
単
な
る
行
政
文
書
の
記
録
と
保
存
だ
け
で
は

な
く
、
鎌
倉
市
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
研
究
や
、
地
域
資
料
の
収
集
や
散
逸
防
止
、
市
史
編
さ
ん
事
務
と
か
図
書

館
業
務
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
、
中
央
図
書
館
と
協
力
し
て
今
実
施
し
て
い
る

 

市
史
の
編
さ
ん
と
い
う
観
点
か
ら
図
書
館
で
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
あ
の
狭
い
場
所

で
や
ら
せ
る
こ
と
自
体
が
、
ほ
か
の
業
務
と
一
緒
に
な
っ
て
い
て
、
両
方
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
広
い
ス
ペ
ー
ス
で
作
業
を
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
、
で
き
る
だ
け
早
く

対
応
し
て
い
く
べ
き

 

総
務

部
長

 

平
成

3
0
年
に
実
施
さ
れ
た
機
構
改
革
に
よ
り
本
庁
舎
が
手
狭
な
た
め
、
現
在
は
中
央
図
書
館
に
お
い
て
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
た
だ
、
作
業
効
率
や
市
民
の
利
用
勝
手
等
の
面
か
ら
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
今
後
改
め
て
行
政
経
営
部
な
ど
と
の
協
議
も
し
な
が
ら
、
適
切
な
作
業
環
境
の
整
備
が
図
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い

 

調
査
研
究
、
整
理
の
体
制
が
全
て
の
部
署
で
非
常
に
弱
い
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
歴
史
の
町
の
使

命
に
鑑
み
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
は
い
か
ん
。
特
に
劣
悪
だ
っ
た
の
が
図
書
館
の
近
代
史
資
料

室
、
そ
れ
か
ら
文
化
財
課
の
出
土
品
の
管
理
体
制
、
こ
こ
の
２
カ
所
に
つ
い
て
早
急
に
対
処
す
る

必
要
が
あ
る

 

市
長

 

鎌
倉
の
歴
史
・
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
体
制
は
現
状
十
分
で
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
中
央
図
書
館
の
近
代
史
資
料
室
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た
知
識
を
継
承
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
変
重
要
な
の
で
、
今
後
も
こ
の
体
制
に
つ
い
て
は
早
急
に
教
育
委
員
会
と
協
議
を
し

て
、
体
制
の
確
立
に
向
け
て
進
め
た
い

 

2
0
1
8
 

9
月

 

一
般

会
計

決
算

等
審

査
特

教
育
長
も
、
市
長
も
、
今
、
中
央
図
書
館
の
３
階
に
あ
る
近
代
史
資
料
室
に
行
っ
て
、
そ
の
環
境

に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
る
か

 

教
育

長
 

中
央
図
書
館
３
階
に
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
が
、
た
く
さ
ん
の
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
あ
る
い
は
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
等
が
狭
隘
化
し
て
、
ど
う
場
所
を
確
保
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
を
見
に
く
る
方
も
、
資
料
を
見
る
場
所
等
に
も
大

変
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
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別
委

員
会

 

 

市
長

 
私
も
、
大
変
狭
い
環
境
の
中
で
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
今
の
現
状
と
い
う
の
を
認
識
し
て
い
る
。
確
認
を

し
て
い
る

 

近
代
史
に
つ
い
て
も
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
き
資
料
だ
と
考
え
て
い
て
、
資
料
を
調
査
し
た
り
、

保
全
し
た
り
、
閲
覧
し
た
り
、
研
究
を
し
た
り
、
活
用
す
る
場
が
あ
あ
い
う
状
態
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
早
く
改
善
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
改
善
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

 

教
育

長
 

歴
史
的
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
公
共
団
体
が
収
集
、
保
存
、
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
体
制
整
備
あ
る
い
は
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
優
先
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
中
央
図
書
館
で

の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
図
書
館
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
も
含
め
、
収
蔵
あ
る

い
は
調
査
が
行
え
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
い
う
も
の
に
今
後
努
め
て
い
き
た
い

 

抜
本
的
な
改
善
を
図
る
に
は
全
庁
的
な
検
討
が
必
要
。
ど
こ
か
別
の
場
所
に
移
す
の
が
急
務
じ
ゃ

な
い
か
。
一
つ
は
、
現
在
の
本
庁
舎
が
深
沢
に
移
っ
た
場
合
、
そ
こ
に
中
央
図
書
館
な
り
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
を
複
合
施
設
と
し
て
建
て
か
え
る
と
い
う
計
画
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
や
っ
て
い
く
。
も
し
く
は
歴
史
文
化
交
流
館
の
別
棟
の
現
在
倉
庫
と
し
て
使
っ
て
い

る
場
所
を
改
修
し
て
、
建
物
自
体
を
文
書
館
的
に
や
っ
て
い
く
方
法
、
も
し
く
は
、
文
学
館
に
隣

接
す
る
旧
前
田
邸
の
建
物
を
改
修
し
て
や
る
か
、
こ
の
三
つ
ぐ
ら
い
が
近
々
と
し
て
計
画
で
き
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
た
が
、
市
長
の
考
え
を

  

市
長

 

今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
市
役
所
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
の
検
討
の
中

で
、
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
今
す

ぐ
使
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
前
田
邸
も
し
く
は
歴
史
文
化
交
流
館
の
倉
庫
の
建
物
と
話
が
あ
る
が
、
こ
う

し
た
と
こ
ろ
も
、
費
用
対
効
果
と
い
う
面
も
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
近
代
史
資

料
を
整
理
し
て
展
示
、
調
査
研
究
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
の
で
、
積
極
的
に
教
育
委
員

会
と
調
整
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

  

中
世
も
近
代
も
現
在
の
鎌
倉
の
大
切
な
歴
史
だ
、
全
て
つ
な
が
っ
て
い
る
歴
史
だ
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
と
組
織
と
し
て
意
識
し
な
が
ら
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
歴
史
を
ち
ょ
ん
切
っ
て

二
つ
の
部
署
で
担
当
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
、
一
つ
の
部
で
管
理
を
、
例
え
ば
歴
史

文
化
部
み
た
い
な
形
で
、
一
つ
の
部
署
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
長
の
考
え
を

 

市
長

 

歴
史
的
、
文
化
的
な
遺
産
を
多
く
有
す
る
本
市
に
と
り
、
調
査
研
究
、
活
用
を
総
合
的
に
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
歴
史
を
一
気
通
貫
で
捉
え
て
、
教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
と
し

っ
か
り
連
携
を
し
て
、
保
存
、
活
用
を
よ
り
一
層
力
強
く
推
し
進
め
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
 

図
書
館
全
体
に
つ
い
て
。
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
上
が
っ
て
い
る

中
で
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
、
子
ど
も
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
、
グ
ル
ー
プ
学
習
の
ス
ペ
ー
ス
、
そ
う
い
っ

た
確
保
な
ど
が
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
と
。
ハ
ー
ド
面
で
の
検
討
、
将
来
に
向
け
て
の
検
討

を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
も
の
は
な
い
の
か

  

中
央

図
書

館
長

 

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ま
で
い
く
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
、
鎌
倉
市
公
共
施
設
利
活
用
推
進
方
針
に
基
づ

い
て
、
市
役
所
が
深
沢
に
移
転
し
た
後
に
、
こ
ち
ら
の
跡
地
を
活
用
し
て
移
っ
て
、
新
た
な
図
書
館
を
と
い
う
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た
も
の
が
で
き
る
の
か
と
い
う
簡
単
な
構
想
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
計
画
、
検

討
し
て
い
る

 

2
0
1
8
  

9
月

 

 

総
務

常
任

委
員

会
 

 

市
庁
舎
移
転
で
、
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
こ
こ
を
再
利
用
す
る
ん
だ
と
。
市
民
の
た
め
に
開

放
す
る
部
分
を
つ
く
ろ
う
。
図
書
館
機
能
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
も
漏
れ
聞
こ
え
て
く
る
が
、
そ

の
辺
の
と
こ
ろ
の
計
画
、
何
か
し
っ
か
り
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
示
し
て
ほ
し
い

 

市
長

 

ま
だ
、
本
庁
舎
の
こ
の
場
所
で
何
が
で
き
る
か
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
公
共
施
設
再
編
計
画
の
中
で

議
論
を
し
て
い
く
過
程
で
、
こ
の
周
辺
に
あ
る
、
中
央
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
含
め

市
民
が
利
用
し
て
い
る
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
。
こ
れ
も
公
共
施
設
再
編
計
画
に
は
大
変
重
要
な
課
題
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
建
て
か
え
よ
り
も
、
本
庁
舎
の
今
の
場

所
に
集
約
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
全
体
で
は
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
る

 

市
民
の
声
、
市
民
の
声
と
、
市
民
の
声
を
聞
き
過
ぎ
る
と
、
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
行
政
と

し
て
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
と
い
う
の
が
、
こ
れ
は
、
行
政
の
継
続
性
の
問
題
も
あ
る
。
ど
う

思
っ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
計
画
し
て
い
な
い
の
か

 

市
長

 
図
書
館
と
か
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
場
所
で
、
文
化
や
芸
術
、
ま
た
市
民
活
動
と

い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
発
信
で
き
る
、
そ
う
い
う
機
能
を
持
っ
た
拠
点
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る

 

2
0
1
8
  

9
月

 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 
 

火
、
水
、
土
、
日
を
午
後
５
時
で
あ
っ
た
も
の
を
午
後
６
時
に
す
る
と
い
う
こ
の
変
更
は
、
ど
う

い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
対
象
者
は
ど
う
い
う
人

た
ち
な
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

特
に
中
学
生
と
か
、
高
校
生
と
い
っ
た
若
い
世
代
の
方
が
、
夕
方
以
降
使
い
た
い
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
っ
た

り
、
あ
と
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ま
で
保
育
園
に
お
子
さ
ん
を
お
迎
え
に
行
っ
た
後
に
寄
り
た
い
と
、
そ
う
い

う
よ
う
な
要
望
が
あ
る

 

ト
ー
タ
ル
開
館
時
間
が
減
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
感
じ
か
。

  
中
央

図
書

館
長

 

１
週
間
の
時
間
で
計
算
す
る
と
、
そ
の
と
お
り
に
な
る
と
は
思
う
が
、
休
日
の
月
曜
日
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ

た
年
間
を
通
せ
ば
微
増
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
計
算
し
て
い
る
。

 今
の
答
弁
だ
が
、
中
央
図
書
館
に
つ
い
て

は
微
増
だ
が
、
地
域
館
は
減
る
計
算
に
な
っ
て
い
る
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2
0
1
8
 

1
2
月

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 
 

近
代
史
資
料
の
整
理
・
保
存
が
追
い
つ
か
ず
、
収
集
し
た
資
料
を
提
供
で
き
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
保
全
環
境
を
改
善
し
、
近
代
史
資
料
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
何
年
ま

で
に
何
人
ふ
や
す
と
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
定
量
的
な
目
標
を
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
中
に
示
す
べ
き

で
あ
っ
た

 

中
央

図
書

館
長

 

平
成

3
1
年
度
に
近
代
史
資
料
室
の
資
料
を
出
納
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

あ
と
は
近
代
史
資
料
の
調
査
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
全
面
的
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い

 

司
書
職
の
採
用
は
平
成
５
年
度
以
降
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
長
期
的
に
図
書
館
の
中
核
的

役
割
を
担
う
司
書
職
員
の
採
用
を
目
指
す
と
言
っ
て
い
る
。
だ
っ
た
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
司
書

職
員
を
ふ
や
し
て
い
き
ま
す
と
い
う
踏
み
込
ん
だ
内
容
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
。
数
十
年
途
絶
え
て

い
る
専
門
的
職
員
の
配
置
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
鎌
倉
市
図
書
館
に
は
一
貫
し
た
方
針

案
に
基
づ
く
専
門
的
職
員
に
よ
る
継
続
的
な
運
用
が
不
可
欠
で
あ
る
と
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
う

い
う
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
ま
と
め
方
で
い
い
の
か

 

中
央

図
書

館
長

 

私
ど
も
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
は
考
え
て
い
る
が
、

ま
ず
、
司
書
職
に
つ
い
て
は
、
ど
の
人
員
が
適
切
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い

 

平
成
５
年
か
ら
新
た
な
職
員
が
い
な
い
。
そ
れ
で
、
目
標
は
掲
げ
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
数
値
を
明
確
に
す
べ
き
。
い
つ
ま
で
に
一
人
つ
け
る
と
か
、
二
人
つ
け
る
と
か
と
。
数
値
で
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
は
っ
き
り
と

し
た
目
標
に
な
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
そ
う
い
う
こ
と
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
っ
た

 

世
代
間
で
い
ろ
い
ろ
と
図
書
館
に
対
し
て
の
望
み
と
い
う
の
は
か
な
り
違
う
。
世
代
の
違
う
中
で

の
要
望
と
い
う
も
の
も
少
し
受
け
と
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

 

中
央

図
書

館
長

 

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
年
齢
分
析
等
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
あ
と
、
実
際
に
図
書
館
を
御
利
用
さ
れ
て
い
る
方

の
年
齢
を
分
析
す
る
な
か
で
、
多
い
利
用
者
と
し
て
は
、
子
育
て
世
代
、

4
0
歳
代
の
方
。
そ
れ
か
ら
あ
と
、

6
0

歳
代
以
降
の
高
齢
の
方
と
い
う
の
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
方
の
声
は
反
映
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
て
い
る

  

こ
れ
か
ら
の

1
0
0
年
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
が
本
当
に
い
つ
も
行
き
た
い

な
と
思
え
る
図
書
館
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
鎌
倉
で
は
勉
強
を
し
た
い
と
い
う
年
配
の
方
は
多

い
の
で
、
図
書
館
は
利
用
さ
れ
る
方
が
多
い
。
や
は
り
こ
う
い
う
図
書
館
だ
っ
た
ら
行
き
た
い
な

と
思
う
方
た
ち
の
希
望
を
少
し
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い

 

中
央

図
書

館
長

 

ハ
ー
ド
の
面
に
か
か
わ
る
部
分
と
い
う
の
は
大
き
い
。
ま
た
、
今
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
図
書
館
は
昭
和

4
9
年

に
建
て
ら
れ
て
い
て
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
な
い
状
況
。
今
後
は
公
共
施
設
再
編
等
で
中
央
図
書
館
が
移
転
し
た

場
合
に
、
こ
う
い
っ
た
機
能
、
公
園
と
か
カ
フ
ェ
と
の
複
合
化
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
検
討
し
て

い
き
た
い

 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｉ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
て
、
い
ろ
ん
な
展
開
を
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
同
時
に
、
情
報
ア
ク

セ
ス
へ
の
保
障
、
こ
の
視
点
と
い
う
の
は
盛
り
込
ま
な
く
て
よ
い
の
か

 

市
長

 

 
図
書
館
を
利
用
し
に
く
い
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
設
備

面
、
資
料
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
と
こ
ろ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
の
利
用
促
進
の
Ｐ
Ｒ
と
か
、
ハ
ー
ド
の
面
と
し
て
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
と
か
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
の
導
入
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
共
生
社
会
の
実
現
と
い
う
と
こ
ろ
で
当

然
、
図
書
館
を
利
用
し
に
く
い
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
と
こ
ろ
で
力
を
入
れ
て
、
利
用
率
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い

 

2
0
1
9
 

2
月

 
定
例

会
 

中
央
図
書
館
で
管
理
し
て
い
る
近
代
史
資
料
は
不
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
に
保
管
し
て
あ
る
こ
と
で
、

研
究
や
整
理
が
お
く
れ
、
市
民
へ
の
公
開
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き
場
所
を

確
保
し
て
調
査
、
保
全
、
公
開
を
促
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
新
年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
予
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
の
際
、
市
長
部
局
と
し
て
も
鎌
倉
市
の
歴
史
的
使
命
と
し
て

近
代
史
資
料
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
き
き
た
い

  

市
長

 

近
代
史
資
料
と
し
て
の
鎌
倉
の
歴
史
、
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
は
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
早
期
に
近
代
史
資
料
の
公
開
が
で
き
る
よ
う
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
環
境
整

備
や
、
収
集
資
料
の
整
理
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
引
き
続
き
近
代
史
資
料
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
体

制
の
確
立
も
含
め
て
教
育
委
員
会
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

  

中
央
図
書
館
で
管
理
し
て
い
る
近
代
史
資
料
は
不
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
に
保
管
し
て
あ
る
こ
と
で
、

研
究
や
整
理
が
お
く
れ
、
市
民
へ
の
公
開
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き
場
所
を

確
保
し
て
調
査
、
保
全
、
公
開
を
促
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
新
年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
予
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
の
際
、
市
長
部
局
と
し
て
も
鎌
倉
市
の
歴
史
的
使
命
と
し
て

近
代
史
資
料
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
き
き
た
い

 

教
育

長
 

中
央
図
書
館
に
近
代
史
資
料
室
を
設
置
し
て
、
古
文
書
、
古
写
真
等
の
資
料
収
集
や
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
、
展
示
会
を
通
し
公
開
を
進
め
て
き
た
。
現
在
、
中
央
図

書
館
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
や
関
係
部
署
と
の
連
携
に
よ
り
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
向
け
、
適
切
な
環
境
を

整
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
収
集
資
料
の
保
存
整
理
事
業
を
一
部
委
託
し
て
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
よ
り

多
く
の
近
代
資
料
を
公
開
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
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平
成

2
9
年
に
第
４
次
職
員
数
適
正
化
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
具
体
的
職
員
数
減
の
手
法
と
し

て
、
業
務
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
手
法
や
、
業
務
の
担
い
手
を
職
員
以
外
の
者
に
担
わ
せ
る

手
法
等
が
考
え
ら
れ
る
と
書
い
て
あ
る
。
保
育
の
分
野
で
は
、
児
童
福
祉
審
議
会
に
初
め
て
職
員

数
適
正
化
計
画
の
資
料
が
示
さ
れ
、
市
内
５
カ
所
の
鎌
倉
市
立
拠
点
園
計
画
が
崩
さ
れ
た
。
そ
の

ほ
か
図
書
館
司
書
、
給
食
、
あ
お
ぞ
ら
園
、
保
育
園
、
声
か
け
ふ
れ
あ
い
収
集
、
作
業
セ
ン
タ

ー
、
支
所
業
務
な
ど
、
市
民
に
直
結
し
た
業
務
が
削
減
の
対
象
と
さ
れ
列
挙
さ
れ
た
。
職
員
を
減

ら
し
た
一
方
で
、
専
門
職
の
技
術
の
継
承
が
で
き
な
い
、
人
手
が
少
な
く
対
応
が
お
く
れ
る
、
メ

ン
タ
ル
で
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
職
員
は
県
下
１
位
、
２
位
を
争
う
多
さ
で
あ
る
。
現

在
、
メ
ン
タ
ル
で
休
職
す
る
職
員
数
や
職
場
の
環
境
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
認
識
を
聞
き
た

い
 

市
長

 

メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ
る

9
0
日
超
え
の
休
職
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
9
年
度
は
平
成

2
8
年
度
に
比
べ
る
と

人
数
は
３
人
減
っ
て

2
8
人
に
、
割
合
は

2
.2

9
％
か
ら

2
.0

7
％
に
減
少
し
た
。
メ
ン
タ
ル
不
調
は
複
合
的
な
面

も
あ
り
、
原
因
の
特
定
は
容
易
で
は
な
い
が
、
職
場
環
境
を
原
因
と
す
る
も
の
に
は
、
業
務
の
負
荷
や
職
場
の
人

間
関
係
と
い
っ
た
理
由
が
多
く
見
ら
れ
る
。
予
防
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
業
務
改
善
に
よ
る
負

担
の
軽
減
や
執
務
環
境
の
向
上
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く
り
な
ど
、
良
好
な
職
場
環
境
の
形
成
に
努
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

 

市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て
。

8
0
周
年
を
契
機
に
、
編
集
方
針
を
取
り
ま
と
め
る
く
ら
い
は
実
施
す
べ
き
。
こ
の
際
、
毎
年
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
お
く
項
目
の
洗
い
出
し
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
編
集
方
針
く
ら
い
は
ま
と
め
る
べ
き

で
あ
る
。
全
市
の
歴
史
を
編
集
す
る
の
だ
か
ら
、
編
集
委
員
会
も
人
手
の
足
り
な
い
図
書
館
の
み
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
庁
か
ら
委
員
を
募
り
、
編
集
作
業
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
は
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
取
り
ま

と
め
る
よ
う
お
願
い
し
た
い

 

近
代
史
資
料
の
調
査
・
保
全
・
活
用
に
つ
い
て
。
現
在
、
中
央
図
書
館
の
近
代
資
料
室
は
劣
悪
な
状
況
で
、
市
民
が
資
料
の
閲
覧
や
研
究
で
来
ら
れ
て
も
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
す
ら
と
れ
な
い
こ
と
に
加
え
、
部
屋
自
体
が
狭
隘

で
、
資
料
整
理
が
不
十
分
な
状
況
で
あ
る
。
平
成

3
1
年
度
は
会
議
室
を
使
い
、
委
託
事
業
と
し
て
資
料
整
理
を
実
施
す
る
予
定
を
組
ん
で
い
る
が
、
部
屋
自
体
が
狭
隘
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
く
、
抜
本
的
な
方
針
を
早
急

に
決
め
る
べ
き
。
平
成

3
1
年
度
に
博
物
館
基
本
構
想
検
討
委
員
会
を
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
協
議
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
専
門
家
の
方
々
の
御
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
１
日
も
早

く
抜
本
的
な
方
策
を
決
め
て
ほ
し
い

 

2
0
1
9
  

2
月

 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 
 

職
員
を
減
ら
す
こ
と
も
同
時
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
第
４
次
職
員
数
適
正

化
計
画
と
も
合
致
し
て
い
て
よ
い
こ
と
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
意
思
疎
通
が
あ
っ
て
や
っ
て
い
る
の
か

と
尋
ね
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
突
っ
走
っ
て
や
っ
て
い
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
人
数
を
減
ら
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
命
題
が
あ
る
中

で
、
全
体
の
第
４
次
職
員
数
適
正
化
計
画
の
中
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
図
書
館
は
正
規
職
員
は

減
ら
し
て
い
く
方
向
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
だ
、
協
議
中
な
の
か

  

中
央

図
書

館
長

 

職
員
の
意
思
の
疎
通
と
い
う
点
で
は
、
中
央
図
書
館
全
職
員
で
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
が
い
い
と
い
う
も
の
を
実

施
し
て
い
る
の
で
、
意
思
疎
通
は
と
れ
て
い
る
。
第
４
次
職
員
数
適
正
化
計
画
に
合
致
す
る
も
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
は
今
の
体
制
、
今
の
人
員
の
中
で
時
間
延
長
を
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
と
い
う
命
題
で
実

施
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
こ
れ
で
別
と
い
う
こ
と
で
、
月
曜
休
館
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
部
分
で
は
若
干
の
人
員
を
減
ら
す
こ
と
を
検
討
で
き
る
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る

  

方
向
性
と
し
て
は
間
違
い
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
職
員
数
適
正
化
計
画
を
所
管
す
る
部
署
と
き
ち
ん
と
話
を
し
て
、
大
き
な
方
向
性
の
中
で
や
っ
て
い
か
な
い
と
、
そ
こ
だ
け
の
部
署
で
や
っ
て
い
て
、
結
果
減
り
ま
し
た
と

か
み
た
い
な
や
り
方
だ
と
、
説
得
力
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
も
し
減
ら
す
方
向
が
見
え
る
よ
う
な
ら
ば
、
き
ち
っ
と
全
体
の
位
置
づ
け
の
中
で
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い

 

2
0
1
9
 

 3
月

 

一
般

会
計

予
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
。
平
成

3
1
年
度
以
降
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か

 
中
央

図
書

館
長

 

私
ど
も
は
補
助
執
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
総
務
部
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
図
書
館
の
一

存
で
は
決
め
ら
れ
な
い

 

近
代
史
資
料
に
つ
い
て
、
平
成

3
1
年
度
の
取
り
組
み
、
概
要
を

 
中
央

図
書

館
長

 

近
代
史
資
料
室
整
理
業
務
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。
中
央
図
書
館
の
３
階
の
執
務
室
、
近
代
史
資
料
室
、
多
目
的

室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
資
料
整
理
を
行
う
と
と
も
に
資
料
名

と
か
、
所
在
場
所
を
記
載
し
た
台
帳
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る

  

安
定
的
に
研
究
資
料
と
し
て
公
開
さ
れ
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
ど
ん
な
協
議
を
し

て
い
た
の
か

  

中
央

図
書

館
長

 

近
代
史
資
料
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
、
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
把
握
す
る
の
が
第
一
歩
だ
ろ

う
と
。
そ
し
て
、
ど
の
職
員
で
も
近
代
史
資
料
を
出
し
入
れ
で
き
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
ま
ず
大
切
と

考
え
、
今
回
の
委
託
業
務
を
お
願
い
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た

 

部
長
は
そ
の
辺
ど
う
い
う
協
議
を
し
て
き
た
か

 
教
育

部
長

 

課
題
と
し
て
十
分
認
識
し
て
お
り
、
当
面
は
今
あ
る
施
設
の
中
で
ど
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
の
か
を

図
書
館
で
も
検
討
し
て
い
る
。
平
成

3
1
年
度
に
つ
い
て
は
委
託
し
て
資
料
収
集
等
の
整
理
を
し
て
い
く
。
ま

た
、
市
長
部
局
に
お
い
て
協
力
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
施
設
整
備
等
、
施
設
の
確
保
と
い
う
の

が
ま
だ
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
対
応
し
て
い
き
た
い

 



 

 

96 

市
史
編
さ
ん
、
鎌
倉
市
の
記
録
と
し
て
ず
っ
と
鎌
倉
市
史
と
い
う
こ
と
で
出
版
を
し
て
き
た
わ
け

だ
が
、
最
低

1
0
年
に
１
回
ぐ
ら
い
は
取
り
ま
と
め
て
い
か
な
い
と
編
集
し
て
い
く
の
も
大
変
な

こ
と
に
な
る
の
で
、
編
集
方
針
を
取
り
ま
と
め
て

8
0
周
年
を
契
機
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い

く
か
き
ち
ん
と
決
め
て
い
た
だ
き
た
い

 

教
育

長
 

 

市
政
を
記
録
に
残
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成

2
4
年
度
か
ら
こ
の
市

史
編
纂
事
業
に
附
随
す
る
歴
史
的
公
文
書
選
別
事
業
に
図
書
館
が
携
わ
り
、
歴
史
的
公
文
書
選
別
事
業
を
優
先
し

て
き
た
経
過
が
あ
る
。
今
後
、
冊
子
と
し
て
発
行
す
る
の
か
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
市
史
編
さ
ん
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
市
制

9
0
周
年
、
あ
る
い
は

1
0
0
周
年
と
い
う
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

 

市
長

 

鎌
倉
市
の
こ
の
歴
史
的
背
景
の
特
性
を
鑑
み
て
も
、
歴
史
を
振
り
返
る
重
要
な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
も

9
0
周
年
、

1
0
0
周
年
と
い
う
こ
の
市
制
の
節
目
を
目
指
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

市
長
部
局
と
し
て
も
参
加
、
協
力
を
し
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

 

近
代
史
資
料
に
つ
い
て
。
図
書
館
で
は
整
理
が
き
ち
ん
と
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

整
理
を
委
託
し
て
、
ど
う
い
う
資
料
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
き
ち
ん
と
し
た
い
と
。

会
議
室
で
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
そ
の
整
理
の
部
屋
と
し
て
開
放
し
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
が
、
近
代
史
資
料
室
と
か
資
料
館
と
か
を
設
置
し
て
、
そ
こ
で
き
ち
ん
と
そ
の
研
究
、
整
理
と

か
公
開
を
し
て
い
く
体
制
を
と
る
と
い
う
こ
と
が
最
終
的
な
形
で
あ
る
。
最
終
的
に
ど
う
い
う
形

で
、
何
年
ご
ろ
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ

8
0
周

年
を
契
機
に
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

 

教
育

長
 

近
代
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
部
と
図
書
館
の
ほ
う
で
江
戸
時
代
を
境
に
し
て
分
け
て
い
た
の
で
、
文
化
財

部
と
も
状
況
の
把
握
を
し
な
が
ら
教
育
部
と
と
も
に
協
議
、
調
整
を
行
っ
て
き
た
。
市
長
か
ら
も
市
長
部
局
と
の

協
議
、
調
整
を
行
う
よ
う
に
と
い
う
指
示
も
あ
っ
た
の
で
、
近
代
史
資
料
の
保
管
、
保
存
、
調
査
研
究
の
た
め
の

作
業
ス
ペ
ー
ス
等
の
確
保
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
当
面
、
中
央
図
書
館
で
は
館
内
を
整
理
し
て
、
レ
イ

ア
ウ
ト
の
変
更
、
近
代
資
料
の
状
況
把
握
を
優
先
に
、
目
録
を
作
成
し
て
、
市
民
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
だ
け

は
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
も
っ
と
市
民
が
活
用
で
き
る
場
所
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
と
も
所
管
し
て
い
る
施
設
の
中
で
場
所
等
を
検
討
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
適

切
な
場
所
が
見
出
せ
て
い
な
い

 

市
長

 

教
育
委
員
会
で
調
査
研
究
し
て
い
る
近
代
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
の
歴
史
、
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
近
代
史
資
料
の
保
管
、
保
存
や
調
査
研
究
の

た
め
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
確
保
に
活
用
可
能
な
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
部
署
に
教
育
委
員
会
と
の
協

議
、
調
整
を
指
示
し
た
。
今
後
は
、
教
育
委
員
会
で
の
作
業
状
況
を
見
な
が
ら
、
一
定
の
整
理
が
で
き
た
段
階
に

お
い
て
、
近
代
史
資
料
の
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
知
識
を
継
承
し
て
い
く
調
査
研
究
体
制
も
含
め
て
、
教
育

委
員
会
と
協
議
を
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

 

2
0
1
9
 

 3
月

 

一
般

会
計

予
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 
 

市
史
編
さ
ん
と
い
う
の
は
ど
こ
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
全
庁
的
に
や
る
こ
と

だ
ろ
う
と
思
う
が
、
原
局
質
疑
の
図
書
館
か
ら
は
、
機
関
委
任
事
務
で
市
長
部
局
の
責
任
で
や
る

と
い
う
話
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
か

 

教
育

長
 

現
在
、
図
書
館
が
補
助
執
行
を
受
け
て
い
る
の
で
、
図
書
館
が
中
心
と
な
っ
て
こ
れ
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る

 

補
助
執
行
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、
市
長
部
局
で
や
る
べ
き
こ
と
を
補
助
的
に
図
書
館
が
や
る
と

い
う
こ
と
な
の
か

  

副
市

長
 

補
助
執
行
と
い
う
の
は
「
補
助
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
実
的
に
は
市
長
部
局
の
事
務
を
教
育
委
員

会
に
任
せ
る
と
、
教
育
委
員
会
主
体
で
や
る
と
い
う
意
味
で
あ
る

  

人
を
減
ら
し
て
い
く
中
で
、
近
代
史
の
資
料
の
整
理
も
行
い
、
市
史
の
編
さ
ん
も
行
い
、
図
書
館

の
通
常
の
業
務
も
行
い
、
地
下
へ
行
く
と
ま
だ
整
理
し
切
れ
て
い
な
い
資
料
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の

に
、
限
ら
れ
た
人
数
で
、
名
前
だ
け
補
助
執
行
で
図
書
館
で
や
り
な
さ
い
と
言
っ
た
っ
て
。
図
書

館
で
音
頭
を
取
る
の
は
い
い
が
、
市
の
歴
史
を
編
修
す
る
ん
だ
か
ら
全
庁
的
に
チ
ー
ム
を
つ
く
っ

て
何
人
か
ず
つ
出
し
て
そ
の
任
に
当
た
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か

 

市
長

 

市
史
編
さ
ん
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

1
0
年
が
か
り
の
作
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
的
な
面
も
含
め
て

体
制
を
し
っ
か
り
と
教
育
委
員
会
と
連
携
、
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
い
る
の
で
、
体
制

も
含
め
て
今
後
協
議
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い

 

近
代
史
資
料
の
体
制
に
つ
い
て
。
平
成

3
1
年
度
中
に
委
託
を
し
て
整
理
を
し
て
、
進
捗
状
況
を

見
て
そ
の
先
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
か
考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
博
物
館
の
基
本
構
想
の
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
検
討
項
目
の
中
に
近
代
史
資
料
も
入
れ
て
い
た

だ
き
、
専
門
家
の
皆
さ
ん
に
も
御
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
の
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
が
ど
う
か

 

教
育

長
 

近
代
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
の
歴
史
、
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
近
代
史
資
料
に
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
博
物
館
で
収
蔵
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
図
書
館
で
は
ど
う
す
る
べ
き
な
の
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
博
物
館
構
想
の
中
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
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市
史
編
纂
事
業
に
つ
い
て
。
前
回
発
刊
さ
れ
た
の
が
平
成
６
年
で
、

2
4
年
前
で
あ
る
。
鎌
倉
市
史
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
調
査
、
整
理
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
手
い
っ

ぱ
い
で
や
っ
て
い
る
図
書
館
だ
け
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
全
庁
か
ら
人
選
を
行
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
編
集
作
業
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
。
編
集
方
針
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
ス
パ
ン
で
何
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て

い
く
の
か
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
し
、
今
後
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
ま
と
め
る
よ
う
お
願
い
す
る

 

近
代
史
資
料
に
つ
い
て
。
平
成

3
1
年
度
に
は
、
現
在
、
煩
雑
に
置
か
れ
て
い
る
資
料
を
委
託
業
者
に
頼
み
、
ど
の
よ
う
な
資
料
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
整
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
調
査
研

究
、
公
開
、
活
用
し
て
い
く
体
制
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
際
、
博
物
館
基
本
構
想
検
討
委
員
会
の
中
で
議
題
の
一
つ
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
方
針
決
定
の
基
礎
に
つ
い
て
も
提

言
を
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る

 

2
0
1
9
 

9
月

 

こ
ど

も
み

ら
い

常
任

委
員

会
 

利
用
時
間
の
延
長
の
試
行
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
そ
の
評
価
に
つ
い
て

 
中
央

図
書

館
長

 

現
行
ど
お
り
と
試
行
案
と
半
々
と
い
う
評
価
で
結
論
を
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
夜
間
利
用
の
要
望

と
い
う
の
は
強
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
対
応
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

2
0
1
9
  

9
月

 

 

定
例

会
 

歴
史
的
公
文
書
を
選
別
す
る
専
門
員
の
現
在
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

 
総
務

部
長

 
現
在
は
ベ
テ
ラ
ン
の
近
代
史
資
料
室
の
嘱
託
員
の
指
導
の
も
と
、
平
成

2
8
年
と
平
成

3
0
年
度
に
採
用
し
た
歴

史
的
公
文
書
選
別
等
業
務
嘱
託
員
、
こ
の
３
名
の
体
制
で
中
央
図
書
館
に
お
い
て
選
別
し
て
い
る

 

歴
史
的
公
文
書
を
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
保
存
を
判
断
す
る
た
め
に
も
、
専
門
的
知
識
の
あ
る
人

の
養
成
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が

 

総
務

部
長

 

歴
史
的
公
文
書
の
選
別
は
特
に
専
門
的
な
知
識
等
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
先
進
市
と
も
情
報
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
専
門
的
人
材
の
確
保
等
に
は
努
め
て
い
き
た
い

 

平
成

3
1
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
３
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
ど
の
よ
う
な
目
的
と

課
題
を
持
っ
て
つ
く
ら
れ
た
の
か

  

教
育

部
長

 

鎌
倉
市
図
書
館
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
、
鎌
倉
市
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
を
定

め
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
図
る
た
め
に
第
３
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
計
画
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
う
情
報
提
供
や
蔵
書
の
充
実
、
開
館
時
間
の
延
長
、
近
代
史

資
料
の
活
用
等
、
多
様
化
す
る
市
民
要
望
な
ど
を
課
題
と
し
て
捉
え
、
策
定
に
当
た
っ
て
き
た

 

教
育
委
員
会
の
行
政
計
画
で
あ
る
第
３
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か

 
市
長

 

図
書
館
は
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
と
学
び
を
応
援
す
る
一
番
そ
ば
の
情
報
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
は
教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
第
３
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
計
画
の
実
現
に
向
け
て
協
力
を
し
て
い
き
た
い

 

第
４
次
職
員
数
適
正
化
計
画
で
は
、
図
書
館
の
地
域
館
の
司
書
業
務
を
見
直
し
、
業
務
の
担
い
手

を
非
常
勤
に
変
更
す
る
と
し
て
い
る
。
第
３
次
鎌
倉
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
で
は
、
課
題
と
し

て
職
員
の
知
識
、
技
術
の
継
承
と
能
力
の
育
成
を
掲
げ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
か

 

教
育

部
長

 

今
後
、
機
器
の
更
新
に
伴
い
、
業
務
の
効
率
化
や
省
力
化
を
図
り
つ
つ
、
正
規
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
職
員
の
適
切
な
配
置
を
行
い
つ
つ
、
研
修
体
制
を
充
実
さ
せ
て
、
知
識
と
技
術
の
継
承
を

図
れ
る
よ
う
な
効
率
的
な
図
書
館
の
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

 

行
政
の
仕
事
の
一
つ
が
、
ど
ん
な
人
に
も
知
る
権
利
を
保
障
す
る
土
台
づ
く
り
で
、
そ
の
た
め
の
文
書
管
理
で
あ
り
図
書
館
事
業
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
土
台
の
上
に
、
市
民
の
知
恵
や
力
を
引
き
出
す
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
を
同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
計
画
が
い
つ
の
間
に
で
き
ち
ゃ
っ
た
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
市
民
を
巻
き
込
ん
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
う
。
市
が
情
報
を
出
す
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
一
緒
に
行
政
計
画
を
つ
く
る
、
そ
の
中
で
市
民
が
、
あ
れ
は
何
だ
ろ
う
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
知
る
、
知
り
た
い
と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
、
そ
の
と
き
に
行
政
文
書
が
あ
る
、
図
書
館
が
あ
る
、
そ
う
い

う
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

 

子
ど
も
・
若
者
育
成
プ
ラ
ン
の
重
点
目
標
の
一
つ
に
、
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
が
あ
る
。
自
立

困
難
な
若
者
に
対
し
て
自
己
肯
定
感
を
持
て
る
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
す
と
し
、
施
策
の
展
開
で

は
、
地
域
の
中
に
青
少
年
の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
遊
ん
だ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
場
所
の
提
供
を
図
り
ま
す
、
既
存
の
公
共
施
設
や
地
域

の
公
会
堂
等
が
青
少
年
の
居
場
所
と
な
り
得
る
よ
う
検
討
し
ま
す
と
書
か
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
検
討
が
さ
れ
て
き
た
か
。
ま
た
、
今
後
の
展
開
も

 

こ
ど

も
み

ら
い

部
長

 

子
ど
も
・
若
者
育
成
プ
ラ
ン
の
施
策
と
し
て
、
行
政
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
か
ら
図
書
館
が
青
少
年
の
居
場
所
と
し
て

魅
力
あ
る
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
各
課
と
連
携
し
て
場
所
の
提
供
を
進
め
て
き
た
。
今
後
こ
う

い
っ
た
施
設
の
提
供
を
す
る
こ
と
に
加
え
、
宇
宙
教
室
な
ど
に
中
学
生
、
高
校
生
に
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
放

課
後
か
ま
く
ら
っ
子
な
ど
の
活
動
を
通
し
中
学
生
、
高
校
生
が
居
場
所
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
事
業

に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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2
0
1
9
  

9
月

 

 

総
務

常
任

委
員

会
 

 

鎌
倉
市
本
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
に
「
本
庁
舎
に
併
設
す
る
機
能
と
し
て
地
域
の
図
書
館
・
学
習

セ
ン
タ
ー
機
能
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
庁
舎
整
備
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ら
の
機
能

を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
」
す
る
と
書
い
て
あ
る
。
拠
点
校
を
指
定
し
て
そ
こ
に
集
約
化

さ
せ
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
深
沢
地
域
に
つ
い
て
は
本
庁
舎
の
中
に
入
れ
ち
ゃ
う
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
。
そ
う
す
る
と
、
深
沢
地
域
に
お
い
て
は
拠
点
校
は
整
備
し
な
い
可
能
性
も
あ
る

ん
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
も
理
解
で
き
る
が
そ
う
な
の
か

 

公
的

不
動

産
活

用
課

担
当

課
長

 

複
合
化
と
い
う
も
の
自
体
と
、
今
あ
る
深
沢
支
所
が
、
支
所
機
能
の
中
で
地
域
の
図
書
館
で
あ
る
と
か
学
習
セ
ン

タ
ー
機
能
が
別
物
と
し
て
必
要
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
議
論
は
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
く
中

で
、
本
庁
舎
の
機
能
に
対
し
て
導
入
、
入
れ
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
と
こ
ろ
で

あ
る
し
、
そ
れ
に
含
め
て
地
域
拠
点
校
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
も
少
し
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
な
と

思
っ
て
い
る

 

深
沢
に
つ
い
て
は
、
拠
点
校
で
は
な
い
や
り
方
で
、
本
庁
舎
と
一
緒
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る

と
。
そ
う
す
る
と
、
拠
点
校
方
式
だ
け
で
な
く
、
支
所
を
生
か
し
た
や
り
方
が
防
災
の
拠
点
と
し

て
も
大
事
じ
ゃ
な
い
か
。
パ
ブ
コ
メ
で
も
、
腰
越
、
玉
縄
に
お
い
て
も
今
ま
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
望
み
ま
す
と
。
市
民
の
た
め
の
本
庁
舎
を
目
指
す
と
い
う
理
念

が
、
ど
こ
に
住
む
住
民
で
あ
っ
て
も
質
的
に
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
特
に
学
習
セ
ン

タ
ー
、
交
流
の
場
、
図
書
館
機
能
な
ど
の
文
化
的
要
素
が
地
域
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て

こ
そ
豊
か
な
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
す
か
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
三
つ
の
拠
点

と
い
う
の
は
都
市
計
画
上
の
視
点
。
実
際
の
生
活
は
５
地
域
で
や
っ
て
い
る
。
深
沢
に
お
い
て
拠

点
校
で
は
な
い
や
り
方
の
余
地
が
あ
る
な
ら
、
必
ず
し
も
こ
の
３
拠
点
に
全
部
集
め
る
と
い
う
の

で
な
く
、
も
う
ち
ょ
っ
と
柔
軟
な
考
え
方
を
す
る
余
地
は
な
い
の
か

 

公
的

不
動

産
活

用
課

担
当

課
長

 

考
え
る
余
地
が
あ
る
か
ど
う
か
、
実
質
的
に
今
回
の
本
庁
舎
の
移
転
に
伴
っ
て
、
そ
の
近
所
に
深
沢
支
所
が
現
状

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
二
つ
を
同
時
に
運
営
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
自
体
が
本
当
に
あ
る
の

か
、
な
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
議
論
の
的
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
再
編
計
画
、
集
約
と
い

う
こ
と
も
考
え
て
い
く
中
で
施
設
の
面
積
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
地

域
拠
点
校
と
い
う
も
の
自
体
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
地
域
拠
点
校
を
核
と
し
た
考
え
方
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る

 

こ
の
建
物
自
体
を
例
え
ば
跡
地
利
用
す
る
た
め
に
は
、
耐
震
性
能
や
被
災
し
た
と
き
の
電
源
の
話

と
か
と
い
う
の
も
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
今
後
考
え
て
い

た
だ
き
た
い

 

公
的

不
動

産
活

用
課

担
当

課
長

 

こ
の
建
物
に
関
し
て
は
、
建
物
が
パ
シ
ャ
ン
と
潰
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
今
あ
る
も
の
を
耐
震
改
修

を
や
る
と
ブ
レ
ス
の
数
を
今
よ
り
ふ
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ブ
レ
ス
を
例
え
ば
会
議
室
の
真
ん
中
で
あ
っ
た

り
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
必
要
性
が
出
て
く
る
。
使
い
勝
手
を
最
初
か
ら
見

直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
を
永
年
的
に
使
っ
て
い
け
る
、
使
っ
て
い
く
も

の
な
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
建
物
を
新
た
に
使
用
す
る
図
書
館
な
り
、
学
習
セ
ン
タ
ー
な
り
、
な
お
か
つ
民
間
企

業
と
コ
ラ
ボ
し
て
使
っ
て
い
く
中
で
、
こ
の
建
物
を
耐
震
補
強
し
て
ま
で
使
う
か
、
そ
れ
と
も
建
て
か
え
る
か
は

お
任
せ
し
た
い

 

2
0
1
9
 

1
2
月

 
定
例

会
 

公
共
施
設
再
編
計
画
で
、
五
つ
の
地
域
に
拠
点
校
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
計
画
が
あ
る
。
拠

点
校
に
な
る
と
、
そ
の
改
修
に
合
わ
せ
て
学
校
の
施
設
、
敷
地
の
中
に
、
子
育
て
関
連
施
設
だ
と

か
老
人
福
祉
施
設
、
地
域
図
書
館
、
行
政
支
所
機
能
、
生
涯
学
習
施
設
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
関
連
施
設
、
こ
う
い
う
も
の
を
複
合
的
に
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
不
特
定
多
数
の
方

が
学
校
の
敷
地
に
出
入
り
す
る
と
い
う
環
境
に
な
る
。
保
護
者
と
か
教
員
と
か
、
学
校
関
係
の
皆

さ
ん
と
十
分
な
協
議
を
し
て
決
め
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
ど
う
い
う
ふ
う
に

し
て
い
る
の
か

  

中
央

図
書

館
長

 

拠
点
校
の
選
定
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
か
ら
代
表
で
１
名
ず
つ
計
２
名
の
校
長
先
生
や
学

識
経
験
者
等
で
構
成
す
る
地
域
拠
点
校
選
定
委
員
会
で
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
も
と
に
、
各
行

政
地
域
で
優
先
的
に
検
討
し
て
い
く
学
校
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
地
域
拠
点
校
選
定
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め

た
。
今
後
、
学
校
施
設
等
の
老
朽
化
の
状
況
や
減
少
傾
向
に
あ
る
児
童
・
生
徒
数
を
考
慮
し
て
、
学
区
の
見
直
し

や
学
校
の
統
廃
合
の
検
討
と
あ
わ
せ
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
の
声
を
き
き
な
が
ら
、
よ
り
計
画
的
か
つ
実
効
性

の
あ
る
地
域
拠
点
校
の
選
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

  

2
0
1
9
  

1
2
月

 

 

教
育

こ
ど

も
未

来
常

任
委

員
会

 

 

中
央
図
書
館
に
つ
い
て
、
現
在
午
前
９
時
開
館
と
い
う
開
館
時
間
が
９
時

3
0
分
と

3
0
分
ず
れ

込
む
わ
け
だ
が
、
中
央
図
書
館
に
お
い
て
午
前
９
時
か
ら
の
利
用
者
の
動
向
、
そ
の
数
的
な
も
の

は
押
さ
え
て
い
る
の
か

  

行
政

経
営

部
長

 

来
館
者
に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
昨
年
、
平
成

3
0
年
９
月
か
ら

1
1
月
に
か
け
試
行
を
行
っ
た
。

こ
の
試
行
の
と
き
に
、
中
央
図
書
館
の
９
時
か
ら

1
0
時
の
貸
出
点
数
と
い
う
の
が
平
均
で

8
9
.6
点
、
夕
方
と

比
較
す
る
と
、
夕
方
の
ほ
う
が

9
9
.5
点
な
の
で
、
若
干
、
夕
方
と
比
べ
る
と
、
午
前
９
時
か
ら

1
0
時
の
時
間

は
少
な
く
な
っ
て
い
る

  

木
曜
日
、
金
曜
日
以
外
の
日
は
地
域
館
が
中
央
館
よ
り
早
く
始
ま
っ
て
早
く
終
わ
る
と
か
、
地
域

館
の
ほ
う
が
８
時

4
5
分
始
ま
り
の
５
時

1
5
分
で
あ
る
の
か
と
か
、
根
拠
が
あ
っ
た
ら
ば
教
え

て
ほ
し
い

 

中
央

図
書

館
長

 

こ
れ
ま
で
利
用
者
の
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、
地
域
館

で
は
朝
早
い
時
間
、
主
に
御
高
齢
の
方
が
来
館
さ
れ
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
す
る
利
用
が
多
い
と
い
う
ふ
う
に
、
地

域
館
特
有
の
ニ
ー
ズ
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
時
間
を
設

定
し
た
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2
0
2
0
 

2
月

 
定
例

会
 

図
書
館
が
果
た
す
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
の
役
割
は

 
中
央

図
書

館
長

 

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
図
書
資
料
を
保
存
し
、
公
開
す
る
、
い
わ
ば
知
識
の
宝
庫
と
考
え
て
い
る
。
図
書

館
は
現
地
保
存
及
び
現
地
展
示
を
基
本
と
す
る
ほ
か
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
は
異
な
り
、
利
用
者
が
保
存
・
公
開
さ
れ

て
い
る
図
書
資
料
を
活
用
し
て
、
ほ
か
の
サ
テ
ラ
イ
ト
の
調
査
・
研
究
を
行
え
る
と
い
っ
た
よ
う
な
機
能
を
担
う

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る

  

事
業
活
動
の
中
で
、
中
央
図
書
館
所
管
の
近
世
・
近
代
資
料
の
引
き
継
ぎ
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
を
目
指
し
ま
す
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か

 

文
化

財
部

長
 

中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
近
世
・
近
代
と
い
う
時
代
に
属
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
時
代
で
区
分
す
る
の
で
は
な

く
、
資
料
の
形
態
や
性
質
で
分
類
す
べ
き
で
あ
り
、
博
物
館
資
料
と
し
て
扱
う
べ
き
資
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
図

書
館
か
ら
所
管
を
引
き
継
ぐ
方
向
で
検
討
し
た
い
。
博
物
館
資
料
と
し
て
扱
う
べ
き
資
料
の
分
類
、
図
書
館
か
ら

の
具
体
的
な
引
き
継
ぎ
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
に
お
い
て
検
討
し
て
い
く

  

近
代
資
料
の
引
き
継
ぎ
と
い
う
こ
と
は
、
博
物
館
的
な
も
の
だ
け
を
移
す
と
い
う
こ
と
な
の
か
、

近
世
・
近
代
資
料
室
そ
の
も
の
も
文
化
財
部
所
管
と
す
る
の
か
。
将
来
的
な
こ
と
を

  

文
化

財
部

長
 

博
物
館
資
料
と
し
て
扱
う
に
ふ
さ
わ
し
い
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
管
を
文
化
財
部
、
博
物
館
の
ほ
う
に
移
す
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
組
織
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
基
本
計
画
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
の

検
討
の
中
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る

  

近
世
・
近
代
資
料
室
、
お
よ
そ

4
0
年
間
、
庶
民
の
物
を
こ
つ
こ
つ
集
め
て
き
た
。
な
ぜ
こ
ん
な

に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
こ
れ
は
図
書
館
が
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
か
ら
。
資
料
を
集
め
る
と

き
人
と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
集
め
て
い
る
。
今
後
、
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
の
機
能
を
考
え
た

と
き
に
、
市
民
が
気
楽
に
閲
覧
す
る
、
学
習
で
き
る
、
研
究
で
き
る
の
は
図
書
館
に
あ
る
か
ら
こ

そ
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
ど
う
か

 

文
化

財
部

長
 

図
書
館
は
敷
居
が
低
く
て
、
博
物
館
は
敷
居
が
高
い
、
そ
う
い
う
認
識
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が
博
物
館
に
と
っ

て
よ
ろ
し
く
な
い
。
今
後
、
鎌
倉
市
に
ふ
さ
わ
し
い
博
物
館
を
構
築
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
敷
居
が
高
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
よ
り
市
民
の
身
近
な
存
在
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
資
料
、
収
蔵
す
る
資
料
、
公
開
す

る
資
料
に
つ
い
て
も
、
身
近
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
、
使
っ
て
調
査
・
研
究
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
を
構

築
し
た
い

 

近
代
資
料
室
に
伺
う
と
、
い
つ
も
市
民
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
市
民
の
方
々
は
近
世
・
近
代
資
料
を
主
体
的
に
自
分
た
ち
で
研
究
し
て
い
る
。
博
物
館
に
行
っ
た
と
き
に
、
そ
こ
で
市
民
は
研
究
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
、
調
査

で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
や
、
こ
の
中
で
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
を
視
野
に
入
れ
る
、
デ
ー
タ
化
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
、
近
・
現
代
資
料
の
引
き
継
ぎ
は
必
要
あ
る
の
か
な
と
。
私
は
鎌
倉
市
の
図
書
館
の

魅
力
と
い
う
の
は
、
本
は
他
市
の
蔵
書
に
比
べ
て
少
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
そ
こ
に
近
世
・
近
代
資
料
室
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
魅
力
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
も
う
一
回
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
整
理
を
つ
け
る
の
か
、
考
え
て

い
た
だ
き
た
い

 

鎌
倉
市
で
は

2
5
年
以
上
に
わ
た
っ
て
図
書
館
と
し
て
資
格
を
持
つ
技
術
正
職
員
を
採
用
し
て
い

な
い
こ
と
が
体
制
の
維
持
困
難
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
図
書
館
４
館
の
正
規
職
員
を
引
き
続

き
配
置
す
る
と
と
も
に
、
年
齢
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
、
新
た
な
司
書
の
正
規
採
用
を
強
く
求
め

る
 

 教
育

長
 

中
央
図
書
館
で
は
「
つ
な
が
る

 
ひ
ろ
が
る

 
1
0
0
年
図
書
館
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
鎌
倉
市
図
書
館
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
き
図
書
館
運
営
に
今
取
り
組
ん
で
い
る
。
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か

ら
毎
週
月
曜
日
を
休
館
と
し
て
、
開
館
時
間
の
延
長
と
と
も
に
、
選
書
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
職
員
の
資
質
向

上
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
た
い
。
図
書
館
の
効
率
的
な
運
営
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を

含
め
た
司
書
等
の
資
格
を
有
す
る
多
様
な
人
材
の
活
用
な
ど
、
引
き
続
き
そ
の
体
制
整
備
に
取
り
組
み
た
い

 

鎌
倉
市
に
ふ
さ
わ
し
い
博
物
館
基
本
構
想
の
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
コ
メ
を
と
っ
た
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
、
主
な
意
見
を
御
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば

 

教
育

長
 

博
物
館
基
本
構
想
そ
の
も
の
に
は
賛
成
と
い
う
意
見
が
多
い
中
で
、
市
民
参
画
も
着
実
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
、

あ
る
い
は
ま
た
中
央
図
書
館
の
近
世
近
代
資
料
の
博
物
館
へ
の
移
管
に
は
反
対
と
い
う
意
見
な
ど
が
あ
る

 

2
0
2
0
 

3
月

 

一
般

会
計

予
算

等
審

査
特

別
委

員
会

 

 

歴
史
的
公
文
書
な
る
も
の
の
位
置
づ
け
は

 
教
育

長
 

本
市
に
お
け
る
歴
史
的
公
文
書
の
位
置
づ
け
は
、
行
政
文
書
で

3
0
年
保
存
の
も
の
、
そ
れ
か
ら
３
年
あ
る
い
は

５
年
あ
る
い
は

1
0
年
保
存
の
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
期
間
が
経
過
し
た
も
の
に
つ
き
、
歴
史
的
公
文
書
の
選

別
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、
後
世
に
残
す
べ
き
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
残
し
て
い
く
か
ど
う
か

と
い
う
観
点
で
、
笛
田
に
あ
る
民
間
の
書
庫
セ
ン
タ
ー
で
保
存
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
市
民
の
共
有
財
産
で
あ

る
歴
史
的
公
文
書
の
利
活
用
、
公
開
に
向
け
て
、
歴
史
的
公
文
書
の
検
索
目
録
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
市
民
の
た

め
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い

 

市
民
の
利
活
用
に
供
す
る
た
め
に
、
検
索
シ
ス
テ
ム
な
る
も
の
を
構
築
を
し
て
と
い
う
こ
と
か

 
総
務

部
次

長
 

行
政
職
員
が
活
用
す
る
の
は
も
と
よ
り
、
第
一
の
目
的
で
あ
る
そ
の
市
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
歴
史
的
公
文
書
を

供
覧
す
る
た
め
の
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
義
的
に
捉
え
て
い
る

  

http://www.kensakusystem.jp/kamakura/cgi-bin3/GetText3.exe?du32u7l13jr9vz7q59/R020213A/86504/0/1/PRINT_ALL/1/%90%7D%8F%91%8A%D9/0#hit2
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捨
て
る
前
に
第
三
者
の
目
を
通
し
て
歴
史
的
公
文
書
に
す
る
も
の
を
と
っ
て
お
く
の
か
、
捨
て
る

の
か
と
い
う
こ
と
が
や
ら
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
第
三
者
機
関
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
部
分
で
の
、

第
三
者
機
関
を
置
く
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

 

総
務

部
次

長
 

毎
年
４
月
に
、
保
存
年
限
が
切
れ
た
行
政
文
書
に
つ
き
、
歴
史
的
公
文
書
の
選
別
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
あ

る
い
は
選
別
の
た
め
の
細
目
規
定
に
基
づ
い
て
、
各
文
書
を
所
管
し
て
い
た
原
課
に
お
い
て
、
歴
史
的
公
文
書
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
ふ
る
い
に
か
け
る
。
そ
の
上
で
、
現
在
中
央
図
書
館
に
歴
史
的
公
文
書
選
別
の
専
門
の
嘱
託

員
が
廃
棄
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
歴
史
的
公
文
書
と
し
て
保
存
す
べ
き
も
の
な
の
か
と
専
門
的
な
見
解
を
踏
ま
え

た
上
で
選
別
を
し
て
い
る
。
市
と
し
て
第
三
者
機
関
、
外
部
機
関
を
設
け
て
選
別
を
す
る
の
で
な
く
、
現
在
は
そ

の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
視
点
を
持
っ
た
専
門
の
方
に
選
別
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

 

博
物
館
構
想
の
中
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
、
博
物
館
と
図
書
館
と
文
書
館
の
連
携
に
つ
い
て
。
博
物
館
、

図
書
館
と
文
書
館
の
境
目
と
い
う
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
形
に
な
っ
て
く
る
と
な
く
な
っ
て
く

る
か
な
と
。
そ
の
一
歩
と
し
て
こ
う
い
う
表
現
が
博
物
館
構
想
の
中
に
入
っ
て
き
た
の
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
実
際
に
今
、
図
書
館
や
近
代
史
の
関
係
の
連
携
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な

ふ
う
に
な
っ
て
い
て
、
今
後
ど
う
す
る
の
か

  

総
務

部
次

長
 

今
、
交
流
館
の
ほ
う
に
近
代
の
展
示
室
が
あ
る
が
、
そ
ち
ら
の
展
示
、
特
集
の
展
示
、
企
画
展
、
そ
う
い
う
の
を

行
っ
た
と
き
に
、
近
代
史
資
料
室
、
図
書
館
の
ほ
う
の
資
料
室
の
方
の
協
力
を
得
て
、
資
料
を
借
り
た
り
、
そ
う

い
う
連
携
は
し
て
い
る
。

  

何
か
を
見
つ
け
た
と
き
に
、
ど
っ
ち
の
保
存
な
の
か
。
最
初
に
手
に
し
た
と
こ
ろ
の
担
当
な
の

か
。
市
民
が
手
に
と
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
視
点
で
、
連
携
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ど
こ
か
で
保
存
の
責
任
と
い
う
こ
と
で
線
引
き
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
市
民
か
ら
見
た
ら
、
混

乱
が
な
い
よ
う
に
連
携
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か

  

文
化

財
部

長
 

図
書
館
の
図
書
資
料
、
博
物
館
の
博
物
館
資
料
、
こ
の
線
引
き
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
議
論
し
た
上

で
、
時
代
分
け
で
は
な
く
、
資
料
の
あ
り
方
、
性
質
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
状
況
と
い
う
の
を
見
き
わ
め
て
、
資

料
の
扱
い
、
所
管
を
検
討
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

 一
番
大
事
な
の
は
図
書
資
料
で
あ
ろ
う
と
博
物
館
資
料
で

あ
ろ
う
と
、
市
民
の
利
用
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
方
々
が
手
に
と
り
、
ひ
も
と
い
て
資
料
を
利
用

す
る
、
活
用
す
る
、
そ
う
い
う
場
を
き
ち
ん
と
設
け
て
い
く
。
こ
れ
が
肝
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る

 

意
見
の
中
に
、
近
代
史
を
博
物
館
へ
の
移
管
に
反
対
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
答
弁

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
趣
旨
と
い
う
の
は
わ
か
る
か

 

文
化

財
部

長
 

何
件
か
あ
っ
た
中
で
、
一
つ
は
、
博
物
館
は
ち
ょ
っ
と
敷
居
が
高
い
、
図
書
館
は
市
民
の
方
が
気
軽
に
行
け
て
、

手
に
と
っ
て
、
実
際
に
資
料
室
の
ほ
う
で
利
用
、
活
用
で
き
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
今
後
も
続
け
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
が
趣
旨
の
よ
う
だ
っ
た
。
時
代
で
分
け
る
の
で
な
く
て
、
博
物
館
で
保
存
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
も

の
、
図
書
館
で
保
存
管
理
し
て
い
く
、
収
集
し
て
い
く
の
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
当
然
あ
る
と
思
う
の
で
、
図
書

館
と
連
携
し
な
が
ら
。
市
民
の
方
が
利
用
し
や
す
い
、
気
軽
に
、
こ
ち
ら
も
公
開
を
積
極
的
に
し
て
い
く
、
そ
う

い
っ
た
体
制
が
必
要
な
の
か
と
思
っ
て
い
る
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１８．令和 2 年度（2020 年度）コロナ禍の鎌倉市図書館の記録 

令和 2 年（2020 年）   

  1 月 21 日 （火） クルーズ船の報道、徐々に感染が広がる 

シ
ス
テ
ム
休
館
（
９
日
） 

2 月 24 日 （月）  定期休館日 

2 月 25 日～ （火） 
システム更新のため、全館休館 ホームページも停止 

 3 月 3 日 （火） 

2 月 28 日 （金）  
コロナウイルス感染拡大防止のため、3 月 15 日（日）まで臨

時休館することが決まる。全員研修を中止する。 

3 月 2 日 （月）  貸出期間、予約取り置き期間の延長をシステムで処理 

    

感染拡大防止、業務縮小の指示があり、3 月 3 日～職員・非常

勤の出勤抑制（業務嘱託員全員休、3 月 3 日～3 月 6 日 年休

または特別休暇 6 割支給） 

臨
時
休
館
、
臨
時
窓
口
対
応
（
３
６
日
） 

3 月 4 日 （水）  
新システム稼働 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、臨

時休館（3 月 15 日までの予定）一部サービスのみ実施 

    ・図書等の返却、予約貸出のみ、臨時窓口で対応 

    
・午前 10 時より、新ホームページ公開、新規予約、リクエス

ト受付の開始（電話でも受付、対面では不可） 

3 月 6 日 （金）  臨時休館を 3 月 31 日（火）まで延長することが決まる 

3 月 7 日 （土）  臨時休館延長を周知 出勤抑制が解除される 

3 月 10 日 （火） 予約取り置きの連絡を再開 

3 月 16 日 （月） 返却期限、予約取置期限の延長を再度システムで処理 

3 月 27 日 （金） 臨時休館を 4 月 24 日（金）まで延長することが決まる 

3 月 30 日   
「どくしょのノート」３種類 図書館ホームページからのダウ

ンロード開始 

4 月 1 日 （水）  図書館の開館時間、休館日の変更を施行 

4 月 7 日 （火） 

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出される（埼玉

県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、兵庫県及び福岡県）

5 月 6 日まで 

    

緊急事態宣言発出を受け、4 月 9 日（木）～当面の間、ポスト

返却、新規の予約受付、予約貸出などすべてのサービスを停止

することが決まり、周知。予約取り置きの連絡を停止 

完
全
休
館
（
３
６
日
） 

4 月 9 日 （木） 完全休館となる。5 月 6 日（水）までの予定 

    ・図書等の返却、予約貸出、臨時窓口サービスの停止 

    
・ホームページの予約ボタンを非表示にし、電話での新規予約

受付も停止 

4 月 10 日 （金） 4 月 13 日より、感染防止のため出勤を抑制するよう指示 

4 月 14 日 

～5 月 31 日 
  

Twitter「おうちにいるこどもたちへ」シリーズ 50 回 他市

町村の取り組み、工作、ゲームやスポーツ、フランスってどん

なくに？わらべうたほか 
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完
全
休
館
（
３
６
日
） 

4 月 16 日 （木） 

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の区域変更（全国へ）

5 月 6 日まで 北海道、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神

奈川県、石川県、岐阜県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県及

び福岡県を特定警戒都道府県に 

    

緊急事態宣言が全国に拡大したことを受け、感染拡大防止のた

め、業務継続計画に基づき業務縮小。図書館業務補助職員全員

に休業の指示（年次休暇または特別休暇 6 割支給）、サービス

担当職員は中央 2 名、地域館 1 名のみ出勤となる。4 月 30 日

までの予定 

4 月 23 日 

～5 月 12 日 
  

こどもの読書週間、「子どもと本の木」展示をメールで募集、

図書館ビンゴのダウンロード 

4 月 30 日 （木） 

5 月 1 日から 5 月 10 日まで、中央館はサービス担当職員・図

書館業務補助職員ともに 3 割出勤、地域館は職員 1、補助職員

1 の体制で業務を行うことが決まる 

5 月 1 日 （金） 休館を 5 月 31 日（日）まで延長することが決まる 

5 月 4 日 （月） 
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の期間延長 5 月 31 日

まで 

5 月 9 日 （土） 
取置資料の確保期限を 6 月 9 日（火）まで延長する作業を順

次行う。 

5 月 13 日 （水） 
5 月 15 日（金）から臨時窓口を再開することが決まり、サー

ビス内容をホームページに公開 

5 月 14 日 （木） 

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の区域変更（埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、兵庫県及び福岡県）5 月

31 日まで 

5 月 14 日 （木） 予約取置資料を再連絡、来館日時の電話受付を開始 

臨
時
窓
口
（
来
館
予
約
有 

１
２
日
） 

5 月 15 日 （金） 臨時窓口を開設、一部サービスのみ実施 

    ・貸出点数無制限、貸出期間を 4 週間に。 

    ・返却をブックポストで受付（3 日後に返却処理） 

    

・取置資料の貸出を来館日時を事前電話受付・人数制限して臨

時窓口対応（１時間あたり 20 人まで） 受付表は貸出終了

後、即削除 

    ・図書等宅配サービス（有料）、新規登録受付（郵送も可） 

    
・午前 10 時より新規予約・リクエスト・レファレンス受付

（電話・WEB のみ） 

    ・複写代行、絵本などのセット貸出を実施 

    ・午後 7 時までの開館時間延長は中止 

5 月 21 日 （木） 
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の区域変更（北海道、

埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県の区域）5 月 31 日まで 

5 月 25 日 （月） 新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言解除 

臨
時
窓
口
（
予

約
不
要 

１
３

日
） 

5 月 27 日 （水） 14 時から、来館日時の事前予約を不要にする。 

5 月 28 日 （木） 6 月 8 日(月)まで臨時休館を延長することが決まる。 

5 月 29 日 （金） 6 月 9 日(火)から段階的に開館することが決まる。 
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6 月 1 日 （月） 6 月 9 日(火)からのサービス内容を公開 

    ・来館者名簿を取らないことを公表 

    ・出勤抑制が解除になる 

6 月 5 日 （金） 返却期限、予約取置期限の変更を再々度システムで処理 

短
時
間
利
用
（
２
２
日
） 

6 月 9 日 （火） 短時間利用に限って開館（30 分以内目安） 

    
・消毒（一日 3 回）、アルコール消毒液の設置、マスク着用、

手洗い励行 

    ・入館上限、中央館は 30 分ごとに館内放送 

    ・書架への立ち入り可、検索機使用可（一部の館で台数減） 

    ・閲覧室使用禁止、フロアの椅子を撤去、新聞閲覧不可 

    ・貸出点数無制限、貸出期間 4 週間、新刊雑誌の即貸出を継続 

    ・平日木・金曜日 19 時までの開館時間延長を再開 

    
・利用者用インターネット使用不可、中央館は参考郷土コーナ

ー立ち入り不可 

6 月 11 日 （木） 鎌倉市図書館全面開館への道、混雑予想を公開 

6 月 19 日 （金） 職場研修を書面で実施（7 月 5 日まで） 

6 月 25 日 （木） 
7 月 1 日から滞在型利用を再開することと、サービス内容詳細

が決まる。 

6 月 26 日 （金） 7 月 1 日(水)からのサービス内容を公開 

滞
在
利
用
可 

7 月 1 日 （水） 滞在型のサービスを再開、全面開館への道を更新 

    
・消毒、換気、アルコール消毒液の設置、マスク着用、手洗い

励行を継続 

    ・席数を減らし、閲覧室を開室、椅子を利用可 

    ・中央図書館２階の参考・郷土資料コーナー利用可 

    ・貸出点数無制限は継続し、貸出期間を 2 週間に戻す。 

    ・新刊雑誌、新聞の閲覧再開、図書、雑誌のリサイクル再開 

    ・延滞資料の督促を再開 

7 月 18 日 （土） 
神奈川 LINE コロナお知らせシステムに登録し、感染防止対策

取組書を各館に掲示 

滞
在
利
用
可 

9 月 8 日～22

日 

（火）

（火） 

地域住民のグループ「鎌倉玉縄ユリ・プロジェクト」特別展示

「海を渡った鎌倉のユリ～明治・大正期のユリ球根の栽培と輸

出～」（玉縄図書館） 

9 月 13 日 （日） 
外で楽しむおはなし会（腰越行政センター屋外テラスで）11

月まで月１回開催 

10 月 1 日 

～15 日 

（木） 

(木） 

里親月間ＰＲ（県鎌倉三浦地域児童相談所コラボ）、感染症予

防（市民健康課コラボ）、ピンクリボン活動（市民健康課コラ

ボ）展示（全館） 

10 月 1 日 

～29 日 
（木） 

おはなしボランティア養成講座（全４回講座）を例年より人数

を減らして開催 

10 月 27 日 

～11 月 27 日 

（火） 

（金） 

9 月に募集した POP 大賞応募 112 作品を各館及びホームペー

ジで展示及び投票受付 
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11 月 27 日 

～1 月 16 日 

（金） 

（土） 
SDGｓ巡回展示（ごみ減量対策課＆環境政策課とコラボ） 

12 月 24 日 （木） 
デジタル資料「絵葉書」に明治・大正・昭和の絵葉書 261 点

を掲載 

12 月 19 日、

26 日 
（土） 

教員研修（ビーチコーミングと調べ学習、図書館を知る、そし

て活用するには）開催 

令和３年（2021 年）     

滞
在
利
用
可 

1 月 6 日 （水） 
館長会議で、緊急事態宣言が再度発出されてもサービス内容を

変更しないことを確認 

1 月 10 日 （日） 図書館ホームページのお知らせを更新し、上記を周知 

1 月 7 日 （木） 
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出される（東京

都、千葉県、埼玉県、神奈川県）2 月 7 日まで 

1 月 19 日 

～1 月 31 日 
  中央図書館で「西本願寺本萬葉集」展示 

1 月 28 日 

～3 月 7 日 

（木） 

（日） 

図書館まつり「ファンタスティック☆ライブラリー109」をコ

ロナ禍でも楽しめるよう、各館の巡回展示と図書館ホームペー

ジ上で開催。 

2 月 2 日 （金） 
緊急事態宣言の地域変更（栃木県を除く）と、3 月 7 日までの

延長が発表される 

2 月 12 日 （金） 
おはなしボランティアステップアップ講座（深沢学習センター

ホール）開催 

2 月 17 日 （水） 特別整理休館日を利用し、各館で職場研修を実施 

3 月 2 日 （火） 
緊急事態宣言の地域変更、埼玉、千葉、東京、神奈川の 1 都 3

県に 

3 月 5 日 （金） 
 緊急事態宣言が 2021 年 3 月 21 日（日曜日）まで延長され

る、サービス内容の変更なし 
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平成24（2012）年度 moguRa食堂 

 海光堂 

 ソングブックカフェ 

 （有）壺中天 

 絵本・本のための家具SYOCA 

 安田三郎写真を保存する会 

 以志橋 

 （有）門 

 大仏茶廊 

 K・S環境デザイン 

 （有）港の人 

 冬花社 

 寸松堂 

 国際ソロプチミスト鎌倉 

 温古堂 

 図書館とともだち・鎌倉 

 清興建設 

平成25（2013）年度 小坂 勝代 

 図書館とともだち・鎌倉 

 鎌倉を愛する会 

 夏梅 安代 

 髙橋 桂子 

 moguRa 

 山崎 貴志 

 捧 一治 

 （有）港の人 

 寸松堂 

 （有）海光堂 

 柴崎商店 

 大仏茶廊 

 山田 尭雄 

平成26（2014）年度 鎌倉視聴覚協会 

 芳賀 秀友 

 沓沢 虎太郎 

 山田温古堂 

 捧 一治 

 図書館とともだち・鎌倉 

 鎌倉を愛する会 

平成27（2015）年度 鎌倉視聴覚協会 

 図書館とともだち・鎌倉 
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 鎌倉を愛する会 

 温古堂 

 廣瀬 義輝 

 目黒 建二 

 山田 益宏 

 鷺田 薫 

平成28（2018）年度 図書館とともだち・鎌倉 

 温古堂 

平成29（2019）年度 図書館とともだち・鎌倉 

 寺尾 照雄 

 寺尾 福子 

 松田 義夫 

平成30（2018）年度 鎌倉視聴覚協会 

 図書館とともだち・鎌倉 

 吉川 秀嗣 

 竹田 智哉 

 上田 洋一郎 

 杉本 要 

 芳賀 秀友 

 内山 司敏 

令和元（2019）年度 図書館とともだち・鎌倉 

 岩本 博 

 渡邉 太郎 

 伴野 博之 

 三宅 康夫 

 芳賀 秀友 

 日向 良和 

 渡邊 広大 

 浅倉 淳一 

令和２（2020）年度 図書館とともだち・鎌倉 

 鎌倉視聴覚協会 

 芳賀 秀友 

 福山 國太郎 

 

※許可をいただいた方のみ掲載しています。 
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鎌倉市図書館ビジョン 

 

鎌倉市図書館では、平成 31年度から 4年間の「第３次鎌倉市図書館サービス計画」

の策定に先立ち、鎌倉市図書館の目指すべき姿を明確にすることが大切であると考え、

鎌倉市図書館ビジョンを定めました。 

 

 

 

～基本方針～ 

「つながる ひろがる 100 年図書館」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31（2019）年 3月策定 
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１ つながる図書館～いつでもだれでもどこででも！ 

知りたい情報、求める資料（本・雑誌・AV 資料など）と市民をつなぎ、現在と過

去、未来をつなぎます。全国の図書館、各種教育機関、文化施設、福祉施設等とつな

がり、幅広い図書館サービスを提供します。年代も立場もさまざまな人々に、必要と

されている資料や情報を届けます。 

 

◆使いたいときにあいている！ 

利用しやすい開館時間を設定します。 

◆好きな時に好きな場所で本が読める！受け取れる！ 

資料のデジタル化や宅配サービスなど、サービス網を広げます。 

◆各種教育機関と連携して、子どもたちの読書を応援！ 

学校図書館等との連携をすすめます。 

◆図書館を利用しにくい人にも読書を！ 

障害のある人もない人も使いやすく。 

施設のユニバーサルデザイン化をすすめます。 

◆誰でも読みやすい、わかりやすい資料を！ 

それぞれの人にあった、多種多様な資料をそろえます。 

 

 

                                                     

♪♪♪ 

２ ひろがる図書館～図書館は世界に通ず！ 

市民参画･協働の図書館として、市民とともに図書館サービスをひろげていきます。

図書館での活動を通し、必要な情報を発信し、さまざまな世代が交流できる場となる

よう取り組みます。親しみやすく、多くの人が気軽に集うことができる、市民の居場

所を目指します。 

◆ 図書館から皆さんへ、広く情報を発信します！ 

楽しいイベント、役立つ講座、知ってて便利な情報を届けます。 

◆ 図書館から始まるみんなの輪！ 

さまざまな世代が集まり、出会い、なにかが生まれる！そんな場所を目指します。 
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◆ みんなの居場所！図書館の顔はひとつじゃない！ 

にぎわいも、静寂も、くつろぎも。いっしょに楽しむ親子も、集中したい学生も、

たまにはのんびりしたい大人も。ゾーンを分けてみんな快適にすごせる施設をつ

くります。 

 

           

 

 

 

３ 100 年図書館～過去から現在、未来まで 

全国的にも貴重な鎌倉の歴史的遺産と文化を後世に伝えます。これまでの歩みを大

切に、地域資料を通して歴史ある鎌倉の魅力を発信し、100年先の未来にも誇れる図

書館を目指します。 

 

◆ 人生 100 年！100 年いっしょ！ 

生まれたばかりの赤ちゃんから、すべてのライフステージで。 

どんな時も力になる図書館になります。 

 

◆ 地域のことは地域の図書館に 

地域の情報は、いにしえから未来まで。郷土学習を応援します。 

 

◆ 鎌倉のすべてがここにある。鎌倉のすべてを 100 年先まで伝える 

まちの情報拠点になり、まちの記憶の保存庫になります。 

 

 

◆ 100 年の土台をしっかりと 

図書館サービスを充実させていくために、図書館を支える司書の育成に取り組み

ます。  
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★ 鎌倉市図書館の使命 

1 多種多様な情報を収集、整理、保存、提供して、市民の知る権利を守り、「いつ

でも、誰でも、どこでも」望む情報を得ることができる環境を保障します。 

 

2 鎌倉市は、古代から現代までと、独自で多彩な歴史を有しますが、その歴史と

文化を、責任を持って後世まで保存・継承します。 

 

3 鎌倉市図書館は、市民とともに創りあげてきた図書館であり、これからも鎌倉

の 

5 地域に一館ずつ計 5つの図書館を「いちばんそばの情報センター」として充

実させ、鎌倉市図書館ネットワーク全体の力で、市民の暮らしと学びを応援し、

人々の知りたい気持ちに寄り添い応える組織であり続けます。 

 

4 利用者の秘密を守ります。 

 

鎌倉市図書館は、鎌倉に住まい、鎌倉に生き、鎌倉を愛する人のための図書館で

す。 

市民の「知る自由」を保障し、誰も取りこぼさない知的セーフティーネットでなけ

ればなりません。 

市は責任を持って持続可能な図書館経営を行っていく必要があります。 

職員は、市民から何を望まれているのかを常に立ち返って考え、市民の声に応え、

協働して歩む姿勢を忘れてはなりません。 

蓄積された過去を知り、移り変わる現在を学び、未来に思いをはせるための場所。 

図書館にしかできないことを見失わず、100 年先まで鎌倉に生きる人たちの力にな

る場所。 

それが鎌倉市図書館のあるべき姿です。 

鎌倉市図書館ホームページ https://lib.city.kamakura.kanagawa.jp/ 

https://lib.city.kamakura.kanagawa.jp/
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